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恋は選挙と学園覇権！２








秋山大事





角川スニーカー文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






















口絵・本文デザイン／百足屋ユウコ（ムシカゴグラフィクス）

口絵・本文イラスト／双龍
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プロローグ


ミッションレベル１　「お客様、当店のマスコットが作る料理は、非売品でございます」

ミッションレベル２　「お客様、当店のコスプレにまとまりがないのは、仕様でございます」

ミッションレベル３　「お客様、当店の自慢は、『ＬＩＫＥ　ＹＯＵ』でございます」



エピローグ

あとがき
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　のんびりとした午後の陽光が窓から差し込んでくるリビングの中、花か凜りんは父親の敏とし臣おみと一いつ緒しよにソファに座り、テレビを眺ながめていた。何かと忙いそがしい父親が、土曜日にこうして家でゆっくりとしているのは久しぶりのことだった。母と姉は所用で出かけており、お手伝いさんを除けば、今家にいる家族は花凜と父の二人だけだ。とはいえ、だからといって会話が弾はずむこともなく、十分前に今日の快晴について二言三言交かわしてから、ずっと沈ちん黙もくを保っていた。

　が、そこで敏臣が唐とう突とつな質問を投げかけてきた。

「それで、花凜。お前は将来、勇ゆうくんを秘書にするつもりなのかな。それとも、結けつ婚こんして、夫にするつもりなのかな？」

「えええ？」

　花凜は口に運びかけていたティーカップを、思わず落としそうになる。

「ちょ、ちょっと何よ、お父さん、いきなり？」

「前々から気になっていたんだよ。花凜は将来、勇くんをどうするつもりでいるんだろうかとね」

　敏臣は実じつ年ねん齢れいよりずっと若く見える精せい悍かんな顔を、娘むすめに向ける。その表情は至って真面まじ目めであり、からかうような様子はなく、純じゆん粋すいに疑問だから聞いているように見えた。もっとも敏臣の数ある得意技わざの一つが、自分の真意を一いつ切さい表に出さずに会話ができることであると花凜は知っているため、額面通りに受け取ったりはしないのだが。

「ど、どうするも何も、別に将来どうしようかなんて、そんな先のことまだ考えてるわけないじゃない」

　できるだけ平静に答えたつもりであったが、花凜の声には若じやつ干かんの動どう揺ようの震ふるえがあった。何せ思いもしない質問だったのだ。父親のようにうまく感情を隠かくすことはできなかった。

　敏臣は紅茶を一口すすってから、再び聞いてきた。

「そうか。秘書にも夫にもするつもりないのか？」

「そ、そうよ。だ、だいたい、秘書はともかく夫ってのは何よ？　そ、そんなことまだ全然何も……」

「だけど、お前は小さい頃ころからずっと勇くんと一緒にいるだろう？」

「幼なじみだもの。一緒にいたって、変なことはないでしょ」

「それはそうだが、だから私が聞いているのは、いつまでそうするつもりなのか、ということだよ」

　花凜はすぐに言葉を返すことができなかった。

　勇といつまで一緒にいるのか。

　それはふとしたときに花凜自身も幾いく度どとなく考えていたが、そのたびにまだ先のことだからと保留してきたことだった。

「何、私は別にお前がいつまで勇くんと一緒にいたって文句はないんだ。ただどうしても気になるんだよ。勇くんが、お前にとってどう役に立つ人間なのかがね」

「……どう役に立つか？」

　敏臣が目を細めた。その優やさしげとも、何かの計略を隠しているともとれる表情から、父の考えを読み取ることは、花凜にはできなかった。

「お前は将来、私の跡あとを継つぐ人間だ。父親としては、自おのずとお前の周りにいる人間が、どうお前に役に立つのかという風に見てしまうんだよ。まして、いつも一緒にいる人間ならなおさらね」

「……」

「秘書にするつもりならよし。彼はなかなか見込みがありそうだからね。そして、夫にするつもりでもなおよしだ。彼には婿むことして、恋こいヶが浜はま家の立派な跡取りを作ってくれるよう、励はげんでもらおうじゃないか」

　花凜は顔を紅潮させた。

「ちょ、ちょっと、お父さん！　あ、跡取り作るのに励むって何よ！　へ、変なこと言わないでよ！　だからまだそういうのは全然だって言ってるでしょ⁉」

「いずれにせよ、勇くんがお前にとってどういう存在なのか、恋ヶ浜家の将来にとっても、ぜひ知っておきたいことなんだよ。どうなんだ、花凜？」

　そんなのお父さんに関係ないでしょ、私の交友関係にいちいち口を挟はさまないで、と言い返すのは簡単だった。だが、花凜はそうしなかった。そんないかにも思春期少女じみた言葉を吐はき出したくないということもあったが、それ以上に、そうしてつっぱねてしまうと、勇が役に立つ人間であると、父に訴うつたえる機会もなくしてしまう。勇が役に立たない人間であると敏臣に思われるのは、花凜はいやだったのだ。

「将来どうなるかは、まだわからないけど」

　花凜は父を見つめ返す。

「でも、心配には及およばないわよ。なぜなら、勇は今、私の役に立ってくれてるもの」

「ほう、今？」

「そうよ。いろいろ私の助けになってくれてるもの。将来がどうなろうと、勇は現に今、私にとって有用な存在よ。それなら、何の問題もないでしょ？」

「なるほど。そういうことなら、構わないかな」

　花凜はキョトンとする。

「構わないって、何が？」

「勇くんが今どうお前の役に立っているのか、試ためしてみても、だよ」

　そう言いながら、敏臣は薄うすく微笑ほほえんだ。
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　日曜日の夕方、恋こいヶが浜はま家のリビングの中で、内ない藤とう勇ゆうはこの家の主あるじ、恋ヶ浜敏とし臣おみと二人きりでいた。一時間ほど前、突とつ然ぜんお手伝いさんから連れん絡らくがきて、話がしたいからと勇はここへ呼び出されていた。勇はてっきりその相手を花か凜りんだと思っていたのだが、彼女は出かけていて不在であり（多少、なぜ彼女が直接連絡してこないのか妙みようだとは思ったが）、呼び出した相手は、この敏臣だったのだ。

　幼い頃から面識があるとはいえ、敏臣は大物政治家だ。そんな相手から急に話があると言われ、一体何事だろうと、勇は大いに緊きん張ちようして対面していた。

「では、婿にも秘書にもならないなら、君の実力を示してもらえるかな、勇くん」

「えええ？」

　敏臣の口から出てきたのは、勇が予想だもしていないことだった。勇は口に運ぼうとしていたコップを、思わず落としそうになった。

「ちょ、ちょっと待ってください。何ですか、突然？　婿にも秘書にもならないなら、実力を示せって？　何が何だかわからないんですが……」

「昨日、花凜とそういう話になったんだよ。花凜は将来、君を婿にも秘書にする気もないそうだ。いや、しないと言ったわけではなく、まだわからないと言ったんだったかな。どちらにしろ花凜は、君は将来ではなく今、自分の役に立っている人間なのだと言った。だから、ぜひその実力を私に見せてほしいんだよ」

　敏臣はまるで当然のことのようにそう言った。

　もちろんその説明でも、勇にはまだわからないことばかりだった。むしろ疑問が増えたくらいだ。一体何から聞き返せばいいものか数すう瞬しゆん戸と惑まどったが、とにかく一から聞いていくしかなかった。

「あの、まずですね。花凜が将来、僕を婿にも秘書にもしないという話になったと言うことですが……」

「うむ」

「ええと、それってつまり、敏臣おじさんは、僕が将来、花凜の婿か秘書になると考えていたってことですか？」

「別に他ほかの何かでもいいけどね。君と花凜は小さい頃からずっと一いつ緒しよにいる。将来もそうならば、君は花凜の何かになるのだろうかと、そう想像するのは不思議なことではないだろう？　個人的な理想を言わせてもらえば、やはり婿の方かな。君なら身元もしっかりしているからね、私としても安心して娘むすめを嫁とつがせられる」

　はははと、敏臣は快活に笑った。

　勇はどう反応すればいいのかわからなかった。敏臣がそんなことを考えていたなんて、知らなかった。

　黙だまっている勇を見て、敏臣が怪け訝げんそうに聞く。

「ん？　どうしたのかな、勇くん？……もしかして、勇くんは、花凜が嫁では不満だったかな？」

「え？　い、いや、まさか！　不満だなんて滅めつ相そうもない！　そ、そんなことは思ってませんよ！」

「ほう、そうか。ならば、喜んでもらってくれると？」

「ええ？　あ、いや、そういうことでもなくてですね！　ええと、その、何ていうか、そんなことは考えたことがなかったというか、そんな意識はしていなかったというか……」

　うろたえる勇に、敏臣は愉ゆ快かいそうに言う。

「ふふふ、相変わらずこの手の話には弱いね、君は。こういう話にも、冗じよう談だんを交えながら余よ裕ゆうを持って答えられるようになるのが、紳しん士しのたしなみだよ。もっと精しよう進じんしないといけないな」

「そ、そうですか。それは、すいません……」

「君らしいとは言えるけどね。おっと、少しそれたね、話を戻もどそうか。花凜は将来君とどうなるのか、まだ考えていないらしい。君の方はどうなんだ？　花凜の秘書か婿になる気はあるのかな？」

「あ、いや、ぼ、僕もまだそこまで考えてませんが……」

「そうか。ならば、やはり確かめさせてほしいね。花凜が答えたように、君が今、娘のどう役に立つ人間なのかを」

「……」

　話の経けい緯いはなんとなくだが、わかった。

　だけど、敏臣の話にはある前提があるような気がした。敏臣がそのことをあえて口にしないのは、当然だと考えているからかもしれない。しかし、勇はどうしても、確かめてみなければならなかった。たとえ、それが敏臣の不興を買うことだとしても。

「あの、一つ聞かせてもらっていいですか」

「何かな」

「あなたの口ぶりからは、こう聞こえるんです。……まるで僕は、花凜の役に立つ人間でなければ、側にいてはいけないかのように」

　敏臣が目を細めた。口もとに浮うかべる親しげな笑えみも、ソファに軽く腰こし掛かける余裕な物もの腰ごしにも変化はない。だが、敏臣の雰ふん囲い気きから鋭するどい何かが発せられるのを、勇は敏びん感かんに感じ取っていた。

「その質問に対しては、質問で返そうか。君自身はどう思っているのかな、勇くん」

「……え？」

「君は何の役に立っていなくても、娘の側にいてもいいと考えているのかな」

「……」

　二人の間に、しばし沈ちん黙もくが降りた。

「すまないね。我ながら、いやな言い方だ。だけど、これは偽いつわらざる私の本心でもある。君も知っているだろう、花凜には才能があることは」

「はい、それはわかってます」

「君は幼なじみで、同じ学園の同級生だ。今現在、勇くんが一番花凜に影えい響きようを与あたえている存在であると言っても、過言ではない。そんな君が、娘の才能を伸のばすのに妨さまたげになる人物だとしたら、どうだろうと、思うこともあるんだよ」

「……」

　二人の間に、再び沈黙が訪おとずれる。

「わかっているよ、私が厳しいことを、君にとってはずいぶんと理り不ふ尽じんなことを言っているのはね。でも、やはりこれが私の本音だ。そして、私が気になっているのは、君自身がどう考えているのかということだ。もちろん君に花凜の才能を伸ばしてやる義理も義務もありはしない。花凜と一緒にいるのは楽しいから、それだけの理由であっても間ま違ちがっていないし、責められる謂いわれもない。だが、それでも私はあえて君に聞く。君は、それでいいと思っているのかい？」

　敏臣はじっと勇を見み据すえた。

「さぁ、教えてくれ、勇くん。君は花凜にとって、どういう存在なんだ？」

　敏臣自身がそう言っている通り、あまりにも勝手な話だと、勇は思った。そんなこと言われる筋合いはない、そう言い返すのが当然のようにも思えた。

　だが、勇はその言葉を口にしなかった。

　なぜなら、敏臣の言葉は、勇の奥底にあるものを刺し激げきしていたからだ。すべて敏臣の計算通りに違ちがいなかった。勇の心を見み抜ぬくくらい、人心掌しよう握あく術に長たける敏臣には、造作もないことなのだろう。

　敏臣に乗せられている、それをわかった上で、勇は言った。

「僕にどうしろって言うんですか？」

　敏臣ははははと、楽しそうに笑う。

「さすがだよ、勇くん。普ふ通つうの人間なら、こんなことを言われたら、怒おこって出て行くのが当たり前だ。でも、君はそうしない。それだけでも十分見込みがあるね。さて、それでは遠えん慮りよなく、私の要望を伝えよう。今度の水み無な月づき祭さいで、君と花凜の所属するＤ組が、一年生部門の一位になってもらいたい」

　水無月祭とは、花凜と勇が在ざい籍せきする水すい仙せん学園の、学園祭の名前であった。

「知っていると思うが、水無月祭では来場者に投票してもらい、一年生、二年生、三年生、部活動の出し物で、それぞれの一位を決めるというイベントがある。花凜を学園祭実行委員にして、Ｄ組を一年生の一位に導いてほしいんだよ。花凜の宣伝のためにもなるしね」

「花凜の宣伝、ですか？」

「職しよく業ぎよう柄がら、私はいろいろと情報通でね。今度、水無月祭を大手のテレビ局が取材するということを耳にしたんだ。何でも、一位になった組の代表者、つまり実行委員に対しては、インタビューもする予定らしくてね。花凜がそうして取材を受ければ、いい宣伝になるだろう？」

　花凜の顔を売るため、ということだろうか。花凜が政治家に立候補するのはまだずっと先のことで、ずいぶん気の早い話にも思えるが、そういう小さな積み重ねが将来重要になると、敏臣は考えているのだろうか。もしくは、花凜が取材を受ければ、当然それは大物政治家である敏臣の話にも及およぶし、結果的に彼自身の宣伝にもなるとか。いや、あるいは、政治家としての意味ではなく、単に父親として娘がテレビに出るのが自じ慢まんになるというだけのことかもしれない。

　いずれにせよ、どんな意味でもよかった。勇にとって大事なのは、これが敏臣から課せられたテストであるということだ。

「では、Ｄ組を一位にすれば、僕が花凜の役に立つ人間だと、認めてくれるということですね？」

「ああ、そうだ。君の実力を試ためすには、格好のものだろう？　それでは、受けて立ってくれるのかな？」

　勇はコクリと、うなずく。

「はい。わかりました。その要求、受けて立ちます」

「ふふふ、いい返事だ、嬉うれしいよ。では、水無月祭、楽しみに待っている」

「ただ、一つお願いが。このことは、花凜には黙っておいてください」

「花凜には内ない緒しよに？　なぜかな？」

「僕の力を試すのなら、その方がいいでしょう？　あなたが僕をテストしていると彼女が知ったら、きっと協力してくると思うんです。でも、それでは僕の、僕だけの力を、試したことにはならないでしょう？」

「ふむ、なるほど」

「僕も、やるからには、自分の力でクリアした、そう確信を持って言えるようにしたいんです。だから、このやり取りはまだ内緒にしておいてください」

　敏臣はしばらく勇の顔を見ていたが、やがて微び笑しようする。

「わかった、構わないよ。今日君と会ったのは、花凜の学園での生活を、君から聞いてみたくて呼び出した、とでも花凜には説明しておこう」







　窓から見える空は、すっかり夜の帳とばりに覆おおわれていた。

　勇は自室のベッドで仰あお向むけになり、何となく取り出した懐かい中ちゆう時計を握にぎりしめながら、じっと天てん井じようを見つめていた。

　そこでコンコンとドアがノックされる。勇の返事も待たずに、勝手にドアが開かれた。

　入ってきたのは、チェックのパジャマ姿の少女だった。妹の胡桃くるみだ。毛先が若じやつ干かん湿しめり、肌はだもほんのりと紅潮しており、風ふ呂ろ上あがりのようだった。

　胡桃はトコトコとベッドに近づいてきた。

「兄さん。ベッドからどいて」

「……何で？」

「兄さんの相談に乗ってあげるからだよ」

　しばし沈黙の後、勇は聞き返す。

「それに対して言うことは、二つあるね。まず誰だれも相談に乗ってくれなんて頼たのんでないこと。それから、仮に相談に乗ってもらうとしても、それが僕がベッドからどくことと、何のつながりがあるのかってこと」

　湯気でうっすらと曇くもる眼鏡の位置を直しながら、胡桃は答える。

「私からも二つ返すね。まず兄さんが相談してくるまで、私はこの部屋から出て行くことはないから、兄さんが相談してくることはもう決まっていること。そして、やっぱり相談に乗るときは、相手の視点に合わせなきゃいけないでしょ、兄さんの視線は天井に合わせてあるから、私も仰向けになって天井を見ながら話すんだけど、まさか兄さんが可愛かわいい妹を床ゆかに寝ねかせるなんてことするわけがないから、必然的に兄さんはベッドからどいて、その場所を私に譲ゆずるってことだよ」

　勇は妹の顔をじっと見る。

「相変わらず、言うこととやろうとすることが、強ごう引いんだね」

「仕方ないなぁ。じゃあ妥だ協きよう案で、ベッドの半分使わせてあげるよ」

「それを言うなら、使わせてもらうじゃないの」

「どうしてもというのなら、兄さんの上に乗るという選せん択たく肢しもあるけど。だけど、その場合、もしお母さんが部屋に入ってきたとき、どう解かい釈しやくするかな」

「……どうぞ隣となりを使ってください」

　勇が体を壁かべ際ぎわへ詰つめると、胡桃は隣にゴロリと横になった。

　しばらくの間、二人は無言で天井を見つめていた。ＬＥＤの淡あわい光が、柔やわらかに室内を照らしている。通りを走っていく車の低いエンジン音が、反かえって夜の静けさを強調するようであった。

　やがて胡桃がポツリと口を開いた。

「で、何があったの？」

「……何で、何かあったと思うの？」

「夕食の間、じっと何か考え込んでいたじゃない。……もしかして、おじさんから何か言われた？　恋こいちゃん家ちから帰ってきてからだよね、様子が変なの」

「……」

「そう。わかったよ。じゃあ、冷蔵庫にあるブルーチーズの一気食べをする方でいいよ」

「意味がわからないんだけど⁉」

「私の頼み断るんだから、代わりに何か別のことやってもらわないと。いわゆる等価交こう換かんだよ」

「交換してんの僕だけじゃん……」

　だが、この無む茶ちやぶりが、胡桃の優やさしさであることも、勇はわかっていた。人の心の壁かべというのは、ときには強引な手段でなくては開かないものだ。胡桃は多少行き過ぎなところがないでもなかったが。いずれにせよ、勇は胡桃のこういうところは決して嫌きらいではなかったし、心のどこかでは望んでいたのかもしれなかった。

　勇は敏臣に言われたことを胡桃に話した。その間、胡桃は一いつ切さい口を挟はさまず、じっと耳を傾かたむけていた。

「ずいぶん勝手なこと言うんだね、敏臣おじさん」

　勇が話し終えた後、胡桃は特に怒るでもなく、平板な声でそう感想を述べた。

「そんなこと言われる筋合いはないって、言い返せばよかったのに」

「相手が敏臣おじさんじゃなかったら、そうしていたかもね」

「というと？」

「きっとそう言われた僕がどう思うか、わかった上であんな言い方をしたんだよ。いや、こう言った方がいいのかもしれない。敏臣おじさんは、僕の気持ちを代弁したんだって」

「兄さんの気持ちの代弁？」

「僕自身が一番、そう感じていたってことだよ。ひょっとして、僕の存在が、花凜の足を引っ張ってないだろうかって」

「……私はそんなこと思わないけど」

「胡桃、覚えている？　花凜ってさ、敏臣おじさんから用意された宿題とか課題、すぐに片付けて、僕達と遊ぶ時間を作っていたよね。そうして花凜と遊べるのは嬉しいし、楽しかったよ。だけど、ふと思うんだよ。僕と遊ぶ時間を使って、もっと勉強していたら、花凜の才能は今よりも磨みがかれていたんじゃないかって」

「その考え方は間ま違ちがってるね」

　胡桃はすぐに、強い口調で反論した。

「勉強だけしていれば、立派な人間になるわけじゃないよ。遊ぶことでだって、勉強では補えないような、もっと大切なものを学んでいるはずだよ」

「そうだね。それは僕もわかる。だけど、それはお互たがい様だよ。花凜も学んでいるのと同じく、僕だって学んでいるんだし、第一、僕が花凜と遊ぶのは僕自身がそうしたいからで、彼女のためにしているわけじゃない。それだけでは、彼女のために何かしているとはいえないよ」

「だけど、兄さんはいろいろ恋ちゃんのこと助けてあげたじゃない。この前の文化部代表評議員選挙に当選したのだって、兄さんの手助けがあったからだよ。それは、間違いなく恋ちゃんのためにしてあげたことでしょ？」

「彼女に言われるまま、ね」

「……」

「確かに助けになったとは思う。でも、彼女に言われた通りに動いていただけだ。僕から、何かしているわけじゃない。そう、僕が自発的に、何か彼女の才能を伸のばすことをしたわけではないんだ。ようするに、僕じゃなくたっていいことしか、僕はしていない」

「つまり、兄さんは、恋ちゃんに言われたからではなくて、自分から恋ちゃんの役に立つような、才能を伸ばせるような存在になりたいってこと？」

「まとめると、そういうことかな」

「ふーん、そっか。欲よく張ばりだね、兄さん」

「欲張り？」

「誰かに対して大きな影えい響きようを持ちたいと思うのは、欲張りだよ」

「そう言われると、そうかもしれないけど……」

　胡桃は薄うすく微笑ほほえむ。

「でも、嫌いじゃないけどね。そうなりたいのは、それだけ相手のことを大切に思っているってことだし。知ってる、兄さん？　普ふ通つうはみんなそれを、愛情って呼ぶんだよ」

「え、愛情？　い、いや、そんなんじゃないよ。その、なんていうのか……そうだ、親愛だよ。愛は愛でも、親愛の気持ちから、そう考えてるんだよ」

「そう。まぁ、別にいいけど。でも、一つまだわからないな。兄さん、いつからそんなこと考えてたの？　敏臣おじさんから言われたからってわけじゃないんだよね？」

「……アメリカから戻もどってきたときに漠ばく然ぜんと、文化部代表評議員に当選してはっきりと、そう感じたんだと思う。改めて、花凜が才能のある人間なんだって、意識したときに」

　花凜は半年間、アメリカに留学していた。帰ってきた彼女は、一回りも二回りも大きく、成長していた。その間、勇と花凜は離はなれ離ばなれだった。勇が側にいるかいないかなんて、彼女の成長や才能には、何の影響もないのだ。

「それに比べて、僕はどうなんだろうってね。執しつ事じになるのかどうかもまだ決められていない、将来どうするかもわかっていない、僕と比べて」

　内藤家の人間は、代々執事を務めている。勇も執事の教育を受けて育っていたのだが、そんな決められたレールではなく、違ちがう道を模も索さくしていた。しかし、結局まだ何をやるのか、何ができるのか、何をしたいのかさえ、はっきりと決めることができずにいる。

　それに対して、花凜は立派に政治家になる道を歩んでいた。その才覚も十分に発揮しているし、これからももっと伸びていくのだろう。

　眩まぶしいのかもしれない。今の花凜と自分を比べると、とても側にいることができないほど、花凜が眩しい存在になっているのかもしれなかった。

　勇はムクッと、上半身を起こす。

「僕にとってもいい機会だと思ったんだ。僕が、花凜の役に立つ人間になる、そうすれば、彼女の側にいてもいいって、自分で思えるから、敏臣おじさんに認められることは、それ以上にない証明になる」

「敏臣おじさんは、兄さんのそんな気持ちを知ってるから、ああいう言い方をしたんだ」

　胡桃も起き上がった。

「わかった。それなら、私も協力してあげるよ。Ｄ組が一位になれるように」

「協力？」

「データ分ぶん析せきだよ。水無月祭の過去を調べて、その対策をデータにまとめてあげる。……それとも、私の手は必要ないかな？　全部、自分の手でやらなければ、兄さんは満足できない？」

「いや、そんなことはない。一人でできることが限られていることくらい、わかっているから。頼たよれるところは、遠えん慮りよなく頼らせてもらう。お願いするよ、胡桃。ありがとう、協力してくれて」

「いいんだよ。結果的に、恋ちゃんのためにもなるようだし。それに、何だか嬉うれしいんだ。兄さんが一歩踏ふみ出したのが。いろんな意味でね」

「いろんな意味って？」

「わからないならいいよ」

　ピョンと、胡桃がベッドから飛び降りる。

「私はそろそろ戻るね。さっそくデータ集め始めるよ。このことはまだ恋ちゃんには内ない緒しよなんだよね？」

「うん。花凜がこのこと知ると、やっぱり彼女の性格からして、どうしても手助けしてくると思うんだ。それじゃ、僕だけの力を試ためしたことにならないからね。胡桃、本当にありがとう。助かるよ」

「いつかたっぷり恩返ししてもらうから。ふふふ」

　と、胡桃は含ふくみ笑いをしながら、部屋から出て行った。

　ゴロリと、勇は再びベッドに横になった。

　胡桃は、勇が一歩踏み出した、と言った。確かにその通りだった。勇の中に、今までとは違う何か、これまでにはなかった決意があることが、感じられた。

　勇は静まる周囲と呼応するよう、静かに誓ちかった。

　必ず自分の力で、花凜の役に立ってみせると。







　翌日、月曜の朝。一年Ｄ組の教室の中、勇は、席に着いて窓を眺ながめていた。空には灰色の雲が浮うかんでおり、六月らしい梅雨つゆ模様であった。

「勇、お、おはよう」

　そこで登校してきた花凜が、隣となりの席に着いた。

「ああ、花凜。おはよう」

　勇は花凜へ振ふり向き、彼女と目を合わせた。するとその途と端たん、花凜は顔を赤くし、慌あわてた様子で顔を背そむけた。

「？　ん、どうかした、花凜？」

「べ、別に。……もう、お父さんが変なこと言うから、変に意識しちゃうじゃない」

「え？」

「な、何でもないわ。……えっと、そういえばあなた、昨日お父さんと会って、私の学園生活のことを話したのよね？」

　勇は一いつ瞬しゆんギクリとしたが、努めて平静な声で答える。

「あ、うん、そうだけど」

「ほ、本当にそれだけね？　それ以外のことは、何も聞いてないのね？」

「そ、そうだけど。それが、どうかした？」

「ううん。だったら、いいの」

　と、花凜は安心した表情となった。勇も内心ホッとしながら、

「そっか。……あのさ、花凜。ちょっと君に、お願いしたいことがあるんだ」

「お願い？　何？」

「水無月祭のことなんだ。クラスから出す学園祭の実行委員、君になってもらいたいんだけど、どうかな？」

「学園祭の実行委員？　私が？」

「うん。やっぱり、こういうのはリーダーシップのある人がいいと思うんだ。このクラスの中では、君が一番適任だよ」

　噓うそではなかったが、もちろんこれは敏臣が出した、花凜を実行委員にしてテレビ出演をしてもらう、という条件を満たすために、彼女に実行委員をやってもらわなければならないから、言ったことだった。

「……そう。うーん、学園祭の実行委員か。いやではないんだけどね。でも、ほら、私、生徒評議員でしょう？　学園祭のことで評議員で話し合わなきゃいけないこともあるし、私は文化部代表の評議員だから、出し物の内容や出店場所とかで、いろいろ対応しなくちゃいけないのよ。だから、Ｄ組の実行委員として、ちゃんと動く時間が取れるのかわからないのよね。他ほかの評議員も、大たい抵ていは実行委員はやらないみたいだし」

「いや、それなら問題ないよ。僕が副実行委員になるから、クラスのことは全部僕が対応するからさ。君には、実行委員になってもらうだけでいいんだ」

　花凜は怪け訝げんそうに聞き返す。

「それって、名目上は私が実行委員で、実際はあなたが動くって意味？」

「うん、簡単に言えば」

「何でそんなことするのよ？　だったら、あなたが実行委員やればいいじゃない」

「それはさ、実は僕、水無月祭で一年の部の一位を目指そうと思っているんだ」

「ああ、れいの投票イベントね」

「そのために、君の人気を使わせてもらいたいんだ。この前の評議員選挙で、君は学園の有名人になったでしょう。その君が実行委員をする出し物となれば、それだけで注目されるはずだよ」

「そういうこと……」

「それに実行委員として表に出る場合、僕よりも、美人の君の方が絵になるしね」

　花凜の顔がさきほどよりも赤く染まる。

「え、び、美人って、ば、バカね、急に何言い出すのよ……」

「頼たのむよ、花凜。僕は本気で、一位を狙ねらっているんだ」

　コホンと、花凜は小さく咳せき払ばらいする。

「……そう。仕方ないわね。そこまで言うなら、やってもいいわよ。あ、べ、別におだてられたからじゃないわよ？　あ、あなたのその意い欲よくを買うからよ」

「本当？　ありがとう」

「ま、まぁゲーテの言葉にも『意欲と愛は偉い大だいな行こう為いに導く両りよう翼よくである』ってあるしね。私は意欲を持つ人間をないがしろにする人間じゃないわ。……あ。こ、この場合の、あ、愛っていうのは、あれよ、だ、男女のじゃないわよ？　その……親愛の方の、愛だからね？」

「あ、ああ、うん、わかってるよ。とにかく、僕、頑がん張ばるから」

「わかったわ。だけど、全部あなたに任せきりにはしないから。時間が取れるときは、ちゃんと私も協力するから。お飾かざりだけの役目じゃ、私もいやだしね。……でも、どうしたの、勇？　突とつ然ぜん、そんなに学園祭にやる気出すなんて？　何か、一位になりたい理由でもあるの？」

「え？　あ、ああ、大した理由じゃないよ。やるからには一位を狙おうって、それだけの理由だよ」

「……そう？　でも、何か……」

　と、花凜は半信半疑の表情で、勇を見つめた。鋭するどい花凜は、何か勇の態度に腑ふに落ちない物を感じたようだ。

「あ、そうだ、筒つつ井い先生がくる前に、黒板の掃そう除じと、ゴミ拾いしなくちゃね。じゃあ、よろしく頼んだよ」

　と、勇はぼろが出ないうちに、花凜から離れていった。







　放課後、ホームルームの時間となった。

　三週間後に迫せまっている水仙学園の学園祭、水無月祭。今日はどの教室もホームルームの時間を使って、水無月祭について会議することになっていた。

　Ｄ組の教きよう壇だんに、進行役としてクラス委員の勇と、隣に花凜が立っていた。教員机では、眼鏡がよく似合う顔をニコニコとほころばして、筒井沙さ希き先生が見守っている。

　背後の黒板には、学園祭実行委員として恋ヶ浜花凜、副実行委員として内藤勇の名前が書かれていた。他に立候補者もいなかったためにすんなりと決まり、評議員の仕事に時間を割さかなくてはならない花凜の代わりに、勇が主導で動くことも、クラスメイトはみな了りよう承しようしてくれていた。

　そして今は、出し物は何にするかの話し合いになっていた。「喫きつ茶さ店てん」「お化け屋や敷しき」「演劇」など定番のものから、「ドミノ倒たおし」「巨きよ大だい建造物製作」「学園全体を使った宝探しゲーム」などユニークなものも提案され、挙手による多数決が取られた結果決まったのが、

「はい、四〇票中、二三票、過半数以上を取って、Ｄ組の出し物は、『コスプレ喫茶店』ね。みんな、異論はないかしら？」

　パチパチと、生徒達が賛成の拍はく手しゆを送る。

　そこで男子生徒が挙手した。勇の友人、加か藤とう真しん一いちだ。真一が花凜に質問する。

「で、肝かん心じんなコスプレ衣装は、具体的に何を？　やっぱりメイド？　それともＯＬ？　あるいはナースとか？」

　クラスメイト達も、「チャイナは？」「ゴスロリもいいよね」「最近は声優喫茶もあるぞ」「それは衣装じゃないだろう」などと言い合った。

　すると、花凜が勇に振ふり向き、言った。

「勇、あなたは何がいいと思うの？」

「え、僕？」

「一位を狙うんでしょう？　何が一番、一位を狙えると思う？」

「そうだね……」

　勇は考える。メイドなど定番のもので手て堅がたさを狙うか。それとも奇き抜ばつなもので目立つことを選ぶか。難しい選せん択たくだった。理想としては、手堅さも奇抜さも両方あったらいいのだが……。

　そこで勇ははっとして思いつき、クラスメイト達に言った。

「あ、だったら、別に一つに絞しぼることないんじゃない？　メイドでもナースでもゴスロリでも、みんなが着たい衣装を自由に選ぶことにすれば？」

「おお、何でもありのコスプレか。いいじゃないか」

「好みがあるから、一つに決めるよりもそっちの方がいいかもね」

「似合う似合わないもあるしな。いい考えじゃないか」

　と勇の提案に、クラスメイト達も乗り気の様子を見せた。

　花凜がコクリとうなずく。

「なるほど、それは面おも白しろいじゃない。じゃあ、それでいいかしら？」

　りょーかーい、と生徒達は返事をした。

「じゃ、決定ね。なら喫茶店に決まったから、厨ちゆう房ぼう班とホール班に分ける必要があるわね。さっそく希望を取りましょうか。まず厨房班やりたい人」

　花凜がそう尋たずねると、パラパラとクラスメイトが挙手をする。手を挙げた人の名前を、勇は手帳に書いていった。

「じゃあ、他はホールってことでいいわね」

　真一が勇に聞く。

「勇はどっちやるんだ？」

「僕？　ん、そうだね。どっちにしようか……」

「勇はホールも厨房も、どっちもやったらいいんじゃない？」

　と、花凜。

「あなたは料理もできるし、接客に関しては得意中の得意でしょ。だから、どちらかとは決めないで、状じよう況きようを見てどちらもやってもらった方がいいんじゃない？　いえ、この際、ホールや厨房だけでなくて、勇は当日店で起きるすべての問題に対応してもらう店長的な立場になってもらったらどうかしら」

「おお、店長か。いいんじゃないか。勇なら適任だな」

　真一もそう言うと、他の生徒達も同意を示すよう、うなずき合う。

　学園祭で活かつ躍やくすることを目指している勇としては、この役目は望むところであり、みんなも任せてくれるというなら、断る理由はなかった。

「うん、わかった。みんなも認めてくれるのなら、喜んでやらせてもらうよ」

「なら、決定ね。責任重大なんだから、頑張りなさいよ」

　そこで女子生徒が言う。

「ねぇ、そういう恋ヶ浜さんはまだ何やるか言ってないけど？」

「そうだったわね。そうね、やっぱり私は厨房でしょう」

　と、花凜は髪かみを払はらいながら、自信たっぷりにそう答えた。

　だが、勇は言った。

「え、花凜が料理？……あー、いや、ちょっとそれは考え直した方がいいんじゃ……」

　花凜が振り向く。

「ん、何でよ？」

「その、何て言うのかな、やっぱり人には向き不向きがあるから……」

「何よそれ。私が料理に向いてないって言いたいわけ？」

「……逆に、自分では向いてると思ってるの？」

「得意ってわけじゃないけど、人並みにはできるわよ。家庭科の授業でもやってるし」

「その家庭科の授業を見たから、心配してるんだけど。何でだか花凜って料理になると不器用で、包丁で何度も自分の指切りそうになってたし、お世辞にも上手ではなかったような気がするんだけど……」

「そ、それは昔の話でしょう？　私だって成長してるわよ」

「料理の練習してたの？」

「練習はしてないけど、知識はばっちりよ。留学中、友達と一いつ緒しよにニューヨークへ行ったときは、いろんな店に立ち寄って、フレンチ、イタリアン、中ちゆう華か、さまざまな国の料理を味わったんだから」

「ただの観光じゃん。料理の腕うでの上達になってないよ。うーん、やっぱり花凜に料理はちょっと」

　花凜がムスっとしながら言った。

「もう、わかったわよ。仕方ないわね、だったら、ホールやってあげても……」

　が、生徒達が口々に言う。

「でも、ホールもどうなんだ？　恋ヶ浜さんに接客ってできるのか？」

「確かに、彼女がにこやかにお客さんに応対する様子は、ちょっと想像つかないね」

「恋ヶ浜さんが掃除しているの見たことあるけど、段取りはかなり悪かったかな。基本的に雑事が下手へたなんじゃないかしら。典型的なダメ嫁よめタイプね……」

「困ったな。料理もダメなら、恋ヶ浜さん、当日はちょっと使い道が見当たらないぞ」

　生徒達がうーんとうなった。

「だ、ダメ嫁タイプって何よ⁉　え、わ、私、そんなに使えないの？　そんなことはないでしょう？　何かあるでしょう、何か？　何かに使ってよ！」

「……」

　誰だれも何も答えなかった。

「何か言ってよ、みんな！　え、何もないの、私？　当日は何もしないで、いるだけ？」

　狼ろう狽ばいした花凜は、少し涙なみだ目めになっていた。

　すると、女子生徒の一人が助け船を出すように言う。

「あ、そうだ！　マスコットは？　恋ヶ浜さんは、マスコット的存在ってことでどう？」

　男子生徒が聞き返す。

「マスコットって？」

「彼女だったら、コスプレはとても似合うでしょ。だから、当日は教室のその辺に……じゃなくて、いい感じのところにいてもらって、お客さんの目を引く、マスコット的な役割として、活躍してもらったらいいんじゃない？」

「そ、そうだな。それがいいんじゃないかな」

「う、うん。可愛かわいいコスプレしてもらって、教室をうろうろしてもらいましょう」

「教室だけでなく、ときには廊ろう下かや野外でもうろうろしてもらってね？」

「恋ヶ浜さんにはそれが適任だな」

　花凜もまるで自分を納なつ得とくさせるように言う。

「あ、あらそう？　そ、そうね。マスコットね。いいじゃない。よ、喜んで引き受けるわ。ま、任せておきなさいよ。見事にマスコットを務め上げてみせるから」

　あはははと、全員乾かわいた笑えみを見せ合った。







　二日後の水曜日、勇は花凜と一緒に、第一会議室の中にいた。

「それでは、各クラスの出し物は、これで決定とします」

　さきほど多数決で学園祭実行委員長となった男子生徒がそう言うと、パチパチパチと、拍手が起きた。

　勇達は、学園祭実行委員の会議に出席していた。他ほかの席には一年から三年までの各クラスの実行委員と副委員の姿もあった。実行委員の仕事は、学園祭に向けてクラスの中心となって動くことの他には、日程や注意事じ項こうなど、各種の確かく認にんや決めごとのために、こうして数回会議する役目もあった。

　今日の会議の目的は、各クラスの出し物の確認であった。たとえば、一年生の中で喫茶店をやるクラスが四つや五つになってしまった場合、どこかに変へん更こうをお願いすることもあったのだが、今回はそれはなく、出し物はスムーズに決定した。

　すると、花凜が一年Ｂ組の男子と女子の実行委員を見ながら、つぶやいた。

「Ｂ組は桜さくら子こじゃないみたいね」

「え？　ああ、そうだね。それが？」

「いえ、こういうとき、いつも桜子が顔出してくるけど、今度は違ちがったみたいだと思って」

　桜子とは、鶴つる殿どの桜子のことであった。名門鶴殿家のお嬢じよう様さまであり、勇と花凜とは小学生からの知り合いだ。確かに花凜の言うとおり、桜子は何かと花凜と張り合おうとするところがあった。

「でも、桜子も花凜のやることのすべてに対たい抗こうするってわけじゃないだろうし、それにこれは個人の戦いじゃないしね」

「まぁ、それはそうね」

　会議はその後、各種の伝達事項の確認を行い、滞とどこおりなく終しゆう了りようした。

　花凜がふうとため息をつきながら言った。

「さて。私は次も会議ね」

「ああ、部活動の会議だったね」

　文化部代表評議員である花凜は、この後の学園祭について話し合う部活動の会議に出席しなければいけなかった。クラスの実行委員に当たる役割は各部長と副部長が行うことになっており、その会議を花凜と、運動部代表評議員が代表者として進めることになっていた。翌日には生徒評議会の会議もあり、学園祭の各出し物をチェックし、承認を行うことになっており、自治活動が盛んな水仙学園ならではの作業であった。

「じゃあ、僕が報告書は作るから、どういう内容にするか、教えて」

「ええ。でも、大だい丈じよう夫ぶ？　あなたも、これからクラスメイトと出し物のプランの話し合いでしょ？　時間あるの？」

「問題ないよ。僕は君の秘書になったわけだから、報告書くらい作るのは当然さ。出し物のプランも、実はだいたいの内容は、もう昨日のうちに考えてきたんだ。あとはクラスメイトからもアイデアもらって、細かい点を決めるだけだから」

「へぇ、そうなの？　本当に、気合い入ってるのね、勇」

「うん。だから、出し物のことは僕に任せて、花凜は評議員の仕事優先してよ。明日の会議だけじゃなく、これからも仕事あるんでしょ？」

「そうね。会議の後も、いろいろ私が調整しなくちゃいけなくなることがあるかしら」

「初めから、そういう約束で君には実行委員を引き受けてもら……」

　そのとき、勇はふと気づいた。

　ドアの近くで、三つ編みの生徒がこちらを……花凜の方を、じっと見ていた。確か、一年Ｈ組の実行委員になった女子生徒だった。だが、女子生徒は勇の視線に気づくと、他の生徒に交じって、退室していった。

「ん、どうしたの、勇？」

「あ、いや、誰かが君を見ていたようだったけど、行っちゃったから、気のせいかな」

「そう？　ま、とにかく、また後でね」







　週が明け、火曜日の放課後となった。

　Ｄ組は先週から、装そう飾しよくやコスプレ衣装の作製など準備に入り、勇も他の生徒と一緒に花飾かざりを作っていた。勇はクラスの中心として動き、先週一週間をかけて生徒達からアイデアや意見を聞いて回り、料理のメニューやインテリアのデザインを決め、すでに予算の配分もしていた。

「むう、結構難しいのね、花飾り作るのって」

　勇の隣となりでは、花凜も作業を行っていた。やはり評議員の仕事が忙いそがしく、先週や昨日は手伝えなかったが、今日は時間があり参加できていた。雑務を基本的に苦手としている花凜は、花飾り作りにも苦戦している様子だった。

　そのときだった。横から、甲かん高だかい声が響ひびき渡わたる。

「あら、勇。こんなところにいたのですね」

　教室に、二人の少女が入ってくる。

　Ｂ組の鶴殿桜子と、新あら垣がきエリーズの二人組であった。

　桜子はウェーブのかかった長い髪を揺ゆらしながら前に立つと、強気な表情で勇をにらみながら言った。

「勇。あと二週間ほどで、水無月祭ですわね」

「え？　あ、う、うん。そうだね」

「どの教室も、水無月祭に向けて、忙しく準備を始めていますわ」

「そ、そうだろうね」

「私達Ｂ組も、いろいろ準備に追われてましてね。Ｂ組はお化け屋や敷しきをやることになっているのです」

「ああ、そうだったね。知ってるよ」

「しかし、お化け屋敷とはなかなか手間のかかるものですわね。仕し掛かけを作るために、ノコギリで木の板を切ったり、釘くぎ打ちをしたりなど、男手が必要な作業が結構あるのです」

「そ、そっか。それは大変そうだね……」

　桜子はコホンと息を切ると、命令口調で勇に言い放つ。

「ですので、暇ひまでしたら、私達の作業、手伝わせてあげてもよろしいですわよ！」

　ひゅうっと、風が教室を通り抜ぬけていった。

「……桜子。あなたね、まだ六月の半ばなのよ。暑さで頭をやられるのは、ちょっと早すぎるんじゃないの」

　と、あきれた表情で花凜。

　桜子はビクッとしてから、花凜に振ふり向く。

「な、何ですか？　ど、どういう意味ですか？」

「勇が暇なわけないじゃない。どのクラスも準備で忙しいって、自分で言ったでしょ」

「そ、そんなこと、聞いてみなければわからないではありませんか⁉」

「聞かなくてもわかるでしょう、現に今、勇は作業してるじゃない。暇に見えるの？」

「ひ、暇つぶしの可能性も、あ、あるじゃないですか……」

「……あなたね。じゃあ、本人に聞いてみなさいよ。勇、それは暇つぶしなの？」

「え？　あ、いや、まさか。もちろん必要のある作業をしているけど……」

「ほら見なさい」

　それでも桜子は食い下がる。

「で、ですが、まだ可能性はありますわ！　勇がその作業よりも、Ｂ組の作業を手伝いたがっている可能性が！」

「……そうなの、勇？」

「いや、さすがにＤ組をそっちのけで、Ｂ組をやるってわけには……」

「そ、そんなに早く決断する必要はありませんわよ、勇？　お化け屋敷を作る作業ですわよ？　面おも白しろそうでしょ？　え、遠えん慮りよする必要はありませんから、もっと素す直なおに……」

「もういい加減あきらめなさいよ！　いくらなんでも強ごう引いんすぎるでしょう！」

　桜子の後ろに立っていたエリーズがため息をつくと、無表情の中に微び妙みように疲つかれを宿しながら、桜子の袖そでを引っ張った。

「……さっちゃん。もうやめるべき。さすがにこれは無理ある……」

「で、ですが、エリーズ、学園祭の準備なのですよ？　ドラマが生まれるのが相場の、あの学園祭の準備イベントなのですよ？　それを逃のがすわけにはいかないでしょう⁉」

「またわがままばかり……」

　ハーフ少女は再びため息をつく。

　クルリと、桜子は花凜に振り向くと、ビシッと指さしながら言った。

「実を言えば、これくらいの抵てい抗こうがあるのは、想定の範はん囲い内でしたわ。仕方ありませんわね。いいでしょう、勝負と行きましょうか、花凜！」

「いきなり何の話よ⁉」

「勇が本当はどちらの奴ど隷れいなのか、白黒はっきりさせようという話ですわ！　勝負して、今日こそ決着をつけようじゃありませんか！」

「……まだそんなこと言ってるの。それはもうこの前の選挙で決着ついたでしょう？　あなたが私に、完全に敗北してね。ふふ」

　花凜がニヤリと笑うと、桜子は口をぐぐっと引き結ぶ。

「いい気になってもらっては困りますわね。三本勝負のうち、一本を取ったくらいで！」

「三本勝負⁉　何よそれ⁉　いつからそんなことになってたのよ⁉」

「説明不足は謝罪しますわ。だけど、そういうことだったのですわ！　今いま更さら何を言っても、変更なんてききませんわ！」

「……都合のいい頭してるわね。でも、いいわ。勝負くらいしてあげようじゃないの。私があなたに負けるなんて、あり得ないからね。何の勝負をしようってわけ？」

　本当に桜子に負けるとは微み塵じんも思っていない様子で、花凜は余よ裕ゆうの表情でポニーテールを手で払はらう。

　今度は桜子が笑えみを漏もらす。

「その余裕も、いつまでもつでしょうかね。第二戦は……胸の大きさ勝負ですわ！」

　それは予想していなかったのか、花凜は驚おどろいて叫さけぶ。

「はあ？　な、何よその勝負！　そ、そんなの卑ひ怯きようでしょう！」

「卑怯？　あら、なぜですか？」

「な、なぜって……」

　花凜は自分の胸と桜子の胸を交こう互ごに見る。桜子の胸は、制服越ごしにもはっきりとわかる、見事なボリュームを誇ほこっている。対して花凜の胸は小さいわけではないが、女性としてごく平均的なサイズであり、桜子と比べると、勝負は計るまでもないことだった。

　すると、桜子はわざとらしく言った。

「ああ、そうですか。これは失礼しましたわ。確かにフェアじゃありませんわね。これではあまりにも、圧あつ倒とう的に、段だん違ちがいに、月とスッポンなみに、私の方が有利でしたわね。ごめん遊ばせ。おほほほほ！」

　桜子が高笑いをする。

　ヒクヒクと、花凜の口の端はしが曲がった。

「……三十七よ」

「……え？　三十七？　な、何のことですか？」

「今私の頭の中に浮うかんでいる、あなたを肉体的にも、精神的にも、社会的にも抹まつ殺さつしてやる、方法の数よ……！」

「えええ⁉　こ、怖こわがらせてもムダですわ！　そ、そんな脅おどしに、私は屈くつしませんよ⁉」

「脅しかどうか、身を以もつて確かめさせてあげようじゃないの。さぁ、胸の比べあいよりも、もっと面白い勝負をしましょうか。ルールはナシよ。とにかく何らかの形で相手に負けを認めさせる、そういう勝負をしましょう」

「一体何をするつもりなのですか⁉」

　などと、花凜と桜子は不毛な言い争いを繰くり広げた。

「内藤くん」

　と、そのとき、勇のもとへ二人の女子生徒がやってきた。お下さげ髪がみの女生徒が芦あし川かわで、ショートカットが日下くさかだ。二人はともにホール班に決まった生徒であった。ホール班は今、衣装についての話し合いをしているところだった。

　口論する花凜と桜子を見ながら、日下が言った。

「あの、何だか取り込み中悪いんだけど……」

「あ、いや、大丈夫。いつものことだから。どうかした？」

「うん。予算なんだけどさ、もう少しもらうことできないかな？」

「え、予算を？　足りないの？」

「みんなの希望通りにやると、どうしても足りなくなっちゃって……」

　と、申し訳なさそうに芦川。

「そうか。でも、予算は結構ぎりぎりで決めてるんだよね。どうしようかな……」

　そこへ、花凜と言い争う桜子を放置することに決めたエリーズが、勇に近づいてきた。

「勇。何か問題？」

「あ、うん。衣装の予算が、ちょっとね」

　日下がエリーズに聞いた。

「Ｂ組もお化け屋敷だから、衣装とかも用意するんだよね？　やっぱり費用かかる？」

「かかる。だから、いくつか私が作る。それで費用削さく減げん」

「……作る？　エリーズが、衣装を？」

「裁さい縫ほうは得意」

　エリーズはコクリと、ボブカットを揺らしながらうなずく。

　エリーズは、鶴殿家に仕えるフランス人執しつ事じの娘むすめであり、彼女も鶴殿家の屋敷で、ときおり家事を手伝っていた。特に料理や裁縫は、彼女自身も好きなようでよくやっており、その腕うで前まえはかなりのものであった。

　それを思い出した勇は、名案を思いついた。

「エリーズ。提案があるんだけど」

「提案？」

「さっき桜子が、僕にＢ組の作業手伝えって言ってたよね。それを受ける代わりに、エリーズがＤ組の衣装を作るの手伝ってはもらえないかな？」

　エリーズの顔に興味深そうな色が浮かぶ。

「私と勇を交こう換かん？」

「そう、交換。これなら、条件として悪くないんじゃないかな？」

　エリーズが、未いまだに花凜と言い争いを続けている桜子に呼びかける。

「え？　どうしました、エリーズ？」

「言い争いの必要なくなった。勇、Ｂ組手伝う。私がＤ組手伝う交換条件で」

「「何ですって⁉」」

　花凜と桜子は同時に叫び声を上げた。

　花凜が勇に詰つめ寄ってくる。

「ちょっと何よ、どういうわけよ？　何でそんな話に？」

「衣装だよ。エリーズ、裁縫得意なんだ。エリーズに作ってもらえば、予算がいくらか削減できると思うんだ。だから、その代わりに僕がＢ組の作業をしようかと」

　桜子は嬉き々きとして声を上げる。

「名案ですわ！　よくやりましたわ、エリーズ！　私は賛成ですわ！」

「私は反対よ！　桜子は敵なのよ、勇？　手を貸す必要はないわ」

「いや、ギブアンドテイクだよ。衣装を作ってもらうんだから。花凜のためでもあるし」

「わ、私のため？」

「衣装はマスコットに決まった君のもあるでしょ？　それに僕は万ばん全ぜんで臨のぞみたいんだ。できることがあるなら、一番いいものを作りたい。そのためなら、何でもやりたいんだよ」

「……むう」

　花凜はいまいち納なつ得とくできない表情でしばらく勇を見ていたが、やがて吐と息いきをするとともに、桜子へ視線を変える。

「……仕方ないわね。その代わり、桜子。条件はちゃんと詰めるわよ。交換した際の勇とエリーズの労働が、平等になるようにね」

「それはもちろんですわ。こちらこそ、貴重なエリーズの代わりとなるのですから、勇にはちゃんとやってもらいますからね！」







　翌日、水曜日の放課後。

　勇はさっそく交換条件により、Ｂ組の教室の中、お化け屋や敷しきで使う棺かん桶おけを作製するために、ベニヤ板をノコギリで切っていた。

　周囲では、Ｂ組の生徒も道具作りに勤いそしんでいる。教室をおおう暗幕を作っている生徒達、当日壁かべに貼はるのか、目をむきだして正面をにらんでいる悲ひ愴そうな表情の女性の絵を描えがく女子生徒、勇と同様板を切って土台を作る男子生徒もおり、板に生首用と書かれてあるから、当日はあの上に首を並べるのだろう。

　そして、勇の隣となりには、毛先をクルクルと指で巻いている、どこかそわそわした様子の桜子が立っていた。

　勇はノコギリを動かす手を止めて、桜子に振ふり向いた。

「あの、桜子」

「え？　な、何ですか？」

「さっきから何してるの？　桜子は何か作業ないの？」

「も、もちろんありますわよ。わ、私は絵を描く作業班なのですが、今はああして別の生徒が道具を使っているので、後でやることになっているのですわ」

「そうなんだ。ええと、じゃあ、何でここに立ってるの？」

「それは……あ、あなたの監かん視しに決まってるでしょう！　昨日も言いましたが、エリーズはＢ組の大事な戦力ですからね。その代わりになるあなたが、適当な作業をするようではいけませんわ。だからこうして見張っているのです！」

「あ、ああ、そうだったんだ。そういうことなら仕方ないか。でも、ちょっと休きゆう憩けいしていいかな？　ノコギリ動かし続けるの、結構しんどくて」

「もちろん、休憩を取ってはいけないとは言いませんわよ」

　桜子から許可も下りたところで、勇はこわばった筋肉をほぐすように、肩かたを回す。それから散らばっていた木くずを掃そう除じし、机に無造作に並べてあったお化けの資料らしい本を整理して、他ほかの生徒の作業の邪じや魔まになりそうな机や椅い子すを移動させ、セロテープと画が鋲びようを必要としていた生徒にそれらを届けてあげた。

　と、そこで背後から桜子の叫び声が聞こえる。

「って、勇、あなた、休憩するんじゃなかったんですか？」

「……え？　あ、うん、棺桶作りはね。だから、その間に、他にできることをと……」

「……そうですか。まぁ、勇らしいですけど」

　教室をざっと見回し、やれそうなことはなくなったのを確かく認にんしてから、勇は棺桶作りへと戻もどった。

　勇が再びノコギリを動かす様子を眺ながめながら、桜子が言った。

「棺桶作りは、うまくいきそうですか？」

　実はこの棺桶の作製は、Ｂ組の生徒からベニヤ板を渡わたされ、これで作ってねと、ほとんど勇に丸投げされていた。だが、そこは執事として雑務をこなすのに長たけた勇、あるもので創意工く夫ふうして何とかするのは、得意であった。

「うん、どうにか。まずベニヤ板を寸法通りに切って、ガムテープで組み立てようと思うんだ。強度は弱いし、持ち運ぼうとすれば壊こわれるけど、当日は寝ねかせておくだけだから問題ないと思う。扉とびらは片っぽだけをガムテープで留めとけば開閉もできるし、後はきちんと塗と装そうすれば、それなりに見み栄ばえはするものができるよ」

「そうですか。さすがですわね、勇」

「そう？　ありがとう」

「ま、まぁエリーズの代わりですから、これくらいはして当然ですけどね！」

「確かにエリーズの作る衣装に、見み劣おとりしないくらいの働きしないとね」

「衣装はエリーズに任せれば万事問題ありませんわ。彼女の裁縫はプロなみですから。エリーズに頼たのむという選せん択たくは、賢けん明めいであったと言って差し上げますわ」

「そう。ふふ」

「な、何ですか、突とつ然ぜん笑って？」

「いや、自分のことのように自じ慢まんするから。本当、仲いいよね、君達って」

「当然ですわ。エリーズとは小さい頃ころから一いつ緒しよなのです。姉妹みたいなものですからね」

　桜子は柔やわらかく笑う。普ふ段だん気の強そうな表情ばかりしているギャップのせいもあるのか、とても魅み力りよく的な笑え顔がおであった。

「ところで、勇。話は変わるのですが」

「ん、何？」

　桜子はやや顔を伏ふせ気味に、再び毛先をクルクルと指でもてあそび、何か言いにくそうな仕草で続ける。

「み、水無月祭の当日のことなのですけど、勇は自由時間はどのくらいの時間帯に取る予定なのですか？」

「自由時間？　うーんと、まだそこまで決まってないね」

「そうなのですか。いつ頃ごろ、決まりそうなのですか？」

「いつ頃？　そうだね、みんなの希望を聞いてから、最後に自分の時間決めるつもりだから、本番前日くらいになるかな」

　桜子は思案顔になる。

「そうですか。それだと私の方が先に決まりそうですわね。でしたら、決まり次し第だい、私の自由時間を教えて差し上げますわ。それでよろしいですわね？」

「……そう？……あのさ、よくわからないんだけど」

「何がですか？」

「僕は君の自由時間を教えてもらって、一体どうすればいいの？」

「え、あ、その、だから、ええと、それはあれですわよ、何て言いますか……あ、そうですわ、さ、参考ですわよ！」

「参考？」

「自由時間の取り方の一例です！　私のものを参考資料として、提供してあげるということですわ！　ま、真似まねしてくれて構いませんわよ？　むしろ自由時間の取り方に失敗しないように、真似したらよろしいですわ！」

「あ、そ、そう……」

「それで、そ、そうなると必然的に同じ時間に自由になるわけですから、い、一緒に回ってあげてもいいですけど……」

「……そっか。うん、そうだね。じゃあ時間が重なったら、一緒に回ってもらおうかな」

「！　本当ですか？」

　桜子は一いつ瞬しゆん顔を輝かがやかせたが、再びはっとして、言い直す。

「し、仕方ありませんわね！　どうしてもというのなら、特別ですからね！」

「うん。よろしく頼むよ」

　桜子は勇に背を向けると、何やら体を震ふるわせていた。







　手伝いの時間が終わったので、勇と桜子は一緒にＤ組の教室へとやってくる。

　教室の前では、すでに花凜とエリーズが待っていた。

「さっちゃん」

「エリーズ。ご苦労様でしたわね」

　勇はエリーズに聞く。

「エリーズ。衣装、どんな感じかな？」

　エリーズはコクリとうなずく。

「大だい丈じよう夫ぶそう。みんなの希望聞いて、生き地じや材料の見積もりたてた。予算内に収まるはず。明日から作り始める。勇は？」

「うん、僕も何とかなりそうだよ。……うん、この方法、やっぱりいいね。他のクラスでも同じことしてみようかな」

　花凜が聞き返してきた。

「同じことって、労働の交換を？」

「うん。他のクラスでも、僕達で手伝えそうなこととかありそうじゃない？　逆に、あっちに手伝ってもらえそうなこともあるかも。そうして協力し合えば、よりいいものができると思うんだ」

「そう。なるほど、勇らしい考えね」

　そのときだった。

「これは傑けつ作さくです。クラス同士で協力し合えばよりよいものができるなんて、なかなか愉ゆ快かいな発想の持ち主がいるようです」

　と、明るい声こわ音ねを響ひびかせながら、女子生徒の三人組が近づいてきた。

　勇は先頭の女子に見覚えがあった。実行委員の会議のとき、花凜を見ていた三つ編みの女子生徒だった。

　女子生徒が微笑ほほえんで言う。

「Ｈ組の学園祭実行委員、百合ゆり山やま紫し苑おんです。先週の実行委員の会議のときに会ったです」

「ああ、そうだ。百合山さんだったね」

　紫苑はスカートの前で手を重ねるしとやかな姿勢で、勇の前へ来て佇たたずむ。

　花凜は眉まゆ根ねを寄せて、紫苑を見た。

「……百合山さん。傑作って、どういう意味かしら？」

　紫苑が変わらぬ微び笑しようを浮うかべたまま答える。

「これは失礼したです。偶ぐう然ぜん、あなた達の会話が耳に入りました。傑作というのは、そのままの意味です。内藤くんの考え方が、まるで青春ドラマの一幕のようだったので、思わず口に出てしまったです」

「……」

　花凜と紫苑が、静かに視線をぶつかり合わせた。

　紫苑は、勇へと視線を移す。

「内藤くん。話から察するに、あなたはこれから、各クラスへ協力を申し出に回るつもりですか？」

「あ、うん。その通りだよ。あ、ちょうどよかった。Ｈ組には、何か手伝ってもらえることはあるかな？　代わりに僕たちも何か手伝うよ」

　紫苑がクスリと笑みを深める。

「内藤くんは、本当に純じゆん朴ぼくな青年ですね」

「え？」

「申し訳ないですが、その提案については、謹つつしんでお断りします」

「そっか。特に手伝うことはなかったかな？」

「というより、考えられないです。私達はライバル関係ですから。相手にこちらの手の内をさらすような発想は、私は持ち合わせてないです」

「手の内をさらすって……」

「お邪魔して失礼しました。それでは」

　紫苑は長い三つ編みを揺ゆらしながら、勇達から離はなれていく。他の二人の女子生徒も無言で後に続いていった。

　勇は百合山の後ろ姿を見送りながら、ポツリと言う。

「……あの、もしかして僕は今、嫌いや味みを言われたのかな？」

　花凜が言う。

「もしかしなくても、そうでしょ」

「そうか……」

「彼女の言葉を要約するとしたら、各クラスで協力しようなんて、そんなできの悪い青春ドラマみたいな真似よくできるものね、私はそんなおめでたい人間じゃない、桜子の側にいるからそうなるのだから、今後はもう桜子の三メートル以内には近づかないことね、ってところかしら」

「私のくだりは何ですか⁉　百合山さんそんなこと一言も述べてないでしょう⁉」

「とにかく、丁てい寧ねいな物もの腰ごしや口調だけど、かなり毒のある人のようね」

「……百合山さんって、どういう人なんだろう？」

　エリーズがポツリと言う。

「百合山紫苑。大手食品会社、リリーフーズの創業者一族の長女」

「知ってるの、エリーズ？」

　聞き返す勇に、桜子が答えた。

「クラスメイトから、少し聞いたことがありますわ。中学校では、彼女が参加する学園祭の出し物は、いつも大きな利益を上げると、有名だったそうですわ」

「大きな利益？」

「ええ。何でも、他ほかのクラスと比べて、彼女の手がける出し物は二倍近い利益を出していたそうです。リリーフーズの跡あと取とりにふさわしい、優すぐれたビジネスセンスをお持ちのようですわね。……花凜。あなたは彼女のこと何もご存じないのですか？」

「ん、私が？」

「リリーフーズは、あなたのお父様が所属する政党の支持団体の一つではありませんでしたか？　同じ学園の同級生なら、知り合っていてもいい気がしますが」

「……言われてみれば、確かにお父さん、リリーフーズの人を家に連れてきたことあったわね。でも、彼女の紹しよう介かいは特になかったけど。だとすると、ますますよくわからないわね。何で私と勇に、あんな態度取るのかしら。ともかく、彼女は強敵になりそうね。『彼を知り己おのれを知れば百戦殆あやうからず』って孫子の言葉もあるし、ちょっとお父さんに彼女のこと聞いてみようかしら」







　さらに週が明け、月曜日の放課後となった。

　勇とＤ組のクラスメイト達は、料理の試作をするために、家庭科室にいた。飲食店を出店するクラスは順番に家庭科室を使えることになっており、今日がＤ組の番だった。

　クラスメイト達は、いくつかのグループに分かれてテーブルに集まり、クレープの生地を作ったり、クッキーの型かた抜ぬきをしたりしていた。それぞれグループの中には料理の得意な生徒が一人おり、他の生徒に教える役目をしている。厨ちゆう房ぼう班ではない、試食目的にやってきている生徒も交じっていたが、文句を言う人もおらず、みんな和気あいあいと、調理を楽しんでいた。水無月祭当日まであと五日に迫せまったことで、放課後残って作業する生徒の数も増えていた。

　店長という立場の勇は、各グループを回り、ついでなので調理器具を片付けたり、皿を洗ったりしながら、様子を確かく認にんしていた。みんな笑いながらもしっかりと作業に取り組んでおり、料理のできばえも上々で、この分では特に問題はなさそうであった。

「へぇ、加藤くん、うまいじゃない」

「ああ、人は見かけによらないな」

「誰だれにでも一つくらいは取り柄えがあるもんだ」

　真一を中心にしたグループで声が上がった。真一はホール班ではなく、無事に厨房班へと決定していた。

　勇は真一へと近づいていく。真一はホットプレート上で、菜さい箸ばしをこなれた手つきで操あやつり、きれいな生地を作っており、なかなかの腕うで前まえであった。

「真一、こういうの得意だったんだ」

「ああ、他にもお好み焼きとかもんじゃとか、焼くやつはうまいぜ」

「やっぱり真一がホール班なんてあり得ないことだったね」

「何か若じやつ干かん引っかかる言い方だな？」

「この腕前があるんだから、ホール班じゃもったいないってことだよ」

「そうか。ま、褒ほめ言葉として受け取っておこう。……それよりも、勇。余計なお世話かもしれないが、やっぱり、彼女のこと、なんとかしてやったらどうだ？」

　と、真一は教室の端はしに視線を移した。

　そこには、一人だけ離れたテーブルを使って、花凜がクレープの生地作りをしていた。

　厨房班から外れた花凜だったが、明らかに最近買ったと思われる真新しい自前のホットプレートと生地の材料を持参し、調理作業に加わっていた。だが、花凜は最初に各グループの作業を見ると、あとは一人きりで、黙もく々もくと作業に没ぼつ頭とうしていた。

「たぶんお前に料理がダメって言われて、悔くやしかったんだろうな。自分が料理できるってとこ、証明しようとしてんじゃないのか、あれは」

「……うん。そうなんだと思う」

「まぁ、うまくいってるとは言いがたいんだが」

　花凜の使うホットプレートの傍かたわらにある皿の上では、焦こげたり、ぐちゃぐちゃになったりした生地が並んでいる。やはり料理の腕うではあまり上達はしていないようだった。

「さっき生地の焼き方教えようとしたんだけど、『私には私のやり方があるのよ！』って、言われたんだよな」

「うん。僕が近づいたら、『勇には関係ないから、あっち行って。しばらく近づいてこないで！』って言われたよ……」

「お前がみんなの前で料理できないなんて言ったからだぞ。……事実ではあるけどよ。責任持って、何とかしてやれよ」

「何とかか……」

「それができるのはお前しかいない。頑がん張ばれ」

　確かに真一の言う通り、責任は勇にあったし、何とかしなければならないのは自分であった。勇は花凜へと近づく。

「あの、花凜」

　話しかけた途と端たん、花凜はビクッとして言った。

「な、何よ勇？　しばらく近寄らないでって言ったでしょう？」

「あ、いや、そうなんだけど」

　すると、花凜ははっとして皿の上の生き地じを見て言った。

「あ、ちょ、ちょっと勘かん違ちがいしないでよ？」

「え、勘違いって……？」

「あなた、この皿に並んでいる生地が、失敗作だと思ってるでしょう？　違ちがうから！　これは、ピカソの絵みたいなものだからね！」

「ぴ、ピカソの絵……？」

「げ、芸術ってことよ。生地の可能性を広げるために、あえてこういう焼き方してるんだからね？　実際、見た目はともかく、味はいいんだから」

　と、花凜は焦げた生地を平らげた。

「そ、そっか……」

「だ、だから私は今、忙いそがしいのよ。そういえば、あなたこれから、学生会館行くんじゃなかった？」

「あ、もうその時間か」

「じゃあ、早く行きなさいよ。どのみち、私も評議員の仕事あるし」

　花凜の予定は、勇も知っていた。これから花凜は、相談を受けるために文化部の部活動をいくつか訪問するのだ。スケジュール管理は花凜が苦手としていることであり、勇も一応彼女の秘書になっているので、連れん絡らくを取ったり予定を作ったりする役目は、勇がやっていた。

「だから、私ももうすぐ終わるわよ。私には構わないで、もう行って」

「……」

　これはどうやら、本人が満足するまでやらせてあげるしかなさそうだった。勇はクラスメイトの女子に後のことを頼たのんでから、家庭科室を出ていった。







　家庭科室を出てから、十分後。

　学生会館の中で勇は、長い黒くろ髪かみに眼帯をつけた少女と、端たん整せいな面おも立だちの青年と一いつ緒しよに、台本を見ながら、台詞せりふの読み合わせをしていた。

　少女は矢や車ぐるま琥こ珀はく、青年は姉あね崎さき俊しゆん介すけだ。ともに一年Ｃ組の生徒で、勇とはお笑い同好会の仲間でもある生徒だった。

　学生会館の中では、Ｃ組の出し物である演劇の稽けい古こを行っていた。今は個人練習の時間であり、ステージ上やその周囲で、生徒が数人で集まって練習をしていた。

　学生会館は、選挙運動が盛んな水仙学園が持つ、投票や演説をするところであり、水無月祭では体育館とともに、演劇を上演する場所として使われることになっていた。準備期間の今は、演劇の出し物をするクラスや部のために順番に開放されており、今日はＣ組の番であった。

　勇が練習に参加しているのは、先週提案して回った各クラスとの協力、手伝いをし合う申し出を、Ｃ組が受けてくれたからだった。勇だけではなく、Ｄ組のクラスメイトも何人か、同じように劇の練習に参加していた。

　読んでいたシーンが一区切りついたところで、俊介が言った。

「この辺りで、ちょっと休きゆう憩けいしようか。勇くん、琥珀くん」

「あ、うん。わかった」

　三人は台本を置き、床ゆかに座った。

　琥珀が周囲を見回しながら言う。

「Ｄ組のみなさん、楽しんで練習に参加してくれている様子ですね。勇くんらしい発想ですよね。クラスで協力できることは協力し合おうなんて」

　俊介もうなずきながら続く。

「おかげでずいぶん助かってるよ。いつもみんなそろって練習できるわけじゃないから、いない相手役をやってもらえると、練習がとてもはかどるよ」

「そう？　僕も含ふくめてＤ組は他ではまったく演技の練習なんてしてないから、相手として少し不十分かとも思ったんだけど」

「そんなことはないさ。たとえば、いない人の役を飛ばして練習する方法もあるけど、やはり相手がいてくれた方がいいんだ。台詞のタイミング、感情の込め方、話す際の仕草など、立っているだけでも実際に相手に向かってした方が、練習の効果は高いものなのさ」

「そういうものなんだ。さすがは有名女優を親に持つだけあるね、俊介くん」

　勇達が練習を手伝う代わりにＣ組にしてもらうのは、衣装の製作であった。演劇で使う衣装を作るＣ組の生徒に、Ｄ組のコスプレ衣装の製作もいくつか手伝ってもらうのだ。

「他のクラスとも同様に、いろいろ手伝い合っているのですよね、勇くん？」

「あ、うん。Ｂ組とは、お化け屋や敷しきの仕し掛かけの手伝いをする代わりに、衣装を作ってもらってるし、写真撮さつ影えいやモグラ叩たたきの出し物をするＦ組とは、Ｄ組からは仕掛けを作る男手を提供して、代わりにＦ組からはインテリア作製が得意な女子に手伝ってもらってる。他のクラスとも、いろいろね」

　琥珀が微笑ほほえみながら言う。

「結局それって、勇くんの執しつ事じとしての体質からくるものなのでしょうね」

「執事の？」

「自おのずと何か手伝えることを探してしまう体質なんだと思います。そこから生まれた発想なのではないかと」

「なるほど、そうかもしれないね。だけど、Ｈ組からは、きっぱり断られたんだよね。ライバルに、手の内はさらさないって」

「Ｈ組ですか。確かにあそこはガードをかなり堅かたくしていますよね」

　勇は琥珀に聞き返す。

「ガードを堅くしている？」

「Ｈ組は飲食店をすること以外は、すべて極ごく秘ひで準備を進めてます。実行委員の百合山さんは、クラスメイト達にも漏もらさないようにと口止めしてるみたいですし、放課後になれば、教室に他ほかのクラスの生徒が近づいてこないように、見張りまで立ててます」

「そこまで徹てつ底ていしているんだ」

　花凜も敏臣に紫苑のことを聞いたのだが、学園祭で活かつ躍やくしている優ゆう秀しゆうな少女と、桜子も知ってた噂うわさ程度のことしか教えてくれなかったようだ。紫苑は未いまだに謎なぞの部分が多かった。

「でも、琥珀さんは、何でそれを知ってるの？」

「え？　あ、それはその、Ｈ組のみなさんの様子が少し変だったので、何となく調べてしまったんですが……」

　琥珀は忍にん者じやの末まつ裔えい、いわゆるクノイチであり、身体能力、諜ちよう報ほう能力ともに高い。その身に流れる忍者の血が、周囲で何か異変が起きているのを感知すると、勝手に体を調査に向かわせるよう、動かしてしまうのかもしれない。

「ところで、私達お笑い同好会は、何か出し物はしないのですか？」

「そうだね。胡桃くんは何か言ってるかい、勇くん？」

「そのことなんだけどさ。今回は見合わせることにするって、胡桃は言ってたよ。少しごたごたしてて、何も用意できてないようでさ。その代わり、来年は胡桃も高等部に上がるから、人数も増やしてライブをやる計画を立ててるんだって」

「そうか。少し残念だけど、会長である胡桃くんがそう決めたなら、僕も従おう」

　俊介と琥珀には、花凜に内ない緒しよにしているのと同様、勇が自分の力を証明するために一位を取ろうとしていることは話していなかった。他のクラスである二人にそれを言うと、まるで遠回しに勝ちを譲ゆずってくれと頼んでいるようになってしまい、本意ではなかった。学園祭で同好会が活動しないのも、勇が喫きつ茶さ店てんに専念できるようにという胡桃の配はい慮りよであったのだが、二人には黙だまっておくことにした。

「さて、それじゃそろそろ、演劇の練習を再開しようか。次は、琥珀くんのアクションシーンに付き合ってもらえるかな、勇くん」

「アクションシーン？　へぇ、琥珀さん、アクションするんだ？」

「あ、はい。ぜひやってほしいと頼まれまして」

「せっかくクノイチの彼女がいるんだからと、台本を書いた桐きり野のくんが盛り込んだんだ。彼女の忍にん術じゆつを生かした、華か麗れいなアクションになってるよ」

「そう。でも、僕につとまるかな？」

「むしろ、その逆だよ。君は剣けん道どうで鍛きたえられていて、運動能力が高いからね。君くらいじゃないと、彼女の激しいアクションにはついていけないんだ」

「そ、そう。でも、そう言われると、ますます不安になるね。忍術を生かしたっていうことは、手しゆ裏り剣けんとか使ったりするの？」

「はい、他にもクナイやいろいろな忍者道具を使う予定です。だけど、安心してください。もちろん投げる手裏剣とクナイは、全部レプリカですから」

　そう言って、琥珀は手慣れた仕草で、左手に手裏剣、右手にクナイを取り出した。

「ほらっ」

　シュッと、琥珀は二種の武器を床に投とう擲てきする。

　すると、手裏剣とクナイの刃はが、サックリと床を貫つらぬいた。

「……」

　三人は床に突つき立つ鋭するどい凶きよう器きを見た。

「……すみません。間ま違ちがえて本物を持ってきてしまったようです……」

「はははっ。琥珀くんは相変わらずだなぁ。さて。じゃあ練習を始めようか、勇くん」

「ちょっと待ってよ！　何がじゃあなの⁉　何事もなかったかのように始めないでよ！」

「まぁまぁ、勇くん、そんなに心配することはないよ。誰だれにでもイージーミスっていうのはあるものさ。きっと二度あることは三度あるよ」

「言葉の選せん択たく間違ってるけど⁉　安心させる言葉じゃないよね、それ⁉」

「だ、大だい丈じよう夫ぶですよ、勇くん。私もちゃんと気をつけますから。次からは失敗しないように、細心の注意を払はらいます」

「ほ、本当に？」

「はい。レプリカじゃない本物を使っている可能性を考えて、投げるときは致ち命めい傷しようにならない箇か所しよを狙ねらうことにします！」

「注意の仕方を変えてもらえないかな⁉　本物とレプリカを見分けることにもっと気を配ってよ！」

　演劇の練習が行われる学生会館に、演技ではない勇の叫さけび声がこだました。







「……というわけで、写真部は、ちょうど空いてる隣となりの部室を使わせてほしいんだけど、お願いできないかな、恋ヶ浜さん」

　写真部の部室の中で、花凜は部長と副部長の男子生徒と、話し合いをしていた。

　写真部は、学園祭の出し物として、水仙学園の過去や現在の写真と、それから未来にはこうなっているだろうという予想の風景を作り、それを写真に撮とって、展示するという、なかなか面おも白しろそうな企き画かくを立てていた。だが、そのためには、部室のスペースだけでは足りず、空き部屋も使いたいと、要望してきたのだ。花凜は文化部評議員として、こうした調整もしなければならなかった。

「写真部だけに空き部屋を使わせるのは、他の部にとって不公平になるけど……」

　花凜は少し考え、言った。

「わかりました。何とかしてみましょう」

「お、本当に？」

「ただし、他の部に確かく認にん取りますよ。みんなが構わないって言ったら、いいという条件で」

「うん、わかった、それでいいよ」

「確認に、明日の昼休みまで時間ください。展示の準備はそれからになるわけですけど、時間的には大丈夫ですか？」

「ああ。突とつ然ぜん無理を言ったわけだから、そこはこっちでなんとかするよ。ありがとう」

「じゃあ、それで進めますね。ちょっと用事があるので、これで失礼します」

　と、花凜は写真部の部室を出る。

　花凜はふうと息をつく。写真部の前にも、三つほどの部から相談を受けるため、部室を訪問しており、ようやく今日の仕事はこれで終わった。携けい帯たい電話を取りだし、時間を見ると、すでに六時半になろうとしており、予定よりもだいぶ時間を使ってしまった。

「……でも、まだ時間はあるわね。よし」

　花凜は急いで第二部室棟とうを出た。







　何とか無事に練習を終え、学生会館から出てきた勇は、中庭を歩いていた。

　時刻は七時半を回り、日はすっかり落ちていた。校舎を見上げると、教室からはまだ明かりが漏れており、残って作業を続ける生徒達の気配が感じられる。いつもは静まる時刻に響ひびく、生徒達の笑い声や作業の物音は、近づいてくる学園祭の足音だろうか。そんな口に出すと恥はずかしいことを考えるのは、やはり自分の気分も高こう揚ようしているからだろうと、勇は思っていた。

　と、そのとき、前方に校舎から出てくる真一とクラスメイトの姿が見えた。

「あ、真一」

　勇は真一達に近づいていく。

「お、勇か。Ｃ組の手伝いは終わったのか」

「うん。真一達はもう帰るの？」

「ああ。今日の作業は全部終わったからな。でよ、勇。実はまだ、家庭科室に恋ヶ浜さんが残ってんだよ」

「そうなの？」

「ああ、一度評議員の仕事とかで出て行ったけど、一時間くらい前に帰ってきてさ。戸と締じまりは自分がやっておくからって、一人でな」

「そっか……」

「勇、だからさ……」

「うん、わかってる。家庭科室、行ってくるよ」

　と、勇は真一から離はなれ、家庭科室へ向かった。




　第二校舎の階段を上がり、勇は家庭科室へとやってきた。

「花凜」

　ドアを開けると、花凜が一人、教室の隅すみのテーブルにいた。

「あ、勇……」

「まだやってたんだね」

「ええ……」

「でも、そろそろ家庭科室閉めなきゃいけない時間だし、今日はもう作業残ってないから、もう帰ろうよ」

「わかったわ。……私ももう切り上げようと思ってたところだし」

　勇は花凜の側にいく。彼女の手には、パックに詰つめたクレープがあった。

「ん、そのクレープは？」

「……これは、その……ううん、何でもない」

　と、花凜は何かを言いかけたが、口をつぐんだ。

「……じゃあ帰ろうか」

　勇は散らかしたままだった皿や料理器具を手早く片付け、戸締まりを終えると、花凜と一いつ緒しよに家庭科室を出た。

　職員室に家庭科室の鍵かぎを返してから校舎を出ると、二人は駐ちゆう輪りん場へと向かって歩いた。その間、花凜の口数は少なく、ときおり手に持つクレープへ目を落としていた。

　すると、突然花凜が勇の袖そでをつかんできた。

「あ、ちょっと、勇」

「ん？」

「ほら、前」

　勇が立ち止まり、前を見ると、駐輪場の手前で、男子生徒と女子生徒が向かい合って立っているのが見えた。

「もしかして、あれって、愛の告白かしら？」

　と、花凜が勇の袖をつかむ手に力を込めながら、興奮した様子で言った。

　ライトに照らされる二人の顔は、はにかむように赤くなっており、確かに雰ふん囲い気きは花凜の言う通りであった。夜風に乗って、「実は前から……。よかったら一緒に学園祭……」と、男子生徒の声がかすかに聞こえた。

「ねぇ、勇、知ってる？　学園祭前は、カップルがいつもより多く誕生しやすいのよ」

「そうなの？」

「一緒に学園祭を回ろうって誘さそうことが、いいきっかけになるのよ。そう小説に書いてあったわ」

「ああ、君の好きな恋れん愛あい小説の知識か……」

　やがて男子生徒と女子生徒が手を握にぎり合った。どうやら彼の告白は、彼女に受けいれられたらしい。と、そこでようやく、二人は勇達が見ているのに気づいた。新しいカップルは慌あわてて、駐輪場の奥へと去っていった。

「ふふふ、いいもの見せてもらったわ。全然知らない人達だけど、ああいう場面見ると、うまくいってほしいって思うわよね」

「そうだね」

「小説の知識ではあるけど、学園祭前にカップルが多くできるのは、事実じゃないかしらね。別に学園祭だからってことじゃなくて、素す直なおな気持ちを、素直に言えるきっかけになるからだと思うわ」

「……素直な気持ち、か。……そうか。結局、それが一番か。ねぇ、花凜」

　クルッと、勇は花凜に振ふり向く。

「ん、何？」

「よかったら、そのクレープ、食べさせてくれないかな」

「え……？」

　花凜が戸と惑まどうように声を漏もらすと、クレープを見る。

「……な、何で食べたいのよ」

「食べてみたいからだよ」

「……いいわよ、別に無理しなくても。……あんまり、おいしそうじゃないもの」

　だけど、勇はわかっていた。花凜は、自分が一いつ生しよう懸けん命めい作ったこのクレープを、誰かに食べてみてほしいと考えているのだと。少し焦こげ、形も崩くずれているけれど、最初よりは格段にうまくできており、努力の成果が見えていた。きっと花凜にとって、これが今日一番のできのものだったのだ。

　勇は初めから彼女の気持ちを察していたが、どう彼女に伝えればいいのかがわからなかった。だが、特別な手段なんかいらなかった。素直な気持ちを、伝えればよかったのだ。

「別に無理なんかしてないよ。本当に、食べてみたいんだ。十分、おいしそうだよ。だって、花凜が、頑がん張ばって作ったのが、よくわかるから」

「勇……」

「それとも、誰か違ちがう人に食べてもらうためのものだったのかな？　だったら、いいんだけど」

「べ、別にそんな人なんていないわよ。……本当に、食べたいの？」

「うん」

「……そう。じゃあ、はい」

　花凜がパックを差し出してきた。

　勇は輪ゴムを外してパックを開けると、手づかみでクレープを食べた。花凜が、その様子を緊きん張ちようした面おも持もちで見ていた。

「うん……うん、おいしいよ、花凜」

「ほ、本当に？」

「うん、本当だよ。思ったより、ずっとおいしいよ」

「そ、そう？」

　と、花凜は一いつ瞬しゆん顔をほころばせかけたが、

「って、ちょっと待ってよ。思ったよりっていうのはどういう意味？……やっぱりおいしいとは思ってなかったってわけ？」

　花凜がジト目を向けてくる。

「あ、いや、そういう意味じゃないよ。想像よりもずっとおいしかったって意味だよ？」

「……ならいいけど」

「うん、本当においしいよ、花凜。何よりも、君がおいしくなるよう心を込めているのが、よく伝わってきたよ」

　花凜の頰ほおに赤味が差し、それを隠かくすようにプイッと彼女は顔を背そむけた。

「ま、まぁ、私にかかれば、こんなものよ。言ったでしょ、料理くらい大だい丈じよう夫ぶって」

「そうだね。確かに、もう少しだけ形を整えられれば、十分厨ちゆう房ぼうも任せられそうだね。じゃあ、やっぱり厨房で……」

「いいえ。厨房はやらないわ。私は適役のマスコットやるから」

「え？　だけど……」

　花凜が勇に向き直った。

「いいの。……もう目的なんてなくなったし」

「目的？」

「こっちのことよ。……やっぱり本当みたいね」

　と、花凜は髪かみをかき上げ、夜空を見上げた。

「本当って何が？」

「学園祭前は、素直な気持ちが出るってことがよ」

　そう言って花凜は、喜んでいるのが勇によくわかる笑え顔がおを見せた。







　それから四日が経過した。

　薄うす闇やみが広がる空の下もと、水仙学園の中庭に大勢の生徒が集まっていた。

　ステージの上では、制服を着き崩くずした生徒が操あやつるエレキギターが、ベースやドラムとともに、少し古いポップミュージックを刻んでいる。ボーカルの男子生徒のファンなのか、ステージ前で数人の女子生徒が黄色い声せい援えんを送っており、周囲の生徒は談だん笑しようしながら、まずまずといった歌声を聞き流していた。いくつかの模も擬ぎ店も開かれていて、煙けむりとともに香こうばしいにおいを漂ただよわせており、それに惹ひかれた生徒の手には、できたてのフランクフルトやクレープが握られていた。

　少し遅おくれて勇は中庭へとやってきていた。花凜の姿を捜さがすと、Ｄ組のクラスメイトが固まる中で、彼女はつまらなそうにステージに視線を送っていた。

　勇は花凜へと駆かけ寄る。

「花凜」

「勇。遅おそかったじゃない。何をしてたの？」

「ごめん、Ｆ組の手伝いがちょっと長引いちゃってさ。だけど、時間をかけた分、いいできばえになったよ」

「他ほかのクラスの手伝いまで熱心にやるんだから。まぁ、それがあなたの性しよう分ぶんなんでしょうけど」

　水無月祭、前夜祭。

　本番を明日に控ひかえた生徒達は、これまでの忙いそがしさをねぎらうように、また明日が待ち遠しいように、笑いながら仲間達と過ごしている。その笑顔を見れば、彼らが充じゆう実じつした気持ちで本番を迎むかえようとしているのが、よくわかった。

　勇はステージに目を移す。

「演奏している人達って、もしかしてこの前できたバンド同好会？」

「そうよ。この活動もポイントになるからね。できたばかりだけど、何とか発表できるまでのレベルに持ってきたようね」

　花凜はこの前の選挙で文化部代表の生徒評議員となった。当選時に掲かかげたマニフェストが、文化部の活動にポイントをつけて、その採点を基準に予算配分をするというものだった。水無月祭の活動も当然ポイントの対象となっており、だから今年は例年になく文化部の活動が活発になっているようだった。

「評議員の仕事の方は、大丈夫だった？」

「ええ、問題ないわ。やっぱり場所の調整が一番大変だったけど、なんとかね」

　そこで真一が勇の肩かたに手をかけてきた。

「おう、勇。ようやくきたな。じゃあさっそくフランクフルト買いに行こうぜ」

「何がさっそくなのかさっぱりなんだけど。そんな約束した覚えないよ」

「あそこのフランクフルトは絶品なんだ。食っとくべきだぜ」

「んー、遠えん慮りよしておくよ。今はお腹なかすいてないし」

「何だよ。俺達、親友じゃなかったのか？」

「だから、意味がさっぱりわからないけど」

「フランクフルトを売ってる、あの美人の先せん輩ぱいに話しかけるために、俺に四本目のフランクフルトを食えっていうのか？　お前が買ってくれれば、また話しかけられるんだ」

「……そういうこと。誰だれか違う人に頼たのんでよ」

「むう、つれないやつだな。仕方ない、竹たけ森もりに二本目買わせるか」

　と、真一は離はなれていった。

「真一は相変わらずだね。明日からもあんな調子なんだろうね」

「いいじゃない。何をどう楽しむかなんて、その人次し第だいなんだから」

　花凜はそう言うと、真しん剣けんなまなざしを勇に向けてきた。

「それでどうなの、勇。手て応ごたえは？」

「……うん。やるだけのことはやったよ。本番では、準備以上に頑張るつもりだよ」

「そう。……でも、勇。これだけは覚えておきなさいよ」

「ん、何？」

「加藤くんが、正解だってことよ」

「真一が正解？」

「学園祭の楽しみ方よ。加藤くんは、自分がどうすれば一番楽しめるのか、そのやり方をちゃんとわかっているでしょう？　あなたもそうしなさい。それが正解なんだから」

「自分のしたいこと……」

「何が言いたいかって言えばね、一位になるために頑張ってるのはいいけど、自分の本当にしたいことを忘れちゃダメってことよ」

　勇はニコリと微笑ほほえんだ。

「そっか。うん、ありがとう。でも、大丈夫だよ。僕もちゃんと自分のしたいことはわかっている。僕は本気で、Ｄ組を一位にしたいと思ってるから」

「……」

　そう答えた勇を、花凜はしばらく無言で見つめた。

　やがて、花凜はふうと吐と息いきをする。

「まぁ、いいわ。明日はお互たがい、頑張りましょう。私もＤ組が一位になれるように、全力を尽つくすから」

「うん。僕も精せい一いつ杯ぱいやるよ」
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　白い雲がゆったりと空にたなびいており、梅雨つゆ時が噓うそのような快晴だった。予報では明日までずっとこの天気が続く模様であり、絶好の学園祭日和びよりであった。

　水み無な月づき祭さい、初日を迎えた水すい仙せん学園は、午前中から大勢の来場客で賑にぎわっていた。

「いらっしゃいませ。二名様ですね」

　メイド服に身を包んだ芦あし川かわと、ロボットアニメのパイロットスーツを着込んだ日下くさかが男性客を迎えた。ともにＤ組の中でも美形である二人のコスプレは、男性客の視線を大いに引きつけていた。

　彼女達だけではない。花はな柄がらのシートと壁かべ紙がみで彩いろどられた華はなやかな喫きつ茶さ店てんへと装いを変えた教室の中では、個性豊かなキャラクター達がテーブルの間を行き交かっていた。

　学園ものに出てくるような大きなリボンの可愛かわいい制服、琥こ珀はくが私物で持っていそうな忍しのび装束、スリットが開いたチャイナ服、着物や戦せん闘とう服に身を包むコスプレイヤー達は、マニアもそうでない客も楽しませていた。店の装いに似つかわしい蝶ちようや蜂はちなどの衣装を着る店員は主に女性客の受けがいいようで、段ボールで作った装そう甲こうを装備しロボットへと変へん貌ぼうを遂とげた竹たけ森もりは笑いを取る担当になっていた。

　クロスが掛かけられたテーブルは、すべて客で埋うまっており、一年Ｄ組の喫茶店『ＬＩＫＥ　ＹＯＵ』は、好調な出だしであった。

　店を出て行く中学生らしき女性客三人を、勇ゆうは背筋を伸のばしたきれいな動作のお辞じ儀ぎで、見送った。

「ありがとうございました。またお越こしくださいませ」

　あの人本当の執しつ事じみたいーと、笑いを交えながら、少女達は去っていく。

　一応店長ということになったから……というわけでもなかったのだが、それが一番似合うということで、勇はレンタル品のタキシードを着ていた。本音を言うとちょっとだけ違ちがうコスチュームを着てみたい気持ちもあったのだが、これは外せないというみんなの意見もあったので、受け入れていた。

「おい、勇。大成功みたいじゃないか」

　そう言いながら近づいてきたのは、着流し姿の真しん一いちだった。本人の中では時代劇に出てくる伊達だて男おとこという設定なのだが、どちらかというと風ふ呂ろ上あがりの旅行客みたいだった。

「うん。まさか最初からこんなにお客さんがきてくれるとはね」

　廊ろう下かでは、席が空くのを三組ほどのお客さんが椅い子すに座って待っている。開店し、最初のお客さんを迎えてから、まだ客足が一度も途と絶だえていないのだ。

「テイクアウトの売れ行きの方はどう、真一？」

　真一だけなく、厨ちゆう房ぼう班の中には、段ボール製鎧よろいを着た生徒や、メイド服を着た女子など、コスプレをしているものがいた。エリーズやＣ組の協力があって、予定よりも衣装が多く作れることになり、おかげで厨房班にも衣装を用意することが可能になったのだ。

「おう、やっぱりアイスの人気が高いな。その次がクレープ、チョコバナナって感じか」

『ＬＩＫＥ　ＹＯＵ』は、店内での飲食だけでなく、テイクアウトも行っていた。メニューはアイスクリーム、クレープ、チョコバナナ、クッキーとカップケーキ、飲み物はコーヒー、コーラ、紅茶、ウーロン茶、緑茶というラインナップだった。メニュー決めのとき、男性陣じんがオリジナルメニューの投入に意い欲よくを燃やしていたこともあったのだが、アイデアを聞くとあまりに冒ぼう険けんが過ぎたので、胡桃くるみのデータも参考にして、結局は定番のものに落ち着いていた。

「うーん、やっぱり惜おしいな。俺はチーズフォンデュも受けると思ったんだけどなぁ。みんな反対するんだもんな」

「コスト的にちょっと厳しかったからね。まぁ真一の力はさ、厨房で存分に発揮してよ」

　そこで教室の端はし、机を並べて作った厨房から、クレープのトッピングをしている女子生徒の呼び声が響ひびいた。

「ちょっと加か藤とうくーん。サボってないで、こっち手伝ってー」

「おっと、見つかったな。じゃあ勇、接客の方、よろしくな」

　真一はポンポンと勇の肩を叩たたいて、厨房へと戻もどった。

　そのとき、横から声がかかった。

「勇。どう、店の調子は」

　そう話しかけてきたのは、ポニーテールの髪かみに金の髪かみ飾かざりをつけ、クラシックドレスを身につけた、見み目め麗うるわしい貴婦人。花か凜りんだった。

「あ、お帰り、花凜。ご苦労様」

「全席埋まっているみたいね」

「うん」

　マスコット役に就任していた花凜は、何人かの生徒と一いつ緒しよに、看板やチラシを持って、外回りをしていたのだ。外回りは事前に誰だれがやるとは決めておらず、手が空いている人にやってもらっていた。

　すると、突とつ如じよ現れたヨーロッパ貴族に、男性客も女性客もみなこちらを振ふり返って見ていた。

「みんな、君のこと見てるね。その衣装、よく似合っているよ」

「あ、あらそう、ありがとう。まぁこの私が宣伝してあげているんだから、満席になるのなんて当然よね」

　と、花凜の頰ほおがほんのりと赤味を増した。

　花凜の容姿と貴婦人風衣装は絶ぜつ妙みようの組み合わせであり、人目を引くことにかけては申し分なかった。かなり豪ごう奢しやな衣装にも見えるのだが、髪飾りは金メッキで、衣装も安い生き地じでもそれらしく見えるようエリーズがうまく裁さい縫ほうしてくれたのだ。ただし、彼女にはにこやかに「店にきてくださーい」と挨あい拶さつして回るのはとても無理そうだったので、人目だけ引いてもらって、宣伝は一緒に行ったクラスメイトに任せていた。

「それでどうだった、花凜。他ほかの店の様子は？」

「そうね。ぱっと見ただけだけど、今のところ私達が一番好調なんじゃないかしら。Ｈ組にも結構人が入ってる様子だったけど」

　勇は花凜に外回りをするついでにと、一年生の各クラスの出し物の、客の入り具合のチェックをお願いしていたのだ。

　各クラスの出し物は、なかなかバラエティに富んでいた。

　Ａ組は『あみ』という名の飲食店で、焼きそば、ジャガバター、お好み焼きなどを売っている。Ｂ組がお化け屋や敷しき『ホラー、今あなたの後ろに』で、Ｃ組が演劇『早すぎた殺人と七人の暗殺者』。Ｅ組はテレビ番組ではおなじみのフィーリングカップルイベント『その場限りの恋こい人びと同士』で、Ｆ組はモグラ叩きやヨーヨー釣つり、江え戸ど時代の日本やパリなどの風景が描えがかれたパネルを使った写真撮さつ影えいなど、さまざまな娯ご楽らくサービスを集めた『ＧＯＲＡＫＵ』。Ｇ組が、主に身内受けを狙ねらった、「一番賢かしこそうな人」「一番強そうな先生」など、アンケートを取って発表をするイベント、『緊きん急きゆう調査、水仙学園生徒の声』。そして、Ｈ組が飲食店『ポピュラー』。Ｅ、Ｆ、Ｇ組が奇き抜ばつさを狙ったもので、その他のクラスが手て堅がたさで勝負、といったところだろうか。

「そうだ。Ｈ組はどんな店だった？　昨日まで、内装がちょっとわかったくらいで、具体的なものはずっと隠かくしていたみたいだけど」

　すると、花凜が腕うでを組んで言う。

「それがね。どうやらＨ組も、コスプレ飲食店らしいのよね」

「え、そうなの？」

「と言っても、私達のように何でもありじゃなくて、廊下の前で客引きをしている生徒はみんなメイド衣装だったから、メイド飲食店かしら」

「そっか。……意外と普ふ通つうだったね」

「そうね。メニューやサービスまでは、店に入ってないからわからないけど」

「じゃあ後でＨ組のチラシでも取ってこよう。それよりも、今はこっちをちゃんとやらないとね」

　そのとき、勇の携けい帯たい電話が着信音を鳴らした。

「ん、胡桃からのメールだ」

「胡桃から？」

「『今からそっちに行く。二人で』だって」

「二人？　友達も一緒なのかしら」

　そこで突とつ然ぜん後ろから声がする。

「わっ！」

　驚おどろいて、勇と花凜は振り返る。

　そこにいたのは、制服姿の胡桃であった。

「何だ、胡桃か。もうきたの？　というか、いつの間に教室に？」

「ふふふっ。最近、琥珀さんに気配を殺して近づく技わざを習ったんだ。いろんな場面で役に立つよね」

「そんなこと習ってたの。できればあんまり役に立たせないでほしいけど……」

　すると、胡桃は花凜の姿を見て、目を輝かがやかせる。

「すごくきれい、恋こいちゃん。とっても似合ってるよ。まさに女じよ帝ていだね」

「ふふっ、ありがとう。それはそうと、二人でくるんじゃなかったの？　お友達は？」

「廊下で待ってるよ。私達だからって、順番に割り込んじゃダメでしょ。だから、廊下の席で座ってもらってる」

　胡桃は勇と花凜の手をつかんだ。

「ほら、紹しよう介かいするから、きて。驚かないでね、二人とも」

「驚く……？」

　手を引かれ、勇達は廊下に出た。

　その瞬しゆん間かん、勇は胡桃の思惑おもわく通りに、驚く。

「やぁ、勇くん。花凜」

　そう挨拶をしてきたのは、艶つややかなストレートのロングの髪、長身によく似合うクラシカルなブラウスとストレッチ素材のズボンを着込んだ、美女であった。

　恋こいヶが浜はま香か織おり。花凜の姉だ。

　勇の表情が思わずほころんだ。

「香織さん。胡桃と一緒にきたのは、香織さんだったんだ」

「ああ。たまには胡桃と二人でお出かけもいいと思ってね。ほほう、コスプレ喫きつ茶さと聞いていたが、勇くんはタキシードか。やっぱりその姿は、勇くんにはよく似合ってるね」

「そ、そうかな。ありがとう」

　勇は照れ隠しにポリポリと頭をかく。

「……姉さんに会えて、嬉うれしそうね」

　花凜が半眼で勇をにらんでいた。

「私のこの姿見たときよりも、ずっと嬉しそうじゃない。勇の中では、私がいくら着き飾かざっても、普ふ段だん着ぎの姉さんにさえ及およばないってわけね」

「え？　いや、まさか、別にそんなことは……」

「どうかしらね」

　花凜は髪を払はらうと、ふんとそっぽを向いた。さっそくであった。花凜は、勇が香織にデレデレするところを見ると、すぐに不ふ機き嫌げんになる。

　香織がふふっと笑いながら言った。

「花凜もよく似合ってるじゃないか。お前の尊敬するマリア・テレジアの、肖しよう像ぞう画がのドレスのようだな。よく感じが出ているぞ。小生意気な雰ふん囲い気きが特にな」

「それは褒ほめてるの、姉さん？」

「ははっ、冗じよう談だんだよ。後で写真撮とらせてくれ。その姿を見せたら、父さんも母さんも喜ぶだろう。勇くんとツーショットにすると、女帝とその執事って感じがして、お似合いだよ」

「え？　そ、そうかしら……」

　花凜のふくれ面が崩くずれる。姉の言葉に、まんざらでもない表情だった。

　花凜はコホンと息を切り、言った。

「それはともかく、姉さん、今日くるだなんて、私には一言も言わなかったじゃない？」

「驚かせようと思ったからな」

「確かに驚いたけど……」

　勇が胡桃に聞く。

「胡桃が誘さそったの、香織さんのこと？」

「うん、そうだよ」

「胡桃とはずっと会っていなかったからな。たまたま時間も空いていたことだし、いい機会だと思ったんだ」

　はははっと、香織はさわやかに笑った。

　すると、胡桃が勇に身を寄せ、花凜に聞こえないよう、小声で言った。

「香織さんには、アドバイスをもらえるかもと思ったんだよ」

「アドバイス？」

「香織さんは、大学でビジネス学を学んでるし、研究でベンチャー企き業ぎようも立ち上げてるからね。兄さん達の喫茶店を見てもらって、改善策があれば聞けるかもと思ったんだ」

「なるほど。それなら香織さん以上の人はいないね」

「香織さんと一緒に他のクラスの出し物回って、偵てい察さつもしてくるよ。後で報告するね」

「ああ、頼たのむよ」

　胡桃が両手を出す。

「だから、軍資金ちょうだい」

「……軍資金？」

「資金がなければ、いい偵察はできないよ。中庭の模も擬ぎ店にあったフランクフルトとか、さっきチラシをもらった三年生の喫茶店にあるおいしそうなプリンとか買ったり、二年生の出し物の射的や輪投げとかするには、私のお小こ遣づかいだけじゃ足りないよ」

　二年生とか三年生とか、明らかに偵察目的ではない使い道があったが、まぁ手伝ってもらっているので仕方なく、勇は財さい布ふを取り出して、胡桃にいくらか渡わたす。

　胡桃は満面の笑えみで言った。

「ありがと、兄さん。さっそくこのお金、兄さんの喫茶店に落としてあげるね」

「できた妹で本当嬉しいよ」

　勇はため息交じりに漏もらした。

「さて、勇くん、花凜。接客中、呼び出したようで悪かったな。私達は、まずはお前達の喫茶店を堪たん能のうさせてもらって、それからいろいろ回ってみるつもりだ。午後になったら、もう一度立ち寄らせてもらうよ」

「ええ、わかったわ、姉さん。それじゃあ勇、もう一働きするとしましょうか」

「うん、そうだね」







　時刻は正午を回り、来場客の入りはピークに達しようとしていた。飲食店としては、かき入れ時の時刻であった。

　ところが、勇達は大いに意気込んで臨のぞんだが、『ＬＩＫＥ　ＹＯＵ』の客の入りは、期待するようなものになっていなかった。

　すると、カシャリとお客さんと写メを取り終えた花凜が、勇の側にくる。花凜は主にお客さんとの写真撮影担当となっていた。

「何だか、お客さんの入りが芳かんばしくないわね」

「うん……」

　テーブル席は、一席ほど空きが出ている。決して悪いわけではないが、午前中の順番待ちまで出ていた頃ころに比べると、やはり勢いは落ちていると言わざるを得なかった。

　少し暇ひまになった様子の厨ちゆう房ぼうから、クラスメイトの声が聞こえてきた。

「甘いもの系のメニューばかりだったのが悪かったのかな？」

「焼きそばやお好み焼きをやってるＡ組と被かぶらないようにって狙いもあったからな。お昼はやっぱりガッツリいきたいだろうから、あっちに回っちまったのかもな」

「それなら仕方ないか。ずっと盛せい況きようが続くわけないしね」

　彼らの言う通りなのかもと、勇も思う。好調な出だしは、いろいろなコスプレが見られるという物もの珍めずらしさも手伝った結果であり、それが一段落したということかもしれない。

「じゃあ、午後にくるお客さんに期待して、今のうちに休きゆう憩けい取る、花凜？」

「ん、そうね。ちょうどシフトが変わる時刻だしね。あ、だったら勇、Ｈ組に行ってみない？　偵察もかねて、昼食取りましょうよ」

「それはいいね。……さて、桜さくら子こにも連れん絡らくしようかな」

　スマフォを取り出そうとした勇を、花凜が制する。

「ちょっと待って。何で桜子に連絡するの？」

「彼女と約束してたんだ。休憩取るときは連絡するって。本当は休憩時間を合わせようって話になってたんだけど、結局お互たがい、急な変へん更こうもあって当日にならなければわかりそうになかったから」

「……何で休憩時間を合わせようとしたのよ？」

「時間が合えば、一いつ緒しよに休憩取って、出し物回ろうかって話になったからだよ。じゃあ、連絡を……」

「待ちなさい。……勇、しなくていいわよ、桜子に連絡なんて」

「どうして？　せっかくだから、みんなで一緒に回れば……」

「ややっこしいことになるだけだからいいのよ。それに時間が合えばって話だったんでしょう？　あっちから連絡がないなら、きっと忙いそがしいのよ。邪じや魔ましちゃ悪いでしょ」

「そうなのかな……」

「ほら、さっさと行くわよ」

　花凜が先に廊ろう下かに出ていってしまった。仕方なく、勇もその後についていった。

　廊下を歩く来場客は、水仙学園の中等部や他校の制服を着た中高生が多く、私服の人はまばらに見える程度だった。見る限り、来場客自体の数は落ちていないようだった。

「あら？」

　と、先を進んでいた花凜が立ち止まり、訝いぶかしげに声を上げた。

「どうしたの、花凜？」

「アイドルになってるわ」

「アイドル？」

「Ｈ組の前で客引きしてる女子よ。アイドルの制服になってるの」

　花凜の言う通り、Ｈ組の前でお客に声をかけている女子生徒は、制服をベースにしているが、はるかに派手な色とデザインになっている、アイドルグループのようなコスチュームを着ていた。辺りには人だかりができており、かなり繁はん盛じようしている様子であった。

「本当だね。……ん？　Ｈ組のコスプレって、メイドじゃなかったっけ？」

「私がさっき見たときはね。どういうことかしら。行くわよ、勇」

　花凜と勇は来場客をかき分け、早足でＨ組の教室へと向かった。

　すると、ちょうどＨ組の教室のドアが見えたところで、中から胡桃と香織が出てきた。

「あ、兄さん。恋ちゃん」

「お、二人とも。今、休憩の時間か？」

「姉さん、胡桃。Ｈ組で買ってたの？」

「ああ。どうした、花凜。何だか慌あわてた様子だが？」

「ええ、ちょっとＨ組がどんなサービスしてるのか気になって……」

「そっか。実は、今から私と香織さんもＤ組に行って、恋ちゃん達に教えようかと思ってたんだ。Ｈ組は、なかなか巧こう妙みようだよ」

「巧妙？」

「きたのなら、その目で確かめた方が早いだろう。中に入ってみるといい」

「……そうするわ」

　花凜と勇は「いらっしゃいませぇ」と、廊下の客引きと同じくアイドルへと変へん貌ぼうしている女子生徒の甘ったるい声に出で迎むかえられながら、教室へと入る。

　中は多くの人で賑にぎわっていた。内装はシンプルで、床ゆかは白いシートが敷しかれ、壁かべには花の飾かざりが控ひかえめにちりばめられており、テーブルにも白いクロスが敷かれ、花か瓶びんが置かれている。全体的に清潔な印象だった。厨ちゆう房ぼう兼けん販はん売ばい所では、アイドルコスチュームを着込んだ生徒が、お客さんにパックに詰つめた焼きそばやクレープなどを手て渡わたしていた。

「ちょっと、勇。メニュー見てみなさいよ」

　花凜は壁に貼はってあるメニュー表を指さした。

「焼きそばとお好み焼きと、デザートにはアイスクリームにクレープなどもあるんだね。Ａ組と僕達のメニューを、どっちもそろえた感じになってるね。値段は……あ、僕達よりも安いね。焼きそばとかは、Ａ組の値段を知らないから、判断できないけど……」

「それから、あれも見てみなさい」

　続いて花凜は、黒板を指さした。

　そこにはチョークでこう書いてあった。『コスプレ時間表。一日目午前、メイド。十二時半～三時、アイドル衣装。三時～終しゆう了りよう、アニメキャラ。二日目午前、アニメキャラ。十二時～三時、メイド。三時～終了、オールスター』

「時間表？　コスプレを、時間帯で区切って変えてるんだ。そうか、花凜が見たのは、午前のメイドだったのか」

「……巧妙っていうのは、こういうことだったのね」

　そのときだった。

「こんにちは、恋ヶ浜さん、内ない藤とうくん。ようこそです」

　勇と花凜の側に、女子生徒が近づいてくる。

　百合ゆり山やま紫し苑おんだった。アイドル衣装は着ておらず、制服姿のままで、いつも通りにしとやかにスカートの前で手を重ねている。

「百合山さん。これって全部、計算通りなのかしら？」

　紫苑は首を傾かしげる。

「計算ですか？」

「時間で変わるコスプレ衣装。Ａ組と私達のもの、どちらも取り入れて、なおかつ安いメニュー。全部、狙ねらってやってるんでしょ」

　紫苑はニコリと微笑ほほえんだ。

「恋ヶ浜さんにしては、ずいぶん平へい凡ぼんな言葉ですね」

「平凡ですって？」

「これは失礼したです。だけど、計算しているかなんて、そんなの当たり前です。わざわざ問い質ただすようなことでしょうか」

「……」

「相手よりもよいものを提供するのは、商売では当然のことです。もちろん私達Ｈ組も、一年生部門の一位を狙っているし、そのことに文句があるなんて、恋ヶ浜さんは、思ったよりずっと平凡な発想の持ち主だったようです」

「……なるほど。つまり、こういうことかしら？　あなたは、私に勝負を挑いどんでるってわけね？」

「これもまたずいぶん悠ゆう長ちようなことです。水無月祭の準備が始まったときから、すでに勝負は始まっているです」

　にらむ花凜と、あくまで笑顔でそれを受ける紫苑。

「わからないわね。あなた、何で私にそこまで挑ちよう発はつ的なのよ？」

「私の父と、あなたの父が、知り合いなのはご存じです？」

「まぁね」

「父から、あなたは大変優ゆう秀しゆうな人だと聞いたです。そして、将来的にも、あなたと私は長い付き合いとなるから、仲良くしなさいって。だから、知りたいと思いました」

「何をよ？」

「あなたが本当に優秀なのかをです。私は何事も自分で確かめてみなければ、気が済まない性格なのです」

　紫苑はさらに笑えみを深める。

「では、お互い正々堂々勝負しましょう。遠えん慮りよなく、私が勝たせてもらうです」







「おいしいじゃない、この焼きそば。ソースに何かひと味加えてるみたいね。この値段でこの味だなんて、いい仕事してるわね」

　Ｈ組で買った焼きそばをほおばりながら、花凜がそう言った。

「勇、あなたのお好み焼きもちょっと食べさせてよ。私の焼きそばも食べさせてあげるから」

「あ、うん、どうぞ」

「花凜」

　廊下で待っていた香織と胡桃が、教室を出た勇と花凜の側に寄ってきた。

「どうだった、恋ちゃん。Ｈ組は？」

　ゴクンと、花凜は勇のパックから一口分取ったお好み焼きを飲み下す。

「認めるわ。料理もおいしいし、百合山さんはやり手のようね。Ｄ組とＡ組の長所を取り入れて、さらにそれをリードしているわね」

　胡桃がうなずきながら言う。

「時間で変わるコスプレも秀しゆう逸いつな発想だよ。遠慮なく言って、Ｄ組よりも巧たくみだね」

「どうして、胡桃？」

「リピート客という観点からだよ。たとえばＨ組の女子生徒の一人を、男性客が気に入ったとしようか。その子が、後で違ちがうコスプレをするとなれば、もう一度行ってみようという気になるでしょう？」

「……なるほど」

　確かにＤ組は人によって違うコスプレだけど、それを着ている人は常に一緒なのだ。写真も一枚撮とれば十分だろう。そして、Ｄ組の客の入りが午前で一段落したのは、その代わり映ばえのなさも一因だったのだ。

　香織が続く。

「それからやはり、品物の安さは魅み力りよくだな。同じ階にあって、こちらの方が安いとなれば、客が流れるのは自明の理だ。一位を決めるイベントは、売り上げで決まるわけではないからな、利益よりも、客の満足度を優先した価格設定なのだろう。さすが、リリーフーズの息女だけのことはある。ものの売り方をよく知っている」

「あの、香織さんは、百合山さんのことよく知ってるの？　何だか、花凜に対たい抗こう意識を燃やしてるみたいなんだけど」

「紫苑か。直接の面識はないが、父さんから少し聞いたことがある。リリーフーズが父の支持団体であることは？」

「あ、うん、それは知ってる」

「父さんと紫苑の父は懇こん意いなんだ。紫苑はいずれはリリーフーズを率いるよう嘱しよく望ぼうされていて、小さい頃ころからビジネス学の英才教育を受けているそうだ」

「そうなんだ。花凜と似てるね……」

「だが、そのせいでエリート意識が強いというか、少々自分の力を過信していて、他人をなかなか認めない性格になってしまったらしい」

「だから花凜に対して……」

「ま、上等よ」

　と、花凜。見ると口に青のりがついていたので、勇はハンカチを渡わたしてあげる。

　花凜は口をぬぐいつつ、続ける。

「勝負を挑んできた以上、受けて立つのが私の流りゆう儀ぎよ。売られたケンカはすべて買って、二度と刃は向むかう気にならないくらい徹てつ底てい的に殲せん滅めつするのが、恋ヶ浜家の家訓だしね」

「そんな家訓はウチにはないぞ」

「とにかく、ここで引くのは私の性しよう分ぶんじゃないわ。勇、Ｈ組を撃げき滅めつして、私達が一位を取るわよ」

「う、うん、わかってるよ。初めからそのつもりだったから」

「敵はＨ組だけではないけど、Ｈ組に客を取られている状態では、一位は望めないわね。Ｈ組から客を取り戻もどす方策を打ち出すわよ。さて、それじゃ……」

　と、花凜がさっそく作戦を練り始めた様子だった。

　そこで勇は言った。

「あ、待って花凜。その方法は、僕が考えるよ」

　忘れてはいけなかった。ここで花凜に作戦を考えてもらってしまったら、今までと同じ、彼女の言う通りに動くだけのことだった。

　勇が活かつ躍やくするためには、自分がその方策を出さなければいけないのだ。

「あなたが方法を？」

「うん、僕に任せてほしいんだ。だから、君は何もせずに」

　そう言った勇を、花凜はじっと見つめた。

「……どうもおかしいわね。勇、本当のこと言いなさいよ」

　勇はギクリとした。

「え……？　本当のことって？」

「私に立場だけの学園祭実行委員になってと頼たのんできたときから、ちょっとおかしいと思ってたのよ。勇、あなた、私を抑おさえているというか、私に極力何もさせないで、自分でやることにこだわってるわね？」

「……」

「喫きつ茶さ店てんの準備も、私に頼たよらずに、ほとんど自分で進めていたしね。勇、あなたが一位を目指している本当の理由は何？」

　すると、胡桃が言った。

「兄さん、もう言ったら？　ここまで気づかれたら、隠かくせないよ」

　胡桃の言うとおり、花凜にはいずれは気づかれるだろうとは思っていた。ここまで隠すことができたので、もう十分ではあった。

　勇は、敏とし臣おみとの間にあったやり取りを、花凜に正直に話した。

　話を聞いた花凜は、ふうとため息をつく。

「そう。お父さんがそんなことを。なるほど、だから、あなたは自分の力を証明するために、私に頼らずに、自分でやることにこだわったのね？」

「うん……」

「まったくお父さんったら。……って、あれ、ちょっと待って」

　そこで突とつ然ぜん花凜が何かに気づいた表情になると、途と端たん歯切れ悪く言う。

「つ、つまり、あなた、やっぱりあれも聞いたの。その、お父さんが、私をあなたの、その、アレにするつもりって話……」

「あれ？」

「だ、だから、あれよ。その、む、婿むこにするとか……」

　勇もようやく思い出した。

「あ、ああ、そのことか……」

「へ、変に解かい釈しやくされると困るから、はっきり言っておくわよ？　あ、あれはお父さんが勝手に思い込んで言っているだけで、私はその、全然そんなことは考えてないんだからね？」

「う、うん。わかってるよ」

　花凜を見ると、顔が紅潮していた。

　そういう勇も、赤面するのを禁じ得なかった。忘れていたわけではなかったが、それよりも重要なことがあったので、頭の隅すみに追いやっていたのだ。本人を前にして改めて意識すると、やはり照れくさくなった。

「お父さんったら何考えてるんだかね。と、とにかく、そういうことだから、変なこと考えないでね？」

「わかってる、大だい丈じよう夫ぶだよ。花凜の婿になろうなんて、そんなの全然考えてないから」

「……全然？」

　すると、花凜は目を細め、勇をジロリと見る。

「ちょっと待ってよ。全然ってのは何よ？　私の婿になるのはいやでいやでしょうがないってわけ？」

「え？　別にそんなことは言って……」

「じゃあ、全然ってどういう意味よ⁉　何でそんな言い方するの⁉」

「だからそれは、そういう想像は全然してなかったって意味で……」

「私はそう想像するに値あたいしない、結けつ婚こんの相手にはまったく値しないって意味じゃない！　女性に対してそんな言い方するなんて、失礼でしょ！　実際そうなるかどうかはともかく、想像くらいはしなさいよ！」

「そ、そんなこと言われても、じゃあ何て言えばよかったの……？」

「そんなの自分で考えなさいよ。ふん、デリカシーがないんだから」

　花凜は腕うでを組み、ポニーテールの髪かみを振ふりながら、プイッとそっぽを向いた。

　経験から、こういうときはこちらが折れるが勝ちであった。勇はポリポリと頭をかきながら言う。

「ご、ごめん、確かに言い方が悪かったみたいだね。謝るよ」

　チラリと、花凜が視線を向ける。

「……本当にそう思ってるの？」

「もちろん」

「……そう。まぁ、わかればいいけど。じゃあ話を戻すけど、どうやら、私も勇に謝らないといけないわね。ごめんなさい」

「？　どうして？」

「私が余計なこと言ったせいで、あなたに負担をかけることになったからよ。あなたがお父さんに会った前日、私も、お父さんの口車にうまく乗せられて、あなたを試ためすことを同意する言葉を言っちゃったのよ。それでお父さんはこんなことしたんだわ。まぁ、お父さんのことだから、私の言葉がなくても、やっていたとは思うけど」

「そうだったんだ……」

「だから、いいのよ、勇。お父さんの言うことなんて聞かなくても。私は……」

「いや、いいんだ、花凜。僕は進んで、挑ちよう戦せんを受けて立ったんだ」

「進んで？」

「敏臣おじさんに言われたのは、ただのきっかけに過ぎない。僕自身、やってみたいと思っているんだ。君の役に立てる人間だってことを、証明したいんだよ」

「勇……」

「だから、僕に任せてよ。Ｈ組に勝つ方法、僕が考えてみせるよ」







「チョコ文字？」

　厨ちゆう房ぼうにいる真一が、勇の言葉に首を傾かしげる。

「うん。そういうのできないかな？」

　花凜とともにＤ組に戻ってきた勇は、さっそく方策をクラスメイトに話す。

　それは、一言で言えばサービスの向上だ。

「クレープにチョコで文字を書くやつだよな。まぁ、それくらいはできないことはないけどよ」

「書く文字は、みんなで自由にやってもらっていいから。ファイトとか、ライクユーとか、カップル客だったらハートマークとか、何か一言入れるサービスをしてほしいんだ」

「なるほど、それは確かに受けそうだな。だけどよ」

　と、真一は少し難しい顔をする。

「そんなもんでＨ組から客を奪うばえるのか？　やっぱりあっちの方が安いわけだしよ」

「そうだね。だけど、こっちが値下げしたら、あっちも値下げしてくると思うんだ」

「それはそうかもな」

「だからそれよりも、付加価値で対抗しよう。高い分だけのサービスを用意するんだ」

「なるほど」

「でも、真一の言う通り、それだけじゃちょっと弱い。だから同時に、指名制度も導入しよう」

「指名制度？」

「お客さんが接客してほしい相手を指名できるようにするんだ。キャバクラみたいって言うとちょっと品はないけど、お客さんも喜んでくれると思うんだ」

「ふむ、そうか。……どうする、みんな？」

　真一が振り返りそう聞く。

「いいんじゃない、面おも白しろそうだし」

「サービス向上以外に、Ｈ組への対抗策もなさそうだしね」

「何よりも、店長の決めることならな」

　と、クラスメイト達もうなずき合い、承しよう諾だくしてくれた。

「よし、とにかくやってみるぜ、勇」

「ありがとう、真一。花凜もいいかな？」

　が、花凜はすぐには返事をせず、何やら考え込んでいた。

「花凜？」

「……え？　あ、ごめんなさい。ええ、もちろんいいわよ」

　勇は続いてクラスメイトに指示を出す。

「じゃあ、さっそく外回りの人は、サービスの宣伝に行ってもらえる？」

「了りよう解かい」

　クラスメイトが動き始める。

　再び勇は花凜に振ふり向いて、言った。

「花凜、僕も出かけてくる」

「ん？　どこか行くの、勇？」

「もう一つ策を打とうと思うんだ。コスプレを調達してくるよ」

「コスプレの調達って……」

「じゃあ、行ってくるから」

「あ、ちょっと、勇、待ちなさい、私も行くから」







　勇と花凜は、隣となりのＣ組の教室へとやってきた。

　Ｃ組は学生会館で演劇の出し物を行う。そのため、教室は控ひかえ室とともに、宣伝をする場所となっていた。

　勇は教室へと入る。

　その瞬しゆん間かん、女性の雄お叫たけびが響ひびいた。

「はあ！」

　忍しのび装束を着込んだ琥珀が、空中で華か麗れいに一回転しながら、翼つばさと尻尾しつぽのある悪あく魔まのコスチュームを着た大男を飛び越こえていた。琥珀は空中で男の背後を取ると、シュッとクナイを投げる。

「ぐはああ！」

　クナイが突つき刺ささった大男はばったりと床ゆかに倒たおれた。

　着地した琥珀は、目をつぶり、つぶやく。

「またつまらないものを貫つらぬきました」

　おおーと、集まっていた観客が拍はく手しゆする。

　ケープ付きのコートにハットを被かぶった、探たん偵てい風の装いをしている俊しゆん介すけが言う。

「みなさん、ありがとうございました。このように、本番もアクション満まん載さいでお送りしますので、明日の午前、Ｃ組の演劇『早すぎた殺人と七人の暗殺者』、どうかよろしくお願いします」

　再び盛大な拍手が起きると、満足した客達は散っていった。

　勇と花凜は、俊介に駆かけ寄っていく。

「俊介くん」

「ん？　おー、勇くんと花凜くんじゃないか。君達も見てくれてたのか。すごいだろう、琥珀くんのアクションは？」

　花凜がうなずく。

「ええ、さすが琥珀さん、運動神経は抜ばつ群ぐんね。実演で宣伝活動してるのね？」

「その通りさ。今日のはもう終わったけど、明日のためにね」

　琥珀も近寄ってくる。よく見ると、手てつ甲こうには熊くまのシールが貼はってあったり、手に持つクナイには兎うさぎの飾かざりがつけてあったりと、可愛かわいいものが好きな琥珀らしいアレンジがしてあった。

「勇くん。ありがとうございます。勇くんとの練習のおかげで、アクションの相手役の倉くら田たくんとも、とてもうまく演技できてます」

「え？　そうなの？」

　床に転がっていた大男、倉田が立ち上がり、勇に言った。

「おお、内藤くん。ありがとう、君のおかげだよ」

「いや、僕は特に何も……」

「しているんだよ。矢や車ぐるまさんが、本物のクナイを投げる可能性を考えて、服の内側に鉄板を仕込むことを考えたのは君だろ？　そのアイデアで、助かったんだ、命が。本当に、ありがとう。ほら、まさに今もこうして！」

　と、倉田は背中を向け、仕込んでいた鉄板に突き刺さるクナイを見せてきた。鉄板を貫くということは、琥珀はまた本物を投げていたようだ。倉田は冗じよう談だんではなく、本心から勇に感謝している様子だった。

「あ、ああ、なるほど。って、それはいいんだけどさ。君達にちょっと頼たのみたいことがあるんだけど」

「頼みですか？　何でしょうか？」

　勇は少し考え、それから言った。

「うん。その、別の場所でも宣伝してみない？」







　続いて勇と花凜はさらにその隣、Ｂ組の教室へとやってくる。

　勇は、教室のドアの前、頭に突き刺さる斧おのの飾りがついたカツラを被る、男子生徒に声をかける。

「あの、ちょっと」

「お、いらっしゃい。入場は無料だよ。ただし、ただより怖こわいものはない、あなたはその本当の意味を知ることになる。ホラー、今あなたの後ろに……」

　おそらく決まり文句なのだろうが、申し訳ないと思いつつも、勇は遮さえぎった。

「あ、ごめん、入場したいわけじゃないんだ。ちょっと頼みがあって」

「ん、何？」

「その、君達のお化けを、何人か出張させることってできる？」

「お化けの出張？」

「うん。時間があったら、お化け衣装のまま手伝ってほしいってことなんだけど」

「んー、何だかよくわかないが、ちょっと俺には判断できないな。実行委員……は今休きゆう憩けいでいないから、この時間の責任者に言ってくれ」

　花凜が聞く。

「それは誰だれよ？」

「鶴つる殿どのさんだよ」

「桜子？　じゃあ彼女はどこ？」

　男子生徒はドアを手で示す。

「お二人様、ご入場～」

　入って捜さがせということらしい。まぁそれが筋かと思い、勇はドアをくぐろうとする。

　だが、花凜がグッと勇の手をつかんだ。

「ま、待ってよ。べ、別に入る必要ないんじゃない？　ここから大声で呼び出しましょうよ？　桜子、ムダな抵てい抗こうはやめて、大人しく出てきなさいって」

「立てこもり犯じゃないんだから。中にいるってことはお化け役してるんじゃない？　だったら、呼び出すのはまずくないかな」

「そ、それはそうだけど……」

「……あ、そうだ。花凜って、お化けとかダメだったよね？　なら、ここで待っててくれても……」

　花凜はビクッとして言う。

「は、はぁ？　いつの話してるのよ？　お化けなんてもう怖いわけないでしょ？　この世に存在するわけないし。こ、このお化け屋や敷しきだって、どうせＢ組の人がお化けのフリしてるだけでしょう？　そうに違ちがいないわ！」

「その通りだけど……」

「い、いいわよ、行きましょう。お化けなんて全然怖くないし」

「そう？　じゃあ行こうか」

　勇と花凜は入り口を抜ぬける。

　お化け屋敷なので当然だが、中は真っ暗だった。窓は段ボールでふさいで光を閉とざし、曲がりくねった道は、椅い子すや机を積み重ね、その上に暗幕を被かぶせて作っているようだ。

　花凜が勇の袖そでをつかんできた。

「私のこと見失っちゃいけないから、つかんどいてあげるわ！」

「ああ、そう。ありがとう……」

　勇と花凜は教室の奥へ進んでいく。

　そのとき、暗幕の中からズボッと、人の手が出てきた。

「きゃあ！」

　花凜が叫さけび声を上げる。反対に、勇はお化けの類たぐいは全然平気だったので、突とつ然ぜんのことにびっくりしたくらいで、怖がるということはなかった。

「大だい丈じよう夫ぶ、花凜？」

「何よ、突然、腕うでなんか出して！　驚おどろくじゃない！　何でこんなことするのよ⁉　私に恨うらみでもあるわけ⁉」

「こういうことをする場所なんだけど……」

　やっぱり花凜はお化けはまだ苦手らしい。昔、遊園地に遊びに行ったときも、花凜はお化け屋敷には絶対に入ろうとしなかった。ちなみに胡桃も、勇と同じでお化けなどはまったく怖がらない。そういえば、香織はどうなんだろうか。あの凜り々りしい香織が、実はお化けは大の苦手で、こうして花凜のようにビクビクしながら手を握にぎってくるのを想像するのは、なかなか魅み力りよく的な……。

　すると、花凜が勇の腕をつねってきた。

「勇、何デレデレしてんのよ」

「いたた、ちょ、え、な、何でわかるの？　顔見てないのに？」

「あなたはわかりやすいのよ。後頭部見れば、何考えてるかなんてお見通しよ」

「そんなにわかりやすい後頭部なのか僕は……」

　ともあれ、二人は奥へ進んでいく。

　台に置かれた生首、壁かべに貼られたやつれた女性の写真、勇の力作の棺かん桶おけから出てきたドラキュラ、背後から現れるミイラ、皿の割れる音、ひひひと不気味な笑い声、すべての仕し掛かけに、花凜は「ひぃ」「きゃあ」「何よ！」と、とても驚かしがいのある反応を見せた。本人には悪いが、Ｂ組にとってはまたとない上客だろう。だが、肝かん心じんの勇の目的である桜子とは、まったく会えなかった。

　やがて、前方に出口が見えてきた。

「よ、ようやく終わり？」

「そうみたいだけど、別に僕達はお化け屋敷を体験しにきたわけじゃ……」

　その瞬間、暗幕がばっと開いて、口の端はしから血をたらし、脇わき腹ばらをナイフで刺され、ナース服を鮮せん血けつに染めた少女が現れた。

「ひやあああ！」

　花凜が勇の腕に強く抱だきついてきた。

「あ、エリーズ」

　ナースお化けは、ボブカットのハーフ少女だった。

「勇、花凜」

　エリーズだと気づいた花凜が、ヒステリックに叫ぶ。

「何よ、エリーズなの？　驚かせないでよね！」

「それが役割……」

「あのさ、桜子はいる？　見なかったんだけど？」

「さっちゃん、衣装トラブルで、出れなかった」

「衣装トラブル？　ええと、今どこにいるの？」

「この中」

　と、エリーズは自分が出てきた暗幕の中を示す。

「そっか。ちょっと入らせてもらうよ。彼女に用があるんだ」

「あ……」

　エリーズが何かを言いかけたが、構わず勇は中へ入る。

「桜子、話が……」

　だが、勇は言いかけた言葉を止める。

「ふう、ようやく直りましたわ」

　なぜなら、そこにいたのは、豊かな胸を持つ上半身をブラジャー一枚だけで覆おおう、桜子だったからだ。

　続いて、はっとして桜子も勇の姿を見つける。

「え？　きゃ、きゃあああ！」

　桜子が、床ゆかに置いてあった服を投げつけてきた。







「もう破は廉れん恥ちですわ！　着き替がえの女性を覗のぞくなんて！　見み損そこないましたわ！」

「そうよ！　私も見損なったわ、勇！　よりによって桜子を覗くなんて！　こんな胸だけ女見て、何が楽しいのよ⁉」

「その通……って、何ですか、胸だけ女とは⁉」

「ん、知らないの、妖よう怪かい胸だけ女？　何でも鶴殿家にとりついてるらしいわよ」

「……では、そういうあなたはご存じかしら、傲ごう慢まん女の霊れいの話は？　その醜しゆう悪あくな性格のせいで、誰からも愛されないまま死んでしまった、大変かわいそうな霊だそうですわ。あなたもそうならないように気をつけませんとね。その性格では有力候補でしょうから」

「……言うじゃない。だいたいあなた、何で上半身さらしてたのよ？　露ろ出しゆつ狂きようなんじゃないの？」

「し、仕方ないでしょう、ブラウスのメスが取れてしまって、直してたんですから！　その着替えの最中に勇がきたのです！　エリーズと女子生徒しかいなかったから、着替えても大丈夫だと思ったのですわよ！」

　言い争いを始めた二人を、その側で正座をさせられていた勇が、なだめようとする。

「ま、まぁまぁ、二人とも、落ち着いて」

「「あなたは黙だまってなさい！」」

「は、はい……」

　声を合わせて叫ぶ二人に、勇は何も言い返せなかった。

　勇達は暗幕の内側に作られたスタッフエリアにいた。勇のほっぺたには赤く手のひらの痕あとが残っていた。服を投げつけてきた後、すかさず桜子は勇の頰ほおをひっぱたき、もう片側にもついているのは、なぜか続けて花凜も張ってきたからだ。

　着替えた桜子の姿は、白衣を羽織り、メスを胸に何本も突つき刺さされたブラウスとスカートという、女医のお化けであった。どうやらナースのエリーズとセットらしい。エリーズは今もナースとしてお客を驚かせる役を続けており、花凜と桜子はお客に構わず大声で言い合っているが、近くを通った人は別の意味で驚いているかもしれない。

　桜子ははぁとため息をついた。

「ああ、もうよろしいですわ。それで何か用なのですか、勇？」

「う、うん。実はちょっと頼たのみたいことがあって」

「頼みですか？……！　も、もしかして、一いつ緒しよに休憩を取ることですか？　し、仕方ないですわね、もう少しで休憩ですので……」

「いや、ごめん、そうじゃないんだ。桜子。君の力を、貸してほしいんだ」

「え……？」







「というわけで、彼らに協力してもらおうと思うんだ」

　Ｄ組に戻もどった勇は、連れてきた人々をクラスメイトに紹しよう介かいする。

　探たん偵てい俊介、クノイチ琥珀、悪あく魔ま倉田と、天使や妖よう精せいとなったＣ組生徒。それからドクター桜子とエリーズ看護師、その他ほかお化けの装いのＢ組生徒。いずれもＤ組に負けず劣おとらずのコスプレイヤー達だ。

　真一が聞く。

「鶴殿さん達に、接客を手伝ってもらおうってのか？」

「うん。Ｈ組の時間帯で変わるものに対たい抗こうするには、これがいいかと思って」

　Ｄ組のクラスメイト達に違うコスプレをさせてみることも考えたのだが、寸法の問題などもあるし、今からそれをやるのは難しい。ならば、せめて新しい顔ぶれを投入できればと、勇は思ったのだ。

「だけど、それで鶴殿さん達はいいのか？」

　桜子はコクリとうなずく。

「ええ、構いませんわよ。その代わりですけど、私達のお化け屋敷の宣伝させてもらいますわ」

　俊介が続く。

「僕達Ｃ組もね。ちょうどもっと宣伝場所がないかと模も索さくしていたところだったんだ。僕達にも十分にメリットがあることだから、喜んで手伝わせてもらうよ」

「なるほど、そういうことか」

「それで真一、サービスの宣伝の方はどう？」

「芦川と日下達に回ってもらってるよ」

「じゃあ、コスプレに新キャラ登場という宣伝も加えてもらおう。みんな、よろしく頼むよ」

　はーいと、クラスメイト、桜子達が返事をする。

　勇もさっそく、自分も宣伝活動に参加しようとするが、そこで花凜が難しい顔で黙っているのが見えた。

「ん、どうしたの、花凜？」

「……いえ、何でもないわ。私も一緒に宣伝してあげる」

「そう？　うん、ありがとう」







　それから二時間が経過する。

　勇が打ち出した、Ｈ組への対抗策。その効果は……それほど目覚ましい結果は生み出していなかった。

　女医お化けの桜子が、指名してきた男性客にパフェを運んでいた。

「お待たせしました。こちらの方もよろしくお願いしますわ」

　花凜と違ちがって、桜子は接客も得意らしく、なかなか様になっている。桜子はコーラをテーブルに置くついでに、お化け屋や敷しきのチラシを男性客へと渡わたしていた。

　その隣となりの席では、クノイチ琥珀も接客している。

「お待たせいたしました。クレープ二つと、コーラを二つですね」

「あれ、コーラは頼んでないけど？」

「へ？　あ、し、失礼しました。これは違うテーブルでした。あっ！」

　慌あわててコーラを運び直そうとした琥珀は、トレイを抱かかえていたＤ組の女子生徒と接せつ触しよくしてしまい、コーラが宙を舞まう。

「はっ！」

　すぐに琥珀は鍛きたえられた反射神経を発揮し、背中から床に滑すべり込んでコーラをこぼさず見事にキャッチする。おおーと、お客さんから拍はく手しゆが送られ、起き上がった琥珀は照れながら、ペコペコと頭を下げた。そして、そのパフォーマンスを見たお客が「クノイチの子、こっちの接客も頼むよ」と、指名を増やしていた。

　別のテーブルでも、エリーズが執しつ事じの娘むすめだけあってこなれた動作でお客の応対をし、また甘いマスクの俊介はさわやかな笑え顔がおで「ＬＯＶＥ」とチョコで書かれたクレープを渡し、女性客をうっとりとさせつつ、さりげなく演劇の宣伝をしていた。

　勇が打ち出したチョコ文字や指名制度、応おう援えんに頼んだ桜子達の接客は、お客さんの心を少なからずつかんでいた。

　しかし、相変わらず席は全部埋うまっておらず、お客さんの入りは微び増ぞうという程度であった。

　もちろん勇も、劇的な効果が表れるとは考えていなかった。こうして地道にできることを積み重ね、確実に効果を上げていくつもりだった。

　そのとき、入り口近くから、声が響ひびく。

「あれ、いないの、猫ねこ耳の子？」

「はい、すいません……」

　と、案内をしようとしていた女子生徒が、男性客のグループに謝っているのが見えた。

　勇はすぐにそこへ向かう。

「どうしました、お客様？」

「あ、内藤くん。お客様が猫耳衣装の、町まち田ださんを指名したんだけど、今、町田さん休きゆう憩けい中で」

「……そうか。すみません、お客様。今、ご指名のものは外れていまして」

「そう。ああ、じゃあ、あの人は、メイド服着たお下げの子」

　と、別の男性客が聞いてくる。おそらく芦川のことだった。だが、芦川は今、外回り中だった。

「すみません、そのものも、今外回り中でして」

「そうなの？」

「他なら……」

「いや、じゃあいいよ。行こうぜ」

　と、男性客グループは行ってしまった。

　女子生徒が言う。

「お客さん逃のがしちゃったね。実は、これで三回目なんだよね」

「うん。指名制にするリスクだね。わかってはいたんだけど……」

　目当ての相手がいなければ、その客は帰ってしまう可能性はもちろんある。うまく別の相手を指名してもらえるようにできればいいのだが、今回はその別の相手すらおらず、お客を落らく胆たんさせてしまった。

　だが、こればかりはいい方法がなかった。クラスメイト達に、休憩も取らせず接客をさせ続けることはできなかった。しかも町田の場合、笑顔の可愛かわいい彼女は客受けが良く、ただでさえ予定の時間を延長して接客をしてもらい、さっきようやく休憩を取ったところなのだ。人気だからと、これ以上無理を強しいることはできなかった。

　そのとき、日下が勇のもとに駆かけてきた。

「内藤くん！」

「ん、どうしたの、日下さん？」

「今、Ｈ組見てきたんだけど、あっちも、指名制度やってたよ」

「あっちも指名制を？」

「たぶん、俺達を偵てい察さつしたんだろうな」

　と、厨ちゆう房ぼうにいた真一がこちらにやってくる。

「三十分くらい前、Ｈ組の生徒がここにきてたんだよ。見るだけで、何も買わずに帰ったから変だと思ったんだ」

「……そうか」

　真似まねするのは卑ひ怯きようだ、なんて子供じみたことを言っても意味はなかった。いいサービスと思えばたとえ真似というそしりを受けても、遠えん慮りよなく取り入れることは、百合山紫苑にとって当然のことなのだろう。

「どうする、勇？　何か他に方法打ち出さなきゃダメじゃないか？」

　その通りだった。しかし、勇は他には何の方法も思いつかなかった。そもそもこちらの指名制でさえ、改善しなければいけない点があるのに……、

「大だい丈じよう夫ぶよ、勇。私にいいアイデアがあるから」

　そう言いながら真一の背後から現れたのは、花凜だった。

「花凜……」

　花凜はニヤリと笑いながら続ける。

「『軍の指揮官にとって最も重要な資質は想像力である』と、マキャベリの言葉にもあるわ。何も相手と同じ土俵で勝負する必要はないのよ。ここは、この私が一ひと肌はだ脱ぬいであげるわ」







　Ｈ組の教室の中、百合山紫苑は、厨房の奥の椅い子すに、膝ひざに手を乗せた姿勢で、静かに腰こし掛かけていた。

　紫苑の周囲では、ホール係の生徒が、魔ま法ほう少女や騎き士し、ロングコートのガンマンや丈たけのやたら短い制服など、アニメキャラに扮ふんして、接客に励はげんでいた。

　三種類用意した、時間で変わるコスプレ衣装。一人一着の衣装を用意しているＤ組に比べ、単純計算で三倍のコストがかかることになるが、紫苑は店の装そう飾しよくを質素にすることと、接客係の人数を絞しぼることで、その費用を抑おさえていた。そもそも他のクラスはホール班の人数を多くしすぎの傾けい向こうがあり、その分外回りや厨房を増やした方が効率的だ。効果的な人員の配置も、店の運営では重要なことだった。

　すると、魔法少女を装った女子生徒が、紫苑に近づいてくる。

「紫苑ちゃん。指名制度のサービス、お客さんの評判いいよ」

「はい、いいサービスですから」

「Ｄ組のパクリじゃんって言う人もいるけどね」

「それくらいは受けるです。だけど、お客さんは意外とそういうことは気にしないものです。オリジナルであろうと、真似であろうと、大事なのは満足できるかどうかですから。むしろ、そしりを受けるのがいやだからって、いいサービスを取り入れない方が、お客様に対する裏切りと思います」

「なるほど、確かにその通りだね、さすが紫苑ちゃん。でも、Ｄ組は他のクラスの人を、宣伝できることを条件に、手伝うことまでしてもらってたね。それには、私達は手を打たないでよかったの？」

「他店での宣伝は特に禁止されてないです。わざわざ協調関係を築いて行わないでも、勝手にやればいいです」

　そこまで詳くわしく把は握あくはしていなかったが、おそらく他ほかのクラスに協力を頼たのんだのは内藤勇が考えたことだろうと、紫苑は踏ふんでいた。

　準備期間からずっと思っていた。競争相手と協力し合うなんて、手の内をさらすことにしかならない。その結果はすでに明らかだった。Ｄ組はもちろん、他のクラスもガードが甘く、紫苑は造作もなく手の内を知ることができ、そしてこうして、他のクラスを上回る成果をあげていた。

　正直、紫苑はぬるま湯につかっている気分だった。どのクラスも、競争するという意味を、まったく理解していないとしか思えなかった。一位を決めるイベントがあるにもかかわらず、だ。その意味では、紫苑は少し花凜には期待していたのだが、今のところは拍ひよう子し抜ぬけであった。

　と、そのときだった。

　紫苑の耳に、メニューを見ていた男性客の会話が聞こえた。

「おい、クレープ買うなら、何かあっちのクラスが面おも白しろいサービスやってるらしいぞ」

「へぇ、そうなのか？　じゃあそっちに行ってみるか」

　男性客はクレープを買わずに、教室を出ていった。

「……面白いサービス？」

　紫苑は立ち上がる。客が商品を買わずに店を出ていく、それがわずか一組であろうと、紫苑は軽視したりはしない。どんな小さな異変でも、まずは確かく認にんするのが紫苑の信条だ。

「あ、紫苑ちゃん？」

　女子生徒の呼び声には答えず、紫苑は廊ろう下かへと出る。クレープ、といえばＤ組しかなく、紫苑は早足で向かう。

　Ｄ組の教室は、昼過ぎに確認したときよりも、多くの客が集まっていた。紫苑は、お客が順番待ちをしているドアを通り過ぎ、テイクアウト客のための奥側のドアから教室の中へと入った。

　その途と端たん、紫苑は目を丸くする。

　教きよう壇だんの机に座る花凜、その周りに集まるお客、そして黒板に書かれた、おそらく花凜がやっているサービスらしき内容を見て。

「……マリア・テレジアの人生相談？」

　と、チョークで書かれていた。

　花凜の声が、教室内に響いた。

「太だ宰ざい治おさむの言葉に、こうあるわ。『愛はこの世に存在する。見つからぬのは愛の表現である』とね。それだけ愛情を表現するのは難しいってことよ。だから、彼氏の態度が素そっ気ないとしても、あなたへの愛情が冷めたとは限らないわ。表現したくてもうまくできないのかもしれないし、あなたが探せば、ちょっとした仕草や言葉の中に、愛情を探すこともできるんじゃないかしら」

「なるほど。いいこと言うね。ふふ、ありがとう。参考になったよ」

　相談者らしき女性客が、笑顔でそう応じた。

「はい、それじゃ次の人どうぞ」

　男性客が花凜に相談する。

「ええと、実は俺、仲のいいある女性に告白しようと考えてるんだけど、彼女がどう思っているかわからないし、断られたとき、彼女と気まずくなって今の関係も壊こわれるかと思うと、なんだか怖こわくて……」

「確かに断られる可能性を考えると怖くなるかもしれないわね。だけど、あなたはそうして、可能性を限定していないかしら」

「可能性を限定？」

「まず断られない可能性。それから断られてしまっても、気まずくなるとは限らない可能性。そして、彼女が告白を待ってる可能性と、早く告白しなければ、愛あい想そうを尽つかされてしまう可能性よ。告白しないことが、反かえって嫌きらわれる可能性を生んでいるかもしれないのよ」

「反って嫌われる可能性……それは考えてもみなかった」

「マーク・トウェインの言葉にもこうあるわ。『人生に絶対確実なんてあり得ない。ただチャンスがあるだけだ』ってね。チャンスとは、自分の可能性の数々よ。いろんな可能性を考えて、チャンスを見いだしてみたらどうかしら」

「君の言う通りかも。面白いね。マリア・テレジアを名乗るだけあって、鋭するどいことを言うな」

　お客達から、はははと明るい笑いが漏もれる。

「あら、百合山さん。あなたもいらしてたのね」

　そう紫苑に話しかけてきたのは、胸を大量のメスで突つき刺さされた女医だった。

「桜子さん。……ずいぶん、おかしな格好をしてるですね」

「Ｂ組のお化け屋や敷しきをよろしくですわ。それよりも、どうですか、あの催もよおしは？」

「……恋ヶ浜さんは、一体何をしてるですか？」

「書いてある通り、人生相談ですわよ。商品を買ってくれた人は誰だれでも、女じよ帝ていマリア・テレジアに扮した彼女に、相談事ができるというサービスだそうですわ。お得意の、偉い人じんの言葉をうまく使ってるようですわね」

「……マリア・テレジアが、なぜ太宰治を知ってるのでしょうか」

「そういう細かいことは言いっこなしですわ。シャクですけど、花凜のああいう誰も思ってもみないことをする発想と、それを即そく実じつ践せんできる知識と行動力には、いつも感心させられますわね。百合山さんもそうお思いになりません？」

「……」

「ともかく、お客を取り戻もどすことに成功していますわね。おかげで私達のお化け屋敷の宣伝効果も高まりましたわ。さすがに百合山さんも、これは真似できないでしょう？」

　すると紫苑は、微笑ほほえむ。

「？　何か愉ゆ快かいなことでもありましたか？」

「はい。……これくらいはしてもらわなければ、です」

　そう言い残し、紫苑は教室から出ていった。







「恋ヶ浜さんらしいよな。人生相談とは、考えもしなかったよ」

　大いに盛せい況きようの様子の、花凜の人生相談サービスを見て、真一が笑いながらそう言った。真面まじ目めな人生相談、という感じではなく、物もの珍めずらしさと、花凜のキャラクター性で受けているようだが、ようは盛り上がり、集客できればそれでよく、その成果は申し分ないものであった。

「相手の土俵に乗る必要はない、まさにその通りだな。さすがは恋ヶ浜さんだ。困ったときは、やっぱり彼女しかいないな」

「うん……」

　と、勇は小さく返事する。

「ん、何だよ？　反応悪いじゃねーか。いつもなら、恋ヶ浜さんの活かつ躍やくだったら、お前が一番喜ぶのによ？」

「え？　あ、いや、もちろん、喜んでるよ……」

　だが、勇は自分でもわかっていた。

　そう答える自分の表情は、とても喜んでいるようではないんだろうな、と。







　水無月祭の一日目が無事終しゆう了りようし、帰宅した勇は、胡桃とともに今日の反省会を行っていた。

「Ｄ組、Ｅ組、Ｈ組の一位争い。一日目の結果は、やっぱりそうなったみたいだね」

　勇の部屋、占せん領りようしたベッドに寝ねそべり、メモ帳を見ながら、胡桃がそう言った。メモ帳には、水無月祭人気投票の、一日目の結果が書いてあった。




　Ａ組『あみ』が、一四八。

　Ｂ組『ホラー、今あなたの後ろに』が、一六二。

　Ｃ組『早すぎた殺人と七人の暗殺者』が、一八四。

　Ｄ組『ＬＩＫＥ　ＹＯＵ』が、二五六。

　Ｅ組『その場限りの恋こい人びと同士』が、二二三。

　Ｆ組『ＧＯＲＡＫＵ』が、一四〇。

　Ｇ組『緊きん急きゆう調査、水仙学園生徒の声』が、一二二。

　Ｈ組『ポピュラー』が、二六二。




　計算すると、一日目は一四九七人が投票してくれたようだ。水無月祭の来場者数は、二日間の合計で毎年約五千人で、投票に協力してくれるのはその中の六割、三千人くらいであると胡桃が調べており、だいたい予想通りの数字であった。

　水無月祭人気投票は、選挙管理委員ではなく、生徒会が管理していた。もともと何代か前の生徒会が、選挙が盛んな水仙学園なのだから、学園祭でも人気投票をやってみようと、イベントとして企き画かくされたもので、そのまま恒こう例れいとなっていたのだ。ゆえに投票所も生徒会室、管理と開票も生徒会が行っていた。たださすがに千を超こす票を数えるのは生徒会だけでは困難で、何人かのボランティアの生徒にも手伝ってもらっている。やや管理の甘さがあるが、そこはやはりイベントであるということであり、投票用紙も、各部門の出し物で、それぞれ一番であると思うものに丸を記入するという、簡略的なものであった。

「Ａ組の飲食店はコスプレもなしだから、ＤとＨには及およばないね。Ｂ組のお化け屋敷は、桜子さんには悪いけど、無難なでき以上にはなってないし。Ｃ組の演劇は……ちょっとシュールだった。Ｆ組の娯ご楽らく場はまずまずだったし、Ｇ組のアンケート調査は学園関係者以外には通じないね。盛況だったフィーリングカップルのＥ組、そしてお客さんの入りがよかったＤ組とＨ組が上位っていう結果は、妥だ当とうだね」

「……」

　勇はじっと天てん井じようを眺ながめていた。

　次の瞬しゆん間かん、バフッと、勇の顔に枕まくらが飛んでくる。

「おわっ。……ちょっと、何すんの、胡桃？」

　枕をどけると、ベッドの上で胡桃がにらんでいるのが見えた。

「私の話、全然聞いてないでしょ？」

「……聞いてたよ。Ｄ、Ｅ、Ｈが一位争いしてるんでしょ」

　と、勇は気のない声で返事をした。

　胡桃がため息をつく。

「そんなに不満に思うことないと思うけどな」

「……」

「結果的には、いい勝負してるんだし。兄さんも、何もしなかったわけじゃないでしょ」

「……それじゃ、ダメなんだよ。だって、これじゃ今までと同じじゃないか。結局、花凜の力なんだから。僕が、やらなければいけないのに……」

　最後の人生相談サービスで、お客は増していた。印象としてもかなりのインパクトがあっただろうし、成果は数字で出ている。

　だけど、勇がやったことではなかった。

　すべて花凜のアイデアと知識によるものだった。勇がやったのは、正直どれほど効果が上がっていたのかは定さだかではないものだけだった。これでは、勇の力を示すことには、全然なっていなかった。

「……しょうがないな。だったら兄さんのために、頼たよりになる可愛かわいい妹が、力を貸してあげるよ。兄さんが活躍できる場所を、教えてあげるね」

「……活躍できる場所？」

「ふふふっ。兄さん、私が準備期間中、何をしてたか見てたでしょ？」

「準備期間中に胡桃がしてたこと？……確か、部屋でお菓か子し食べながら、パソコンいじってゴロゴロしてたね？」

「そのパソコンで何をしてたかってことだよ。私の得意なことを忘れた？」

「得意なこと……嗜し虐ぎやく的な性せい癖へき？」

「そっちじゃなくて、情報分ぶん析せきの方だよ。水無月祭の資料集めて、人気投票にどんな傾けい向こうがあるのか調べたんだよ。その結果、有益なデータが得られたんだから。勝利の秘ひ訣けつは、生徒会イベントにあり、だよ！」

「生徒会イベント……ああ、明日の午前にやるやつか」

　水無月祭には、毎回生徒会が主しゆ催さいをするイベントがある。宝探しゲーム、ジャンケン大会など、その年によってさまざまであり、確か今回は、クイズ大会であった。

「何でそれが勝利の秘訣に？」

「優勝した人のクラスには、ご祝しゆう儀ぎ票が投じられることがわかったんだよ」

「ご祝儀票？」

「優勝した人は、最後に勝利者インタビューがあるんだ。言うことなんて限られてるから、誰でもだいたい、ウチの出し物をよろしく的なことを言ってるみたい。するとね、本当にその出し物に票が多く入るんだよ」

「そうなの？」

「生徒会イベントは、大勢の人が見てるから、どこに投票するか迷ってる人は、じゃあイベントで頑がん張ばってたからあそこに入れようか、みたいな考えになるんじゃないかな。水仙学園の先せん輩ぱい達に聞いたら、結構知られている話みたいだし、データでも、毎年、生徒会イベントの優勝者の出し物が、上位に食い込んでるのを確かく認にん済みだよ」

「なら、僕がそこで優勝すれば……」

「うん。確実に、恋ちゃんの力になったと言えるよ。他ほかでもない、兄さんの力でね」

　勇は胡桃に近づき、手を握にぎる。

「ありがとう、胡桃。やってみるよ。生徒会イベントで、優勝してみせる！」

「うん、頑張ってね。……ただし。その前に、兄さんにはやらなきゃいけない重大なことが一つ、あるけどね」

「重大なこと？　何？」

　胡桃は勇の手をほどくと、手のひらを開いた。

「新しい軍資金ちょうだい。今日、もらったの全部使っちゃった。明日は中等部の友達と一いつ緒しよに行く予定なんだ」

　勇は笑え顔がおで支し払はらった。
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　水み無な月づき祭さいは二日目も、心地ここちよい天気に恵めぐまれていた。

　時刻はまもなく、イベント開かい催さいの十時半。中庭のステージ周辺には、クイズ大会に参加するため、百人近くの人が集まっていた。周りはイベントを見にきた観客が囲んでおり、そこにはテレビカメラとマイクを携たずさえる一団も交じっていた。敏とし臣おみが話していた、取材にやってきたテレビ局の人間だ。

　そして、参加者の中に、タキシードを着た勇ゆうもいた。

　クラスメイト達にイベントの優勝が票につながることを説明し、勇は休きゆう憩けいをもらっていた。今は喫きつ茶さ店てんは芦あし川かわと日下くさかを中心に運営してもらっており、勇の他にも、Ｄ組のクラスメイト数名も大会に参加している。クイズならば、知識の豊富な花か凜りんに参加してもらった方がいいのだろうが、彼女は人生相談サービスを始めたことで、この時間は都合がつかなくなってしまった。だが、勇としては反かえって都合がよく、やはりここは勇が活かつ躍やくしたかったのだ。

「ふふふっ、クイズは私の得意分野ですわ。この勝負、もらったも同然ですわね！」

「期待してる、さっちゃん」

　と、勇の隣となりにいた桜さくら子ことエリーズが言う。彼女達も昨日に引き続き、お化け屋や敷しきの宣伝のため、女医とナースを装っている。

　彼女達が側にいるのは、偶ぐう然ぜんではなかった。中庭で会ったのはたまたまであったが、その後、勇は桜子達と、とある約束を交かわしたのだ。

「桜子、エリーズ。君達が協力してくれて、心強いよ」

　桜子は顔を赤らめる。

「ま、まぁ、大したことではありませんわ。決勝の前までの協力ですからね」

　約束とは簡単で、優勝を決定するクイズとなるまでは、三人で協力して問題を解いていこうということだった。まだ具体的にどんなクイズになるかは発表されていないが、協力してはいけないという規定はなかった。

「でも、僕としてはありがたいんだけどさ、協力相手は本当に僕なんかでいいの？　自慢じゃないけど、僕はクイズ、得意じゃないよ？　一応、昨日一いち夜や漬づけで、胡桃くるみからもらったクイズの問題集を丸暗記してきたけど」

「あ、あらそうなの？　そ、それなら十分ですわよ。私にも足りない知識があるでしょうから、勇にも期待させてもらいますわ。それが協力というものですから」

　桜子がそう言うと、エリーズが続いた。

「私は思い出作り」

「思い出？」

「さっちゃんと勇と、学園祭で楽しい思い出、作る」

「ああ、なるほど。確かにいい思い出になりそうだね」

　エリーズが桜子に振ふり向く。

「さっちゃんも？」

「え？　べ、別に私は勇との思い出が作りたいとか、そんなことではありませんわよ。さ、さっきも言った通り、純じゆん粋すいに勝つためだけですわ！」

「……素す直なおじゃない」

　少し焦あせった様子の桜子に、エリーズがため息交じりにつぶやく。

「ともかく、そうだね、丸暗記の問題の他には、僕はスポーツだったら、それなりかな」

「私、歴史」

「私はやはり芸術関係が得意ですわね」

　そのとき、中庭に間延びした声が響ひびき渡わたった。

「どうもみなさん、お集まりいただき、ありがとうございますぅ」

　集まっていた人々が雑談をやめ、ステージを注目する。

　ステージの中央には、まさにそののんびりとした声に似つかわしい、朗ほがらかな笑顔を浮うかべる女子生徒が、マイクを持って立っていた。

　桜子の従姉いとこにして、水すい仙せん学園生徒会長、鶴つる殿どの菊きく乃のだ。

「定刻となりましたので生徒会イベント、『集つどえ青春、吹ふき飛ばせ梅雨つゆ空ぞら、初夏を彩いろどる知識の祭典、チキチキ水無月祭クイズ大会』を始めたいと思いますぅ」

　パチパチと、盛大な拍はく手しゆが送られる。

「ルールの説明をしますねぇ。問題はすべて○×です。みなさんには○か×かを選んでもらって、間ま違ちがえた人は即そく失格、ジャンジャン敗北者を排はい除じよしていき、最後まで残っていた人が優勝という感じです。単純明快ですねぇ。おわかりいただけましたか？　何か質問のある方、おられますか？」

　と、菊乃がうかがう。非常にざっくりとした説明ではあったが、その分わかりやすくもあり、参加者から質問は出なかった。

「それなら、さっそく問題に入りましょう。お集まりのみなさんは、○と思ったらこちら、×と思ったらそちらに移動してくださいねぇ」

　菊乃が手で示すと同時に、生徒会役員の生徒がステージ脇わきから出てきて、勇から見て左手側の生徒が『○』と書かれたパネル、右手側が『×』と書かれたパネルを持ち、上へと掲かかげた。

「では、第一問ですぅ」

　参加者達が、固かた唾ずを吞のんで菊乃の言葉を待つ。

「徳川家康が、江え戸ど幕ばく府ふを開いたのは一六〇三年である……」

　意外と簡単な問題だった。参加者はみな、○の方へと移動しかけるが、

「というのが定説ですが、では家康の誕生年は、一五四一年である、○でしょうか、×でしょうか」

　と思ったら、かなり難度の高い問題であった。

「ちなみに、携けい帯たい電話で調べるのは反則ですので、参加者のみなさんは携帯は手に持たないでください。たとえ電話やメールでも、携帯に触ふれたら即そつ刻こく退場してもらうので、お気をつけくださいねぇ」

　残念ながら、勇にはわからない問題であった。歴史の問題は、エリーズが得意だと言っていた。勇はエリーズに振り向く。

「エリーズ、どう、わかる？」

　エリーズが少し考えてから答える。

「×」

「そうなのですか？」

「家康の誕生、秀ひで吉よしの六年後。秀吉の誕生、一五三六年。だから、家康、一五四二年のはず」

「よし、じゃあ、×に行こう」

　勇達は×へと向かう。参加者達も、ぞろろぞろと移動を始めていた。

　やがて参加者の移動が終わる。勇が見たところ、○にも×にも、だいたい同数の人数が集まったようであった。

「はぁーい、みなさん移動は終わりましたね。それでは解答です。正解は……」

　参加者が、菊乃の言葉をじっと待つ。

「×です。家康の誕生年は、一五四二年でした。×の人、見事正解です。○を選んだ人は残念ですが失格ですねぇ」

　まさしくエリーズの言う通りだった。ああーっと、○を選んだ人からは悲ひ嘆たんの声が、×を選んだ人からはおおーっと、歓かん喜きの声が上がった。

　桜子がコクリとうなずく。

「さすがですわね、エリーズ。この調子で三人で協力して、問題を解いていきますわよ！」







「ユゴーの言葉に『愛することとはほとんど信じることである』という言葉もあるわ。もう少し、相手のことを信じてあげてもいいんじゃないかしら」

「……そうですね。わかりました、そうしてみます。ありがとうございます」

　そう言ってお客は花凜に頭を下げると、満足した様子で離はなれていった。

　Ｄ組の教室、教きよう壇だんの机に座って、花凜は人生相談サービスを続けていた。

　すると、相談者が途と切ぎれ一段落ついたとき、花凜を呼ぶ声がする。

「恋こいちゃん」

「ん？　ああ、胡桃」

　花凜の仕事が終わるまで待っていたのだろう、胡桃がタタタと近づいてくる。彼女の後ろには、水仙学園中等部の制服を着た、三人の少女達もいる。

「後ろの子達は、お友達？」

「うん。忙いそがしそうだね、恋ちゃん」

「おかげ様でね。……今日は、姉さんは一いつ緒しよじゃないの？」

「うーんと、時間があったら、昼頃ごろに寄るかもしれないって言ってたかな。恋ちゃんは、何も聞いてないの？」

「ええ。昨日は遅おそくまで帰ってこなかったのよね、姉さん。だから、話できなくてね」

「そっか。……恋ちゃんは、クイズ大会出なかったんだね」

「まあね」

「兄さんのために？」

　花凜はクスリと笑う。

「いいえ。忙しかったからよ」

「ふふ、そうなんだ」

「胡桃も、勇のためにいろいろやってあげてるようね」

「うん。その価値はあるよ。兄さんだからね」

「そう。ただね……」

　花凜はそう言って腕うでを組むと、難しい顔になる。

「ただ？」

「……いえ、何でもないわ。お友達待たせてしまってるわね。私はいいから、みんなと楽しんできて、胡桃」

「うん、わかった。じゃあまた後でね」

　と、胡桃は友人達のもとへ戻もどっていった。

　花凜は窓の方へ顔を向けた。マイクを通して、生徒会長の菊乃のものらしい声が、小さく響いていた。







「それでは、集え青春、吹き飛ばせ梅雨空、初夏を彩る知識の祭典、チキチキ水無月祭クイズ大会、決勝ラウンドに入ります。決勝に残ったのは、この六名ですねぇ」

　ステージ前に立つ六名に向かって、その周りを取り囲んでいた観客がパチパチと拍手を送った。

　クイズ大会は、「ミュンヘンオリンピックの開かい催さい年は一九七二年であるか」（正解は○。勇が知っていた）、「画家のルノワールの長男は映画監かん督とくであるか」（正解は×。長男は俳優で、次男が映画監督。桜子が知っていた）など、かなり難しい問題が頻ひん出しゆつし、参加者達は大いに苦戦した。勇、桜子、エリーズは三人の知識を合わせ、何とか決勝へと上がっていた。

「勇。エリーズ。私達の協力は、ここまでにしましょう」

　と、桜子が二人に言った。

「ここからは、お互たがい敵同士ですわ」

「うん。この辺が頃ころ合あい」

「そうだね。ここまでありがとう、桜子、エリーズ」

　勇とエリーズはうなずいた。

　残りのライバルは三人は、いずれも水仙学園の生徒だった。大会には水仙学園の生徒以外の、一いつ般ぱん客きやくも参加していたのだが、難易度の高さに、一人も残ることができなかった。まず一人は、三年Ｇ組の坂さか口ぐちという男子生徒。眼鏡をかけた、いかにも勉強が得意そうな先せん輩ぱいだった。もう一人は二年Ｆ組の女子生徒、有あり川かわ。勇はさっき彼女と友人達の会話を耳にしていたが、どうやら面おも白しろそうだからと参加し、適当にやってたら、たまたま残った様子だった。もちろんクイズには、そういった運の強さも勝つために必要であった。

　そして、最後の一人は、

「……百合ゆり山やまさん。君も参加していたんだね」

　話しかけられた紫し苑おんは、ニッコリと微笑ほほえむ。

「はい、生徒会イベントでの優勝は、票につながると聞きました」

「君もやっぱり知ってたんだね」

「宣伝はビジネスではとても重要な要素です。全力で勝ちに行くです」

　紫苑が参加し、こうして決勝に残っている以上、勇も負けるわけにはいかなかった。

「それでは決勝ラウンドを始めます。ですが、その前にルール変へん更こうです。次の問題は、パネルのある側へ移動するのではなくて、このシュークリームを食べてくださいねぇ」

　菊乃の合図とともに、六名の参加者の前に、それぞれトレイを持った二人の生徒会役員がやってくる。どちらにも六つのシュークリームが置いてあり、トレイには片方には「○」、もう片方には「×」と書かれた札がそえてある。

「正解だと思った方のシュークリームを選んでください。不正解の方は辛から子しが大量に入ってますぅ」

「ちょっと待ってくださいよ、お姉様！」

　ステージの上の菊乃に向かって、桜子が叫さけんだ。

「何ですか、桜子？」

「何で突とつ然ぜん罰ばつゲームみたいになってるのですか⁉」

「初めからその予定でした。その方が楽しいでしょう？　シュークリームには限りがあるから、六名に絞しぼれたので、ようやくできるのです。では、異論もないようなので始めましょう。それでは問題です。スペイン語を話す人間が最も多いのはスペインである。○でしょうかぁ、×でしょうかぁ」

　勇は心でよし、と叫んだ。

　この問題は、昨日胡桃からもらった問題集で知っていた。スペイン語なのだから当然スペインと思えるが、実はメキシコであると、問題集に載のっていたのだ。

　勇は、「×」のトレイのシュークリームを取る。ライバル達も、それぞれシュークリームを取った。

　○を選んだのは、坂口、有川、エリーズ。×を選んだのは、勇、桜子、紫苑だ。

「みんな選びましたね。それでは召めし上がってください。遠えん慮りよはいけませんよ、がぶりと勢いよくどうぞぉ」

　参加者達は、パクッと、シュークリームを口にする。

　次の瞬しゆん間かん、坂口、有川、エリーズがもだえた。

「「「あはあああああ！」」」

　同時に菊乃の軽かろやかな声が響ひびく。

「はい、正解は×ですねぇ。メキシコの方が、スペイン語を話す人口が多いんです。意外ですよねぇ」

　坂口は辛からさのあまりにその場にのたうち回り、有川は砂さ漠ばくをさまよう人のように手を伸のばして「み、水を……」とうめき、エリーズはプルプルと身を震ふるわせて地面に膝ひざをついた。

「え、エリーズ！」

　桜子が、苦しむ友人に駆かけ寄る。

「さっちゃん……後は……お願い……」

　ガクリと、エリーズが崩くずれ落ちた。桜子は叫ぶ。

「エリーズぅぅぅ！　うう、わかりましたわ、あなたの犠ぎ牲せいをムダにはしませんわ！　後は任せなさい！　あなたの仇かたきは、必ず討うちます！」

「いや、死んでないし、誰だれが仇になるの……」

　倒たおれるエリーズはナイフで刺さされたナースの格好なので、リアリティはあった。

　敗れた三人が係の生徒に強制退場させられていくと、再び菊乃の声が響いた。

「残り三名ですねぇ。では続いての問題です。次は、○のフィッティングルームか、×のフィッティングルームに入ってください」

　ガラガラとキャスターを回転させながら、フィッティングルームが四つ、ステージ前に運ばれてくる。二つはカーテンの中央に「○」と書かれ、もう二つには「×」と書かれた紙が貼はられていた。

「また違ちがうものになるのですか⁉　今度は一体なんですか、お姉様⁉」

「ルームに入ると、係の女子生徒が、アイマスクをつけて、さらに全身タイツに着き替がえさせます。正解は無地のタイツですが、不正解はとっても恥はずかしいタイツになってますよぉ」

「……お姉様、何だか楽しそうですわね……」

「それでは問題です。東京二十三区で一番面積が広いのは世せ田たが谷や区である。○でしょうか、×でしょうか」

　これは勇にはわからない問題だった。世田谷は広い印象があるから、○だろうか。いや、いかにもそのように思えるからこそ、×だろうか。考えても答えは出なかった。勇は、山やま勘かんで選ぶことにする。

　決断した勇は、×のフィッティングルームへと入る。紫苑は同じ×のルーム、そして桜子は○のルームへと入っていくのが見えた。

　説明の通りフィッティングルームの中で、勇は女子生徒二人にアイマスクをつけられると、服を脱ぬがされ、タイツに着替えさせられた。女子生徒はその上にさらに何かを羽織らせてから、アイマスクを外してくれる。タイツの上に羽織らされたのは、全身を隠かくすマントであった。そのため、まだ正解か不正解か、勇にはわからなかった。

　勇はフィッティングルームを出る。続いて、同じくマントを羽織った、紫苑と桜子もルームから出てきた。

「準備できましたねぇ。それでは正解の発表です。係の方、思い切ってマントをはぎ取ってください。どうぞぉ」

　菊乃に促うながされ、傍かたわらに立つ係の女子生徒が、勢いよくマントを引っ張った。

　勇は自分のタイツを見る。茶色の無地だった。隣となりを見ると、紫苑も同様だ。

　ということは、と、勇は反対側に顔を向ける。

　その瞬間、観客から歓かん声せいが沸わいた。

「おおおおお！」

　なぜならば、桜子が着せられたタイツは、貝かい殻がらで大事な部分を覆おおった、裸はだかの女性の体が描えがかれたものだったからだ。

「へ？……！　きゃ、きゃああああ！」

　反射的に桜子は大事な部分を手で隠す。

　周囲にいた男子は、桜子の姿をカメラや写メに写しまくる。肌はだ色いろでぴったりと体にフィットしているそのタイツは、本当に貝殻水着の格好をしているように見えた。

「正解は×、一番は大田区です。ああ～、桜子を辱はずかしめてしまいましたねぇ。ごめんなさい、だけどゲームだから、許してねぇ」

　と、さほど悪びれた様子もない菊乃の声が響く。体をもじもじとさせる桜子に、容よう赦しやなく男性陣じんはシャッターを切り続け、テレビ局のカメラも向けられていた。

「これで残り二名になりましたねぇ。いよいよ、優勝者を決める対決です」

　と、菊乃の声が響く。紫苑が薄うすく微笑んで勇に言った。

「内ない藤とうくん、これで一いつ騎き討うちです。正々堂々戦いましょう」

「ああ、もちろんだ」

　勇と紫苑は視線をぶつけ合う。二人ともタイツ姿なので、その真しん剣けんさが周囲に伝わっている保証はなかったが。

「決勝は、タイツ姿のままで行ってもらいます。最後は、これです」

　菊乃の声と同時に、カラカラと何かが運ばれてきた。

　それは、タライをつり上げてあるポールであった。タライには地面まで伸びたひももついていた。続いて生徒会役員の生徒が、勇から見て右のタライの下に「○」、左の方に「×」と書かれた紙を置いていった。

「お二人には、どちらかのタライから伸びているひもを引っ張ってもらいます。一方には大量の墨ぼく汁じゆうが入ってますので、敗者はベチャッと、真っ黒になりますぅ」

　と、ノリノリで菊乃が説明する。タイツに着替えさせたのは、これをやるからでもあったようだ。

「それではラストクイズです。最後は運を天に任せてみましょう。墨汁が入っているタライは、お二人から見て右の方ではない。○でしょうか、×でしょうか」

　紫苑が口を開く。

「内藤くん、どうぞ。あなたが選んでもらっていいです」

「……わかった」

　勇は二つのタライを見比べる。タライの表面を確かく認にんしてみると、どちらにも墨汁が付着していた。墨汁を入れるとき、アクシデントでそれと気づかず墨汁をこぼしてしまうこともある、それでは簡単に見分けがついてしまうので、菊乃は予あらかじめどちらにも墨汁を付着させておいたのだろう。

　菊乃の言葉通り、完全に運の勝負だった。正解を争う問題だと長引く可能性もあるので、一発で勝負をつけようと言うつもりなのだろう。どのみち難度の高い問題は答えられないかもしれず、むしろこれでよかった。いわばこれは、勇がどれだけできるのか、天が判断する勝負とも言えた。

「×にする。僕は、左を選ぶ」

「なら、私は右にするです」

　勇と紫苑は選んだタライの下へと移動する。

　二人が位置につくと、生徒会役員が、墨汁が頭にかかっても大だい丈じよう夫ぶなように、二人の頭にもタイツを被かぶせた。さらに間ま抜ぬけな姿になったが、勇の心に揺ゆらぎはない。

「それでは、お二人ともグイッとひと思いに引っ張ってください」

　勇と紫苑は、同時にひもを引っ張り、タライがカクンと傾かたむく。

　そして見事に……勇は頭から、大量の墨汁を被かぶった。

　おおーっと歓声が上がるとともに、あはははっと、墨すみまみれになった勇を見て観客の笑い声が響いた。

「正解は○でした。どうぞぉ、優勝した素す敵てきな女子生徒の方は、ステージに上がってください」

　紫苑がステージへと向かっていく。勇の側を通り過ぎるとき、紫苑がニッコリと余よ裕ゆうの微笑ほほえみを見せてきた。

　ステージの中央に立った紫苑に、菊乃がニコニコと聞く。

「お名前をどうぞぉ」

「一年Ｈ組、百合山紫苑です」

「優勝した百合山さんに、盛大な拍はく手しゆをお願いします」

　パチパチパチと、惜おしみない拍手が送られる。

「百合山さん、一言どうぞぉ」

「一年Ｈ組は、『ポピュラー』という飲食店を出店しているです。お時間のある方は、どうぞお立ち寄りください」

　再び響き渡わたる拍手の音。

　墨にまみれたまま、勇は無言でその様子を眺ながめていた。テレビ局のカメラと、スマフォを構えた生徒が近づいてきて、笑いながら勇を撮さつ影えいしていた。







　一年Ｄ組の教室。

　教きよう壇だんの机に花凜は「人生相談・ただ今休きゆう憩けい中」という札を立てた。

　芦川が花凜に言った。

「ご苦労様、恋こいヶが浜はまさん」

「ええ、休憩取らせてもらうわね」

「午後からもよろしくお願いね」

　そう言うと、芦川は接客に戻もどっていく。

　さすがに一日中やるわけにはいかないので、花凜は今からお昼休みを取ることになっていた。だが、それほど忙いそがしいわけではなかった。人生相談サービスを受ける相談者の数は、最初の一時間が経たつとどんどん減っており、まぁそんなものだろうと、花凜は最初からわかっていた。物もの珍めずらしさだけが売りであり、飽あきられたらそれで終わり、リピート客はまず望めないものだった。昨日はラストの一時間にやったからインパクトを残せたようなもので、午後から人生相談サービスの人気はもっと下降していくだろう。

　二日目の現状では、Ｈ組とは最大限によく見ても五分、ゆえに現実的には負けていると見込むべきだろうと、花凜は考えていた。

　そこで、お客の会話が聞こえた。

「生徒会イベントのクイズ大会、一年Ｈ組の人が優勝したそうだよ」

「へぇ、そうなんだ。Ｈ組の飲食店、結構良かったよね。だったら私、Ｈ組に票入れてあげようかな」

　どうやら勇は負けてしまったらしい。

　これでさらにＨ組が有利になっただろう。

「それにしても遅おそいわね。何してんのかしら……」

　花凜は勇と一いつ緒しよに昼休みを取る約束をしていた。クイズ大会はすでに終わったというのに、勇は一向に教室に戻ってこないのだ。

「勇。もしかして……」

　そのとき、花凜に声がかかる。

「花凜。何やら難しい顔をしているな」

　振ふり向くと、そこにいたのは香か織おりだった。

「姉さん。きたのね」

「ああ、時間があったんでな。花凜、何か心配事か？　ひょっとして勇くんのことかな？」

　香織のからかうような口調。いつもならすぐに否定していたかもしれないが、

「ええ、そうよ。勇のこと考えてたの」

「……ふむ、そうか」

　軽口に付き合う気のない花凜を見て、香織も口調を改めた。

「ねぇ、姉さん。そろそろ教えてくれてもいいんじゃない。お父さんの真意を」

「……」

「お父さんが意味もなく、勇にあんなこと言うわけないもの。知ってるんでしょ、姉さんは？」

　香織は、ふうと吐と息いきする。

「やはり感づいていたか。ま、隠せてるとも思っていなかったけどな。しかし、説明は必要なのかな？　大方の予想はついてるんじゃないか？」

「まぁね。でも、姉さんの口から聞かせて。わからないこともあるし」

「いいだろう。とはいえ、結論から言えばいつも通りだけどな。また父さんの、悪いクセが出たんだ」







　何をしているんだろう。

　来場客の明るい顔と笑い声からまるで逃にげるようにして、勇は一人、人ひと気けのない部室棟とう近くのベンチに腰こし掛かけながら、そう思った。気づけば、いつものクセで、右手で懐かい中ちゆう時計をいじっていた。

　墨まみれになった後、勇はそのまま教室に戻らず、ここにずっといた。花凜とは昼休みを一緒に取る約束をしていたが、彼女に会う気になれなかった。

　クイズ大会に負けたことが理由ではなかった。むしろ勝たなかったことで、まだましな状態になっているのかもしれない。なまじ勝っていたら、その程度のことで、満足してしまったかもしれない。

　わからなかったのだ。

　自分が、花凜に何をしてやることのできる人間なのか、ということが。

　自分が花凜に何をしてやりたいのか、ということが。

　クイズ大会、喫きつ茶さ店てんの成功、敏臣に認められる、それらはすべて、自分の意志で花凜に何ができるのか、それを確かめるためのものだった。ところが、いざ確かめようとすれば、空回りばかり。喫茶店では結局花凜に助けられ、クイズ大会では天にも見放された。

　結果自体が問題ではない。それ以上に、勇自身がこんなことじゃない、という気がしていたのだ。

　はたしてこれで、花凜の役に立つことができていると証明できるのかと、自分で疑問を感じていたのだ。墨を被った姿を笑われながら撮影され、祝福される紫苑を見ていたとき、勇はそのことに気づいた。いや、今振り返ると、喫茶店での失敗のときにうすうす感じており、ようやく意識にまで上ったのだ。

　勇はこれまで自分の意志で、花凜に何をしたいかということを、まったく考えていなかった。本当に花凜の言う通りにやっていただけだった。

　なぜ今まで考えてこなかったのだろうか。そして、なぜ今考えているのか。いや、それは初めからわかりきっていたことだ。自信にあふれ、どんどん成長していく花凜と、何も変化することのない自分。広がっていく二人の差、開いていく花凜との距きよ離りは、いつしかその手が届かないほど、遠くになって……。

　そのとき、聞き慣れた声が響ひびく。

「黄昏たそがれちゃってるわね。お年とし頃ごろってところかしら、勇」

　振り向くと、花凜がゆっくりと近づいてきていた。

「花凜……」

「隣となり、いいかしら」

　花凜は勇の返事を待たず、そっと腰こしを下ろす。

「……どうしてここにいるって？」

「琥こ珀はくさんに調べてもらったのよ。さすがクノイチよね、すぐに見つけてくれたわ。まぁ、さほどわかりにくい場所ではなかったみたいだけど」

「そう……」

　二人はお互たがいの顔を見ず、正面に顔を向けながら、しばらく黙だまっていた。

「勇、気にすることなんてないのよ」

　と、やがて花凜がポツリと言う。

「え？」

「あなたが何を考えているのか、わかってるわ。昨日の喫茶店でもうまくいかずに、クイズ大会でも百合山さんに負けてしまったから、私のために何もできなかったって、気にしてるんでしょう」

「……」

「そんなこと気にする必要なんてないからね。……お父さんに、あなたの力を認めさせる必要なんてないのよ。お父さんは、初めからそんなこと気にしてないんだから」

　勇は振り向く。

「敏臣おじさんが、気にしてない？　それは……」

　花凜も勇へ顔を向ける。

「事実だから、はっきり言うわね。お父さんはあなたをダシに使ったの。私と百合山さんを、勝負させるために。あなたを挑ちよう発はつしたのは、それが目的だったのよ」

「君と百合山さんの勝負のため……？」

　花凜はふうと息をつく。

「もしかしたらとは思ってたんだけどね、さっき姉さんから聞いて確かめたわ。どうやらお父さんと、それから百合山さんのお父さんは、私と彼女を勝負させて、私に百合山さんを負かしてほしいみたい」

「……百合山のお父さんもかかわってるの？　でも、娘むすめを負けさせたいって……」

「百合山さんが、エリート意識が高いのは知ってるでしょ？　そのことを、彼女のお父さんは心配してるみたいなの。百合山さんのお父さんは、娘が将来リリーフーズを率いる人物に育ってほしいと願ってるわ。だからこそ、もっと多くのことを学ばせたくて、そのためには、一度敗北する必要があると考えているようね」

「……」

「百合山さんのお父さんは、私のお父さんに、お酒の席か何かで、そのことを話したみたいなのよ。お父さんにとっても、面おも白しろい話だったようね。私が政治家になったとき、リリーフーズには引き続き応おう援えんしてほしいから、リリーフーズを率いるだろう百合山さんに、今のうちに私を認めさせるのは、将来のためになるからね」

　花凜は肩かたにかかった髪かみを払はらう。

「で、お父さんは、百合山さんのお父さんに言ったのよ、なら娘が、つまり私が、水無月祭で、百合山さんを敗北させてみせようって。百合山さんがいつも学園祭に力を入れてるのは、父親と一族、リリーフーズの跡あと取とりとして、その実力を見せるためにやっていることだから、敗北させるフィールドとしては、一番だからね。……そして」

　と、花凜は一度言葉を切ってから、続ける。

「ここからが実にお父さんらしくて、腹立たしいんだけどね。お父さんは最初から、その事情を話したところで、私が百合山さんと勝負することはないだろうって、わかってたのよ。まぁ、それは合ってるわね。恋ヶ浜家と百合山家の未来のためって言われても、敗北させるための勝負なんて悪あく趣しゆ味みなこと、私は引き受けたりしなかったでしょうから。だから、お父さんはあなたを使ったのよ」

　花凜は申し訳なさそうに勇を見る。

「勇が、私のために水無月祭でＤ組を一位にさせようとするなら、私も協力するだろうと踏ふんだのよ。悔くやしいけど、その通りだったわ。もしかしたら、勇が最初は私に内ない緒しよにして進めたことだけは予想外だったかもしれないけど、まぁいずれは私も気づくと考えたんでしょうね。……つまり、そういうことなのよ。お父さんが勇を挑発したのは、全部このためだったの」

「……そうだったんだ」

「だから勇、全然気にする必要はないんだからね。変に気張って、お父さんに認められようなんて考える必要は……」

「結局、やっぱり僕はその程度のものだったんだね」

　勇は花凜の言葉を遮さえぎり、そう言った。

「……え？」

「敏臣おじさんは、僕に何も期待していなかった。せいぜい、花凜にやる気を出させることに使えればいいくらいに、思ってたわけだ。僕が大して役に立つ人間だとは、思ってなかったんだ」

「いいえ、勇、そういうことじゃ……」

「そういうことだよ」

　勇は静かに、だが強く、そう言った。

「実際、役に立ってないじゃないか。足は引っ張ったかもしれないけど」

　花凜はムッとした表情になる。

「何よ、あなたらしくもないわね、ちょっと失敗したからって、そんな卑ひ屈くつになるなんて。あなた、そんなにお父さんに認められたかったわけ？」

「違ちがうよ。そうじゃない。敏臣おじさんはもう関係ない。いや、初めからそんなのは大したことじゃなかった。僕自身がそう思ってるんだ。僕は何の役にも立たない」

「だから、そんなこと……」

「わからないんだよ」

「……わからない？」

「君に対して何ができるのか。何をしてやりたいのか。今まで何をしてきたのか。何で君の側にいるのか。このまま君の側にいていいのか。いられるのか。全部、わからない」

「……勇……」

「気づいたんだよ、今まで僕が、君にただくっついていただけだって。君の言う通りにやっていただけで、それで何かをしていた気になっていたんだって。でも、それじゃダメなんだ。いやなんだ。なぜかわからないけど、いやに、なったんだ」

「……」

「これまで僕は何も考えてなかった。そのことに無自覚だったんだ。だから、そうじゃない自分になるためには、自分の力で、君の役に立たなければいけなかったんだ。だけど、できなかった。その方法がわからないんだよ……」

　勇は押し黙った。

　ところが、花凜は口もとに微び笑しようを浮うかべた。

「ふふっ、そっか……」

　さすがの勇も、いらだちを隠かくせず言う。

「……何で笑うの」

「あ、ごめんなさい。……嬉うれしくてね」

「嬉しい？」

「だって、今まで勇は私の役に立ってくれてるのに、それを何も考えずに、無自覚でやっていたって言うから」

「……？」

　勇は、花凜が何を言おうとしているのか、わからなかった。

　そんな勇に、花凜はさらに微笑ほほえみかける。

「何も考えずに、無自覚ってことは……それが本心だってことじゃない？　意識しないでも、何も考えないでも、勇は私を助けてくれるのね」

「……」

「それから、自分の力で、私の役に立ちたいって思ってくれることもね。ありがとう。何よりも、その気持ちが、嬉しいわ」

「……だけど、思うだけじゃ、ダメなんだ。実際にできなきゃ……」

「勇、あなたは一つ、間ま違ちがってるわね」

「……間違い？」

「私の言う通りにやることが、自分の力じゃないと考えているところよ。それは違うわ。なぜなら、あなたにしか、私の思う通りのことはできないからよ。私の考えることを、あなた以上に理解している人なんて、いないもの」

　勇は黙って、花凜の言葉を聞き続ける。

「もしかしたら、誤解させてしまっているのは私のせいかもね。私はいつもあなたの力を当てにして、あなたにできることを最大限に利用して、手を貸してもらってるけど、そのことをちゃんと言ったことはなかったわね。……ねぇ、勇。この前の文化部代表評議員選挙、あなたはどうして、私を手伝ってくれたの？」

「……それは、負ければ、君はまた日本を離はなれることになるから」

「私が日本を離れることになるからって、どうして力を貸してくれるの？」

「どうしてって、君はここに残りたがっていたから……」

「何でそう思うの？」

「何でって……そう思えたからだよ。そうとしか思えなかったから……」

　花凜はコクッとうなずく。

「その通りよ。そんなの当たり前よね。だけど、それはあなただからそう思うんじゃないの？　あなたほど、私がここに残りたがることを理解してくれる人は、いないのよ。他ほかの人じゃ、すぐにはわかってくれない。あなただから、当たり前のように、私のことをわかってくれるのよ」

「……」

「あなたは本当に、自分の力に無自覚なのね。いいでしょう。だったら、私が証明してあげようじゃないの」

「証明……？」

　花凜は立ち上がると、勇をビシッと指さす。

「あなたがどれだけ、私の役に立つ力を持っているのかってことをよ。他ならない、あなただけが持つ力をね。そうして今度は私が、あなたの役に立ってみせるわ」

「花凜……」

「だいたい、私を見くびらないでよね？　私はあなたに尽つくしてもらうだけの女じゃないのよ。あなたの役に立つことだってできるんだから。……協力っていうのは、一方通行じゃないでしょう？　たまには私にも、あなたの力にならせてよ」

「だけど、証明ってどうやって……」

「もちろん、私達の喫きつ茶さ店てん『ＬＩＫＥ　ＹＯＵ』が、成功することでよ。それにはあなたの力が必要なの、名前の通り『あなたらしい』力がね。……勇、私の言葉を、信じてくれるかしら？」

『ＬＩＫＥ　ＹＯＵ』という喫茶店の名前は、花凜がつけたものであった。

　……彼女の言葉を、信じる。

　自分のことが信じられなくても、確かにそれならば。

　勇も立ち上がる。

「……わかった。君のことを、信じるよ」

「ありがとう」

　勇と花凜は見つめ合う。

　辺りはひっそりと、まるで二人の成り行きを見守るように、静かだった。

　勇と花凜の距きよ離りは、自おのずと近づいていき……、

「ちょっとお待ちなさい！」

　慌あわてた様子で駆かけ寄ってくる桜子の声が、それを遮った。

「何いい雰ふん囲い気きを作ってるのですか！　そ、そんなの許しませんわ！　校則違い反はんです！」

「……桜子。あなた、どっからわいて出たのよ」

「わいて出たとは何ですか！　あなたの呼びかけに、応じてあげたのでしょう！」

　すると、さらに複数の生徒がこちらに近づいてくる。

　先頭にいるのは琥珀だった。その後ろにいるのは、文化祭実行委員の会議で見た顔。各クラスの実行委員の生徒だ。

　琥珀が花凜に言う。

「みなさんをお連れしました、花凜さん」

「ありがとう、琥珀さん。……でも、何でＢ組が、桜子なの？　実行委員じゃないのに」

「ええと、Ｂ組にうかがって、実行委員の方に言ったのですが、近くにいた鶴殿さんが、それなら私が行くと言われて……」

「そ、そうですわ！　実行委員の代役としてきたのです！　別にあなたと勇が二人きりでいるかもしれないと聞いたからではありませんからね！」

「そんなこと誰だれも聞いてないでしょ。まぁそういうことなら桜子でもいいわ。みんな、よく集まってくれたわね」

「花凜、これはどういうこと？　何で実行委員の人を集めて……」

　花凜はニヤリと笑う。

「ヒントをあげましょうか。ここには一人、いない実行委員がいるでしょ」

「……そういえば、百合山さんだけいないけど」

「そして、みんな、Ｈ組には不満を持ってるのよ。そうでしょ？」

　Ａ組の実行委員が言う。

「ああ、値段のせいで、俺達の客はあっちに取られた。別に違反してるわけじゃないとはわかってるけど、何かシャクなんだよな」

　Ｅ組の実行委員が続く。

「Ｈ組、うちのクラスで宣伝してるのよね。まぁそれはいいんだけど、それなら私達もＨ組の店で宣伝させてもらおうとしたら、何か扱あつかい悪いのよ。『お客さんの邪じや魔まになるからもう少し端はしでお願いします』とか、『もう少し静かにやってください』とか言われて、閉め出されているわけじゃないから、文句も言えないし……」

「俺のクラスも同じことされたよ」

　と、Ｆ組の実行委員も。

「違反をしているわけでも、卑ひ怯きような真似まねをしているわけでもないけど、そこにはチクチクと刺さすような、相手を蹴け落おとそうとするものが微び妙みように隠されてるわ。まさしく、百合山さんの性格を表すような戦術ね」

「実行委員を集めて、どうする気なの、花凜？」

　花凜はクルッと勇に振ふり向く。

「お父さんの思惑おもわくに乗るのは不本意だけど、この際それは置いときましょう。百合山さんに勝つために、彼女にはない力を使うのよ。勇がすでにやっていたことを使ってね」

「僕のやっていたこと……？」







　恋こいヶが浜はま花凜という名は、百合山紫苑にとって、テレビ画面の端についた小さな傷のようなものだった。普ふ段だんはまったく気にならないのだが、ふと目についてしまった途と端たん、どうにも鬱うつ陶とうしくなるような。

　そう紫苑が感じるようになった原因は、間違いなく父親だ。

　父に悪気がまったくなかったのはわかっている。たまたま自分の娘むすめと同じ歳であった、知り合いの優ゆう秀しゆうな娘の世間話、その程度のことであったと。

　だが、多感な少女であった紫苑にとって、それは邪魔なものでしかなかった。我が慢まんができないほどではなく、それが反かえっていけなかったのかもしれない。一度一気に爆ばく発はつさせて霧む消しようさせられればよかったのだが、なまじ耐たえられてしまったから、油あぶら汚よごれのようにこびりついてしまった。

「紫苑も恋ヶ浜さんの娘さんのように頑がん張ばるんだぞ」

「英語スピーチの小学生の大会で、恋ヶ浜さんの娘さんが優勝したそうだ」

「恋ヶ浜さんの娘さんはすごいな、紫苑も見習わないとな、ははは」

　夕食の団らんの中で、父が何度か口にした言葉。振り返ってみれば、数えるほどしか父は言っていないのだが、聞きたくない言葉ほど印象に強く残るものだ。

　何で、お父さんは他人の娘を褒ほめるんだろう。

　どうして、お父さんは他人の娘のことを楽しそうに話すんだろう。

　もちろん父は、それ以上に紫苑のことを褒めていた。だが、いやだった。我ながら自尊心が強いのだろうと思う。恋ヶ浜さんの娘さん、花凜のことを褒める分をも、紫苑は自分のものにしたかったのだ。

　高校生になった今の紫苑は、もう少し深いところの、父の心理もわかっていた。父は将来リリーフーズを率いるだろう紫苑と、同じく彼女の父親の地じ盤ばんを引き継つぎ政治家になるだろう花凜を、仲よくさせたかったのだ。企き業ぎようを率いるものとして、政治家の後ろ盾だてがあって困ることはない。たまに花凜が優秀であると話すのは、紫苑にある種のあこがれを抱いだかせ、近づかせたかったのだろう。

　その結果は、正反対の効果になっていた。父は何度か恋ヶ浜家の邸てい宅たくに紫苑を連れていこうとしたが、紫苑は理由をつけてすべて断っていた。

　その代わりに紫苑が行ったのは、自分がもっと優秀になることだった。

　自分がもっともっと優秀となり、父の口から他人の娘のことが出ないようにさせたかった。そうして得た力は、自信ともなった。特にこれまで参加した学園祭では、自分に商才があることを大いに証明できており、この道では誰にも負けない、自分には他人の娘など必要ない、そう確信していた。

　そして今、その花凜と争っていた。

　今こそ、そのときだった。花凜なんて、大したことないと証明する。そうして、父に言わせるのだ。花凜と懇こん意いにすることが、将来のためになるのは認めてもいい。ただし父は自分にこう言わなければいけない、「紫苑、恋ヶ浜さんの娘さんと、仲よくしてあげなさい」と……。

　すると、クラスメイトの女子生徒が話しかけてきた。

「紫苑ちゃん、どうしたの、ぼうっとして？」

　Ｈ組の厨ちゆう房ぼうの奥、窓を眺ながめていた紫苑は、女子生徒に振り向く。

「……あ、いえ、何でもないです」

「そう？　だけど、紫苑ちゃんのおかげで、かなり売り上げ出たね。お客さんもいっぱい入ってくれたし、これなら一年生の部門の一位も私達ね」

　一位を決めるのは人気投票であり、売り上げではない。だが、売り上げが大きいのは、それだけ客が多く入ったことを意味し、多くの客が訪おとずれたのなら、それだけ人気が高かったということだ。紫苑がこれまでの学園祭でやってきた通り、商売として一位になれば、人気でも一位になるのは間ま違ちがいなかった。

　花凜が打ち出していた人生相談という策も、すでに人気は下火になっている。アイデアとしては人目を引くので、それなりの数の票は得たのだろうが、堅けん実じつに集客数を伸のばしているこちらの方が、やはり上だ。そもそもＤ組も、それからＡ組も勘かん違ちがいしている様子だが、Ｈ組の料理が人気なのは価格設定だけではない、紫苑がフード会社の人間としての知識を遺い憾かんなく発揮し、既き製せい品ひんに隠かくし味を加えることで、味でも勝まさっているからなのだ。

「恋ヶ浜花凜なんて、この程度なのです」

　他ほかのクラスも相手ではない。変化としては、Ｂ組とＣ組がＤ組の店員として働きながら宣伝活動をしている、それからＧ組があまりに身内受けだった昨日までのアンケートを反省し、「総理大臣にしたい芸能人は」「先生にしてみたい有名人は」など、今日から一いつ般ぱんの人も答えられるものを導入したくらいで、いずれもＨ組に勝る要素とは言いがたい。

　水無月祭終しゆう了りようまで、後二時間ほど。勝利は、目前だった。

　が、そのときだった。

「……あれ？」

　さっきまで窓を見ながら、つい物思いにふけってしまっていたので、気づかなかった。

「……客の入りが、少ないです」

　紫苑がボソリとつぶやいたので、女子生徒はキョトンとして言う。

「え？　お客さんが？　そうかな？　まぁ、ちょっと少なくなった気はするけど」

　その通り、ちょっとだった。

　だが、想定していたのと違ちがう。紫苑は昨日の客の入りと、例年の来場者の数から、この時間であればどれくらいの客の入りが理想かを計算していた。それが、思ったよりも少ない。

　紫苑の中に何か言いしれぬ違い和わ感かんがわき起こる。いや、予感、だろうか。

　そう、ちょうど昨日、花凜が人生相談サービスを始めたときと、似たような何か。

「……失礼」

　紫苑は立ち上がり、廊ろう下かへと出た。

　その瞬しゆん間かん、紫苑の目に驚おどろく光景が見えた。

「……！　これは……？」

　廊下を、大勢の来場者が歩いていた。

　それは昨日と変わっているわけではない。ただしＨ組まで含ふくめて、だ。

　紫苑はしばし廊下の様子を眺めた。カップルの生徒がチラシを持ちながら、こちらへ向かって歩いてきている。その足はＧ組の教室の前で止まり、中へと入った。続いて女子の二人組もＧ組へ、その後ろの男子の三人組も続いた。Ｇ組の教室から、女子生徒の集団が出てきて、彼女達はＨ組には顔も向けず、Ｆ組の方へと歩いていった。

　客の波が、Ｈ組の前で止まるのだ。

　まったく寄ってくれないわけではないが、明らかに勢いが落ちる。まるでＨ組だけが違う、他の七組が持つ何かを共有していないかのような。

「……」

　起きているのが何なのか確かめるために、紫苑はＧ組の中へと入る。

　すると、その中に、メイド服とロボットアニメのパイロットスーツを着た二人の女子生徒がいた。紫苑は二人の顔を知っていた。Ｄ組の生徒、芦川と日下だ。二人はアンケートを呼びかけながら、協力してくれた人にＤ組の喫きつ茶さ店てんで使えるクーポンを配っていた。その二人だけではなく、Ｆ組の生徒がヨーヨー釣つりの一回タダ券を配りながら、また他のクラスの生徒も自分達の宣伝をしながら、アンケートを募つのっていた。

　紫苑は、続いてＦ組とＥ組の中にも入った。Ｆ組ではモグラ叩たたきやヨーヨー釣りへの客引きを他のクラスの生徒が行いながら、自分達のクラスのクーポンを配布し、Ｅ組でもイベントの進行を、Ａ組の生徒がやっており、さりげなく自分達の飲食店の宣伝をしていた。

　どの教室でも、違うクラスの生徒が入り乱れて、活動していた。紫苑は、何が起きているのか理解した。そして、それが間違いなく花凜が主導したであろうことも。

　だが、それは紫苑にとって……。

　そのとき、廊下に出た紫苑の前方に、Ｅ組の教室に入ろうとしている、鶴殿桜子と内藤勇の姿が見えた。

「い、いいですか、ちゃんとカップルの相手に、私を選ぶのですよ？」

「あ、うん、わかったよ」

「で、ですが、もう一度言っておきますが、それはカップル成立したらもらえるＤ組のパフェ割引券がほしいだけですからね？　別にあなたとカップル成立したいという理由なのではありませんからね！」

「う、うん、わかってるよ、何度も聞いたから……」

　そこへ、その奥から恋ヶ浜花凜がやってきた。

「桜子、やっぱりここにいたわね！　あなた、私の代わりに人生相談するんじゃなかったの？　何で勇と一いつ緒しよにＥ組に入ろうとしてるのよ」

「か、花凜！　べ、別にいいでしょう、さきほど休きゆう憩けい時間を取ったのです。だから、勇と一緒に適当に回ろうとしていただけですわ」

「真っ先にフィーリングカップルイベントに参加しに行くのは何でよ」

「ふ、深い意味はありませんわよ！　Ｄ組の隣となりがＥ組だから、は、入りやすかっただけですわ」

「じゃあいいわ。私も休憩取るから。一緒にイベントに参加するわ」

「お、お好きにしたらいいじゃありませんか。……どのみち、私の勝ちですけどね、ふふ」

「勇、たぶん桜子にクーポンがほしいから私を選びなさいとか言われてるんでしょうけど、それはナシよ」

「！　な、なぜそれを？」

「あなたの考えることなんてすぐわかるわよ」

「……」

　紫苑は黙だまって花凜達を眺めていた。

　すると、紫苑が見ているのに、花凜が気づいた。

「……百合山さん。桜子、ちょっと待ってなさいよ」

　花凜が紫苑へと近づいてきた。

「百合山さん。どうかしら、時間があるなら話でも？　よければ、もっと静かな場所に行きましょうか」

「……わかったです」

　二人は一緒に廊下へ出て、Ｄ組とＥ組の間の、階段の踊おどり場へとやってきた。

「……これは、すべてあなたが考えたことですか？」

　紫苑がそう聞くと、花凜はニヤリと笑って答える。

「ぱーっと、お祭りしようと思ったのよね」

「……祭りですか？」

「お祭り騒さわぎ。水無月祭だし。もうクラスの垣かき根ねなんて取っ払ぱらって盛り上がろう、みんなでそれぞれの出し物に参加し合おうって、呼びかけたの。そしたら、みんな賛同してくれてね。で、こうなったってわけ」

「……あなたは、水無月祭の趣しゆ旨しを覚えているですか？」

「趣旨っていうと？」

「競争のことです。これはクラスで一位を争う物です。みんなで盛り上がることは、その競争の趣旨から外れているです」

「そうかしら？　あなたも見たでしょ、みんな違うクラスの出し物に参加しながらも、クーポン配ったり、宣伝したりして、自分のクラスに貢こう献けんしてるわよ」

「あなたはこの方法で、Ｄ組が一位になれると考えているですか？」

「うーん、どうかしらねぇ。百合山さんは、どう思うの？」

「……」

　紫苑はそれには答えなかった。

　花凜はさっと髪かみを払はらう。

「……百合山さん。あなたって、優ゆう秀しゆうな人よね」

「……え？」

「あなたの店の焼きそばとお好み焼き、クレープやアイスも、絶品だったわ。Ａ組よりも、そして悔くやしいけど、Ｄ組よりもね。価格設定も的確だし、時間帯でコスプレを変えるイベントの集客効果も抜ばつ群ぐんだったわ。この分野では、私よりもあなたの方がずっと優秀よ。出し物だけを比べた場合、完全に私の負けね」

「……心にもないことを、です」

「心外ね。私はまぁ、確かにそれなりにできる自信はあるけど、すべての分野で誰だれよりも優秀だと思うような、勘かん違ちがい女じゃないわよ。そうなる必要もないと思ってるし。ビジネスの分野では、私はあなたに勝つことはできないでしょう。……だから、それだけに残念なのよね」

「残念、ですか？」

「あなただったら、私よりももっと、一年生全体の出し物を盛り上げられたでしょうから。だけど、あなたは性格的に、絶対にそうしないでしょう？　見たかったのよね、あなたが私達の出し物を、どう演出するのか。それが見られなくて、本当に残念ね。……ねぇ、百合山さん。勝負っていうのは、勝てばそれだけでいいものなのかしら。私は違うと思うのよね」

「負けても構わないですか？」

「そうじゃないわ。勝ちたいと思うからこそ、いい勝負になるものよ。でも、どう勝つのか、勝利の仕方も、大事なんじゃない？　勝ち方にもいろいろあるけど、私の理想とするものの一つに、相手の力も利用すること、すなわち相手も自分の中に取り込んで勝つ、という方法があるわ」

「……」

「それはつまり、相手に敬意を払うことでもあるわ。百合山さん、あなたのやり方には、それがないのよね。あなたは、相手を打ち負かすことに、相手を凌りよう駕がすることにのみ目が向けられている気がするわ。あなただったら、そんな勝ち方だけじゃなくても、いくらでも勝ち方が見つけられるはずなのに」

　紫苑は冷れい笑しようした。

「……なるほど。相手も自分の中に取り込むなんて、政治家の卵らしい考えです。けれど、相手の力を自分のものにすることは、相手の上に立つことです。相手を凌駕することと、どう違うのです？」

「上下じゃないわよ。たとえ勝ったとしても、どっちが上か下かなんて決めることはないでしょう」

「私にはあるです！」

　紫苑は語気を強めた。

「勝負とは、どちらが優秀かを決めるものです。相手より上だと証明できなければ、優秀とは言えないです。……そうしなければ、認めてはもらえないです」

「そうね。あなたの言うことは間ま違ちがってはないと思うわ。その意味では、私は勝敗にはあまり興味がないのかもしれないわね」

　花凜は腕うでを組んだ。

「ま、これはどっちが正しいかなんて問題じゃないでしょう。結局、私は私のやりたいように、勝負してるだけだからね。自分で言うのも何だけど、私は根っからのわがままなのよ」

「……あなたのやりたい勝負とはなんですか？」

「もう見たでしょ。これよ。みんなで盛り上がって、楽しんで、それで勝敗決めたいの」

　紫苑と花凜は、しばらくお互たがいの顔を見た。

「……一つ、わからないことがあるです」

「何かしら？」

「なぜ、みんなあなたの提案を受けたですか？　みんなで楽しもうと言うその言葉を、誰も疑わなかったですか？　そこに何かあなたの裏の考えがある、自分達の裏をかく策略があるとは？」

「本当に心外なことばかり言うわね。まぁ、でもあなたの言う通り、そう疑った生徒もいるんじゃないかしら。だけど、私には切り札がいつもあるから」

「切り札？」

「内藤勇って切り札よ」

「内藤くん……」

「確かにみんなで協力しようって言っても、本当にそうなのか、そう言っておいて出し抜ぬこうとしているんじゃないかと思うのは、人間の性さがね。でも、それは信しん頼らいさえあれば問題ないわ。その信頼を、勇はすでに作ってくれてたの。水無月祭の準備のときから」

「……彼が、協力し合おうと提案してたこと？」

「その通り。勇の天然で、だけど頼たのもしいところは、それを打算もなくやってるってところね。彼はね、ある事情があって、Ｄ組を一位にしようって張り切ってたのよ。普ふ通つうそういうときって、Ｄ組をよくすることだけを考えて他ほかの組のことなんて考えないものでしょう？　だけど、そのときにあっても彼はこう言ったのよね、『足りないところを他のクラスにも手伝ってもらおう、お返しに僕達も手伝えば、お互いによりよくなるはずだ』って。そういう発想しかないのよね、彼は」

「……」

「勇自身はよく自覚してないみたいだけど、彼の力は、その誠実さよ。言葉通り、彼は他のクラスの準備を真しん剣けんに手伝って回っていたわ。だから、みんな私の言葉も信じたの。勇が側にいたから。勇の行動が、彼の誠実さが、信頼をすでに勝ち取っていたの。……私がやりたいと望むようなことを、彼は言わなくてもすでにやっているの。わかったでしょう、私が誰よりも優秀じゃないことが？　私一人じゃ、何もできないもの」

　花凜はふうと息をつく。

「ま、私の言いたいことはこれだけよ。長く引き留めてしまって、ごめんなさいね。私はもう戻もどるわ。水無月祭もあと少しだから、もっと楽しまなくちゃね。……最後に、聞いてもいいかしら」

「……何ですか？」

「今からでも、Ｈ組も参加しない？　一年生全体で、盛り上がりましょうよ？」

　紫苑はしばし間を空けてから、答える。

「せっかくの申し出ですが、お断りするです。Ｈ組の飲食店には、他のクラスの生徒は参加させないです。……今回は私のやり方を通すです」

「わかったわ。残念だけど、仕方ないわね」

「それにまだ終わったわけではないです。時間がある限りは、私もあきらめずに、勝つための手を打つです」

「そう、それでこそあなたね。それじゃ、お互い頑がん張ばりましょう」

　花凜は背を向けると、紫苑から離はなれていった。

　紫苑はしばらくその場に佇たたずんでいた。

　思えば、花凜とここまでちゃんと話したのは、初めてのことだった。今まで紫苑の頭の中にあったのは、父から聞いた花凜だけ、自分のイメージで作り上げた彼女だけだった。

　負けるつもりはなかった。まだ勝負は決まっていない。

　それでも、紫苑はこう思った。

　噂うわさ話ばなしは当てにはならないものだ、と。







　勇は棺かん桶おけの中から飛び出すと、おどろおどろしい声で叫さけぶ。

「ああああ！」

　他校の女子高生二人が、悲鳴を上げた。

「きゃああ、し、執しつ事じよ！」

「執事が出てきたわ！　きゃあああ」

　と、二人は抱だき合いながら、その場を離れていく。

　よく考えると執事の何をそんなに怖こわがる必要があるのかと思うが、暗いところで突とつ然ぜん出てくれば、それが何であろうと驚おどろくということだろう。

　花凜と桜子と一いつ緒しよにフィーリングカップルイベントに参加した後（結局どちらともカップル成立しなかった。フィーリングには毎回テーマがあるのだが、それが「一緒にサバイバルをする相手としたら」であり、二人からは好きに選べばいいと言われたから、勇は偶ぐう然ぜん参加していた琥珀を選び、彼女も勇を選んでくれたので、クーポン券をゲットしていた）、勇はＢ組のお化け屋や敷しきの手伝いをしていた。持ち場を決めるとき、この棺桶は勇が作ったものだから、せっかくだから使ってくれと勧すすめられ、ドラキュラから譲ゆずられたのだ。ドラキュラの代わりに執事というのも妙みような交代であったが、Ｂ組の人は楽しければもう何でもいいという雰ふん囲い気きであった。

　勇も楽しんでいた。花凜の提案に、みんな乗ってくれた。どうやらみんな、他のクラスの出し物に参加してみたいという気持ちを持っており、それは勇も同じであった。

「内藤くん」

　ドラキュラの男子生徒がやってきた。

「ありがとう、そろそろ交代しようか。ご苦労様」

「あ、うん。わかったよ」

　勇はお化け屋敷から出る。

　そこでちょうど廊ろう下かにいたＦ組の男子生徒が、勇の姿を見つけると、声をかけてきた。

「お、内藤じゃんか。なぁ、よかったら、うちのモグラ叩たたき参加してみないか？」

「モグラ叩きに？」

「あの箱作んの、お前にも手伝ってもらったからな。執事叩きとかやろうぜ？」

「た、叩かれるのか……」

　側にいたＣ組の女子生徒の一団が口を挟はさんでくる。

「それよりも内藤くん、一緒に即そつ興きよう劇やらない？　本番終わったから、私達、ワンシーンだけの劇をしてるのよ」

　さらにＡ組の女子生徒が加わる。

「こっちで接客やってよ、内藤くん！　本物の執事の接客サービス見せて！」

「本物ってわけじゃないんだけど……」

　生徒達が、期待に目を輝かがやかせて勇に迫せまってくる。

「ええと、じゃあさ、順番にやるから……」

「はははっ、モテモテじゃねぇか、勇」

　そう言って近づいてきたのは。真しん一いちだった。

「みんなお前に手伝ってほしいんだな」

「真一も手伝ってよ」

「ああ、気が向いたらな。……しかしまぁ、やっぱり恋ヶ浜さんだよな。みんなの気持ちをよくわかってんな」

「え？」

「みんなこうして、最後はぱっとお祭り騒さわぎしたがってたんだろうなって思って。俺もそうだからさ。その辺を、恋ヶ浜さんってよくわかってんだよな。中学のときからそうだけどよ、何だかんだで、恋ヶ浜さんって周りのことを一番考えてんだよな」

「……うん、そうだね」

「初めからこうしようって思ってたのか？」

「ん、初めからって？」

「お前と恋ヶ浜さん、こうするって決めてたから、準備期間中から他のクラスと交流させてたのかと思ったんだが。おかげで、こうやって参加し合うのも、スムーズに行った部分があるからよ」

「……ああ。……花凜は、そうだったのかも」

「お前には言わなかったのか？　ま、それだけ信頼してたってことか」

「信頼、か」

「どっちにしろ、お前らっていいコンビだよな。端はたから見てて、そう思うぜ」

「……そっか。ありがとう」

　悩なやむことなんて、何もなかったんだと。

　勇は、周りにいる、水無月祭を一いつ生しよう懸けん命めい楽しんでいる、仲間達を見る。

　これだったのだから。

　勇のできること、したいことは。

　勇は初めからしていた。

　それこそ花凜の言う通り、無自覚に。

　ようやく気づいた。いや、思い出した。

　勇にとって、あまりにも当たり前だったことを……。

「だけど、Ｈ組の百合山さんも、まだ負ける気はないみたいだな」

「ん、どういうこと？」

「いや、さっきＨ組見てきたんだけど、新しく何かやってるみたいだぜ。気になるなら、見てきたらどうだ？……お、あの子可愛かわいいな。悪い勇、急用だ。あの子を、フィーリングカップルに誘さそってくる」

　と、真一は離れていった。そんな真一を、勇は苦く笑しようして見送った。

「ねぇ。で、どこから手伝ってくれるの？　私達から？」

　さきほどのＡ組の女子生徒が勇に迫ってきた。

「待ってよ、私が先に声かけたんだけど」

「それ言うなら、俺が一番先じゃね？」

「あ、あの、後で全部やるからさ。先にＨ組の様子を見てきたいんだ、ちょっと待っててよ」

　そう言って勇は三人と別れると、Ｈ組の教室へとやってきた。

　すると、花凜の作戦によっていったんは客足が衰おとろえていたはずのＨ組は、それを取り戻してきているようだった。

「いらっしゃいませ。現在、売り尽つくし割引セール中です」

　客引きをしている生徒の中に、百合山紫苑が、アイドル風の制服に着き替がえ、交じっているのが見えた。

　勇は教室の壁かべにあった張り紙を見てみる。そこには、二品以上注文してくれた人には割引をするということが書かれてあった。

　紫苑は巻き返しのための最後の手を打ったようであった。今まで厨ちゆう房ぼうの奥で見守ることしかしていなかった彼女自身が、客引きに加わっていることが、紫苑の本気と、真剣さを物語っていた。それに、花凜と話したから、であるかどうかはわからなかったが、コスプレの格好のためだけでなく、何となく紫苑の雰囲気が変わっているようにも見えた。

　勝負は、まだ決まってはいないようであった。

　だけど、勇はもう焦あせらなかった。

　勇は、自分のやるべきことがわかっていた。

　残り時間は、あとわずか。自分のできることをするため、勇は教室を後にした。







　午後七時、空は夕ゆう闇やみに染まっていた。

　中庭のライトアップされたステージの中央で、鶴殿菊乃がそのほんわかとした声をマイクに乗せた。

「みなさんお待たせしましたねぇ。それでは、水無月祭恒こう例れい出し物人気投票、各部門の一位を発表したいと思います」

　ステージの周りに群がる人々の、歓かん声せいと拍はく手しゆの音が鳴り響ひびいた。

　出し物の営業時間は終しゆう了りようし、水無月祭出し物人気投票発表会が行われていた。

「まずは部活動部門の発表です」

　菊乃の後ろでスタンバイしていた吹すい奏そう楽がく部の生徒が、トランペットの音を鳴らす。

「部活動は数が多いので、ここでは一位のみの発表でご容よう赦しや願います。部活動の一位は……票数五二六で、写真部の『過去・現在・未来』です。みなさん盛大な拍手をお願いしますねぇ」

　写真部の生徒達が喜びの声を上げ、周りの生徒が拍手で祝福する。

「水仙学園の過去の写真と現在の写真、そして未来にはこうなるだろうと予想した姿の写真を撮とるというアイデアが評価されたようです。写真部のみなさん、おめでとうございますぅ」

　投票用紙には、自由に感想を書く欄らんも設けられており、菊乃が話した写真部の評価はそから読み上げたものであった。

「では続きまして一年生の部の発表に移りましょう。八位から順番に読み上げますねぇ」

「いよいよね、勇」

「うん」

　勇は隣となりの花凜と、クラスメイト達を見る。みんな期待と不安の混じった表情であった。

　そして、周りには桜子やエリーズ、琥珀や俊しゆん介すけ、各クラスの生徒達もおり、同様の表情をしていた。その中には、Ｈ組と紫苑の姿もあった。だが、紫苑だけは他ほかの生徒と違ちがって、彼女の常と変わらず、静かで落ち着いた顔つきであった。




「八位は三〇六票で、Ｇ組の『緊きん急きゆう調査、水仙学園生徒の声』。

　七位は三三二票、Ｆ組の『ＧＯＲＡＫＵ』。

　六位は三四七票、Ａ組の『あみ』。

　五位は三六九票、Ｂ組の『ホラー、今あなたの後ろに』。

　四位は三九二票、Ｃ組の『早すぎた殺人と七人の暗殺者』。

　三位は四三四票、Ｅ組の『その場限りの恋こい人びと同士』ですねぇ」




　各クラスの生徒から、期待より下だったもの、予想よりも上だったもの、悲喜こもごもの声が上がった。

「では、一位と二位の発表です」

　菊乃は一度言葉を切り、中庭がにわかに静まった。勇はじっと続きの言葉を待つ。

　三位までは、結果としては一日目と変わりがなかった。一位二位もそうだとすれば、勝つのは一日目一位のＨ組ということになるが……。

　やがて、菊乃が一気に言う。




「二位は、四五八票、Ｈ組の『ポピュラー』。

　一位は、四六一票、Ｄ組の『ＬＩＫＥ　ＹＯＵ』です。

　Ｄ組のみなさん、おめでとうございます」




　Ｄ組のクラスメイトから、弾はじけるような歓声。

　Ｈ組の生徒からは、落らく胆たんの声がもれる。

「お二組はとても接戦でしたねぇ。Ｈ組の『ポピュラー』は料理の味や時間で変わるコスプレ衣装の演出など、お店としての完成度が高く評価されました。反対にＤ組は、いろんなコスプレがあふれる接客サービスと人生相談という斬ざん新しんなアイデアが人気を集めたようです。……ただし、一年生の出し物については」

　と、菊乃は続ける。

「票を投じた出し物の評価とは別の感想が、多数寄せられてましたねぇ。終了前に行われましたクラスの枠わくにとらわれずに、各クラスの生徒達がどのクラスの出し物にも参加するという、お祭まつり騒ぎの演出がとても楽しくて盛り上がっていたと、来場者から好評でした。私も一年生のみなさんのそのアイデアは大変素す晴ばらしいと思います。一位になったＤ組とともに、一年生のみなさんに、盛大な拍手をお願いしますねぇ」

　パチパチパチと、拍手が送られた。

　すると花凜が、ふうと安あん堵どのため息を漏もらした。

「やっぱり接戦だったようね。どうにか、一位になれたわね」

「自信なかったんだ？」

「ええ。正直、一か八ばちかだったのよね」

「ふふ、そっか」

「……といっても」

　花凜が勇の顔をのぞき込む。

「あなたのその様子だと、別に一位になれなくても、構わなかったって感じかしら？」

「え？　ああ、いや。もちろん、一位になって嬉うれしいよ。……だけど」

「だけど？」

「確かに一位になることより大事なものが、見つかったよ。それが、今日の一番の、収しゆう穫かくではあるね」

「そう」

「とにかく、おめでとう。テレビ取材、頑がん張ばって」

「ん、テレビ取材？」

「各部門の一位になった実行委員は取材されて、全国放送で流れるんでしょ？」

「あ、そうだったわね。……身だしなみ、整えなくちゃ」

「どうぞ。そう言うと思って、持ってきたよ」

　勇は手鏡を取り出し、花凜に渡わたした。

「さすが用意がいいわね」

　花凜は手ぐしで髪かみを整える。こういうところは、やはり花凜も女の子だ。

　勇の気持ちは、とても穏おだやかだった。

　勝利したことを喜んでいるし、満足だって覚えている。しかし、その浮うき立つような感情よりも、すべての歯車がかみ合ったかのような、しっくりとした気持ちが、心に凪なぎを作っていた。まるで、と勇は懐かい中ちゆう時計を取り出す。この手になじむ、懐中時計の感かん触しよくのような、あるべきところにある、そんな気持ちが。

　勇も今、いるべきところにいた。

　勇は隣の花凜を、見つめる。その視線に、花凜も気づく。

「ん？　何、勇？　どっか変？」

「え、あ、ええと……」

　勇は花凜の髪に手を伸のばし、そこにはない埃ほこりを取った。

「埃が、ついてて」

「そう？　ありがとう」

　と、花凜は微笑ほほえんだ。

　人工の光に照らされるその笑え顔がおは、とてもきれいだなと、勇は思った。
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「アイラビュ～」と、バラードが、夜風に乗って中庭に広がっていた。熱唱する三年生の男子生徒はなかなかの歌唱力の持ち主であり、本人も自信があるのだろう、感情たっぷりにのどをふるわせている。

　二年生、三年生部門の一位も発表され、水み無な月づき祭さいはその最後を飾かざる、後夜祭へと移っていた。メインイベントとなるのは、カラオケ大会であった。ステージにはカラオケ機材一式がそろっており、三年生のクラスがカラオケの出し物をしていたので、そこから借りてきたものだった。

　勇ゆうは一人、中庭の端はしに立ち、ステージの様子を眺ながめていた。

　花か凜りんは今、各部門の一位の実行委員とともに、テレビ取材を受けていた。敏とし臣おみが勇に語ったことは、その大半が花凜に実行委員をさせるための口車だったわけだが、このテレビ取材については、本音だったんじゃないかと、勇は考えている。娘むすめが脚きやつ光こうを浴びることを、父親が嬉しく感じないわけはないだろう。

「兄さん」

　すると、胡桃くるみが友人の三人の少女とともに、側にやってきた。

「あ、胡桃。……はい、これ」

　と、勇は胡桃に財さい布ふを差し出す。

「何、この財布？」

「え？　だって、お金を無心にきたんでしょ？　あんまり残ってないけど」

「失礼だなぁ。まるで私が、兄さんに毎回お金をもらいにきてるみたいじゃない」

「その通りじゃん……」

「今回は違ちがうよ。使っていいならもらっておくけど」

　と、胡桃は財布を受け取りつつ、続ける。

「おめでとう、兄さん。よかったね、Ｄ組が一位になって」

「ああ、胡桃のおかげだよ」

「大したことしてないけどね。で、どうなの？」

「どうって？」

「答えは出たの、兄さん？　そのための学園祭だったんでしょ？」

「答え、か。それは……」

　が、勇が答える前に、胡桃が言う。

「そっか。その様子だと、見つかったみたいだね。よかった、私も嬉しいよ」

「……胡桃も？」

「初めから、私の目的はそれだもん。兄さんに元気になってほしかったんだよ。悩なやんでる兄さんは、いじりがいがないからね」

　と、胡桃は微笑した。

「そう。……ありがとう、胡桃。いじられるのは、勘かん弁べんしたいけどね」

「遠えん慮りよすることないよ、兄妹きようだいなんだから。明日から、またたっぷりいじってあげるね。じゃ、私は姉あね崎さき先せん輩ぱいを見てから、先帰るよ」

「ん？　俊しゆん介すけくんを見るっていうのは？」

「あ、噂うわさをすればだね。ほら」

　胡桃がステージを指さす。

　と同時に、いつの間にかバラードが終わっていたステージの周りの女子達から、きゃーっと、悲鳴のような、それでいてどこか嬉しがっているかのような、声が上がる。

　ステージに上がっているのは、上じよう半はん身しん裸はだかの、俊介だった。

「では、姉崎俊介の会心の芸、一人デュエットを聞いてくれ」

　俊介の裸の体には女性の顔が描えがかれていた。カラオケ機器からはちょっと古いデュエット曲が流れ、まず俊介は描かれた女性の口にマイクをあて、腹筋をもごもごとさせながら女性パートを裏声で歌い、それから自分の口もとにマイクを上げて男性パートを続ける。まさに、一人デュエットだった。

　それを見る周りの人達は、笑っているような、引いているような、微び妙みような雰ふん囲い気きだ。ただ、イケメン俊介の裸ら体たいに、一部の女子の目は釘くぎづけになっていた。

　胡桃が悪あく魔まのような笑みを浮かべる。

「くくく、姉崎先輩、いい感じに微妙になってるね……」

「胡桃、まさか、あれは……」

「さっき姉崎先輩に会ったんだ。そうしたら、やっぱりお笑い同好会としても何かやりたかったなぁって言うから、あの芸を教えてあげたんだ。あれを何のためらいもなくできるのは、やっぱり姉崎先輩しかいないよ。くくく……」

「やっぱり胡桃のドエスな性せい癖へきは直らないんだね……」

「うん、これで満足だね。じゃあ、もう行くよ。恋こいちゃんにもよろしく」

　と、胡桃は友人とともに去っていった。

　すると、ちょうど入れ違いになる形で、花凜が戻もどってきた。

「勇」

「花凜。テレビ取材、終わった？」

「ええ。ま、簡単な感想を聞かれただけだったけど」

「いつ放送するの？　せっかくだから、録画でもしようかな」

「え、あ、あらそう？　来週の日曜って言ってたかしら。い、いい心がけね、きっとプレミアがつくでしょうから、録画して大切に取っておきなさい！」

　と、花凜は照れくさそうに、髪かみを手で払はらった。

　そのとき、二人に声がかかる。

「恋こいヶが浜はまさん、内ない藤とうくん」

　いつの間に近づいてきたのか、百合ゆり山やま紫し苑おんが、いつものスカートの前で手を軽く重ねるしとやかな姿勢で、側に立っていた。

「百合山さん？」

「どうもです。……恋ヶ浜さん、少しお話ししてもいいですか？」

「話？　何かしら」

「Ｄ組が一位になったことに、おめでとうと言いたかったです。……私の負けです。最後の作戦も、どうやらあなたに勝つには足りなかったようです」

「……ありがとう、素す直なおに受け取っておくわ。ま、接戦だったからね。どっちが勝ってもおかしくはなかったわね」

「……」

　紫苑は、花凜の顔をじっと見た。

「な、何よ？」

「……これは失礼したです。もっと早く、あなたと話をしておけばよかったと思いました。正直に言うと、私はあなたに敵意を抱いだいていたです」

「そうでしょうね。わかってたわよ」

「だけど、あなたは違いました。私の敵意を知っても、私を打ち負かそうとは、考えませんでした」

　紫苑の口に笑えみが浮うかんだ。それは今までのような、相手をどこか見下すようなものではなく、彼女の素直な心が表れた微笑ほほえみであった。

「ある意味、拍ひよう子し抜ぬけしたです。あなたは初めから私とはまったく違うものを見ていたみたいで、何だか一人で力んでいたのが、少しおかしくなったです。あなたの言葉が、何となくわかりました」

「私の言葉？」

「相手を打ち負かすこと、相手を凌りよう駕がすること、相手より優ゆう秀しゆうだと証明することだけが、勝利の仕方ではないことです。……敗者までも、笑顔で戦いを終える方法があることを、他ほかのクラスの生徒の表情を見て、よくわかったです」

「……そう」

「Ｈ組のクラスのみんなには、悪いことしたです。みんなも、最後は一年生全員で盛り上がりたかったかもしれないのに、私はクラスのみんなも勝てばそれだけで満足だろうと、思い込んでいました」

「だけど、Ｈ組の生徒は、最後まであなたのやり方に従ってたじゃない？　それはあなたを信しん頼らいしていたということだし、あなたの考えだって、決して間ま違ちがいではないってことなんじゃない？」

「……そう言ってもらえると、素直に嬉うれしいです」

「それに水無月祭はまだあるじゃない。来年も、再来年も。そのときは、あなたに学年全体でやる何かの演出を、プロデュースしてもらいたいわね。あなたなら、きっとすごいものをやってくれそうだもの。……まぁ、いろいろあったけど」

　花凜は、紫苑に手を差し出す。

「これからは、何かあったら一いつ緒しよにやっていきましょう。私と仲よくしてもらえるかしら、百合山……紫苑さん？」

　すると紫苑は、驚おどろいたような表情となった。

「……父に言わせるつもりだった言葉が、本人の口から出たです」

「……え？」

「いえ、何でもないです。こちらこそよろしくです、恋ヶ浜……花凜さん」

　紫苑は花凜と握あく手しゆする。

　続いて、紫苑は勇に振ふり向く。

「内藤くん。あなたに失礼な態度を取ったことを謝罪したいです。ごめんなさい」

「あ、いや、そんなことは」

「今度は皮肉なしで言うです。あなたは傑けつ作さくな人です」

「け、傑作？」

「よくできた人間、という意味です。あなたのその底そこ抜ぬけの他人に対する誠意が、花凜さんの力となって、その力こそ、私にはなかったものです。Ｄ組の勝利は、花凜さんと、あなたの力があったからこそです」

「まぁでも、勝ったのは運もあったし……」

　紫苑は軽く首を傾かしげる。

「……なるほど。やはりあなたは、少し甘いですね」

「あ、甘い？」

「あなたは、本当にこの勝利が、運だけで得たものと思うですか？　花凜さんに、何の計算もなかったと？」

「花凜の、計算……？」

　紫苑はコクリとうなずく。

「一日目の人気投票の結果は、他のクラスを大きくリードしつつ、Ｄ組が二位、Ｈ組が一位になりました。そして今日は、午前中こそ私のクイズ大会優勝でリードしそうになったものの、午後にはＨ組を除いて、他のクラスが大きく来場者の印象に残ったです。票を見てみればわかります、結果的に二日目は各クラスとも、二百票前後を分けたです」

「……ええと、つまり？」

「午前のままで行けば、私達Ｈ組はもっと票を伸のばしたはずです。しかしＤ組には自分達の出し物だけでその状じよう況きようを打開する作戦はなかったので、だから花凜さんは、他のクラスと票を均一化させてでも、私達Ｈ組の得票を抑おさえる方法を選びました。一日目での大きなリードがあるから、他の六クラスには負けないと踏ふんだ上で、です。花凜さんは、現実的に一番勝算が高い手段を取ったです」

「……なるほど、そういうことか」

「確かに運に左右される部分はありますが、計算はあったはずです。あの作戦は、決してみんなで盛り上がるためだけにやったのではなくて……そういうことですよね、花凜さん？」

「パスツールの言葉にあるわ、『偶ぐう然ぜんは準備のできていない人を助けない』って」

　と、花凜はニヤリと笑った。

「勝つために、私はもちろんいろんな計算と準備をするわよ。勝負は真しん剣けんにやるからこそ面おも白しろくなるものだし、何よりも、負けるよりは勝った方がいいに決まってるしね」

　パチリと、悪戯いたずらっぽく花凜はウィンクする。

　紫苑は苦く笑しようする。

「私達Ｈ組も参加するように言っておいて、乗ってこないとわかっていたですか？」

「十中八九、いえ、七六くらいで、乗ってこないでしょうとは思ってたわね。……ちょっと、怒おこったかしら？」

　紫苑は首を振る。

「いいえ、まったくです。そういうところも含ふくめて、あなたのことが好きになったです。……あまり長く二人の邪じや魔まをしては、いけないですね」

　紫苑は二人に背を向ける。

「では、またです。今度機会があれば、父と一緒に花凜さんのお宅にもお邪魔させてもらうです」

　と、紫苑は離はなれていった。

「……百合山さんて、あんなに可愛かわいかったんだね」

　勇がつぶやくと、花凜がにらんでくる。

「何それ。どういう意味よ？」

「え、あ、いや、彼女の笑顔だよ。あんなに優やさしい笑顔もできるんだなってさ」

「……そういうこと。ま、確かに、あっちの方が可愛いかしらね」

「結局は、敏臣おじさんと、それから百合山さんのお父さんの思惑おもわく通りになったってことかな。花凜と百合山さん、仲よくなったわけだし」

　花凜が腕うでを組んだ。

「さて。それはどうなのかしらね」

「というと？」

「お父さんの思惑通りにはなったでしょう。だけど、紫苑さんのお父さんは、娘むすめが勝ってもいいと思ってたんじゃないの。……父親って、やっぱり自分の娘の方が可愛いものでしょう？　自分の娘が負けてもいいとは、思わないんじゃないかしらね」

「……言われてみれば、そうか。じゃあ、何で百合山さんのお父さんはそんなことを？」

「紫苑さんの弱点とも言えるところを直してあげたいっていうのも、本音だったんでしょう。だけど、そこには娘自じ慢まんもあったんだと思うわ。紫苑さんを負かしてみてくれないかって言いながら、同時に心のどこかでは、俺の娘に、あなたの娘は本当に勝てるのかって、そういう気持ちもあったんじゃないかしら」

「そっか……」

「で、お父さんも、紫苑さんのお父さんの挑ちよう発はつ的な気持ちを見み抜ぬいた上で、私に勝負をさせたんでしょう。そんな気がするのよね。その場にいたわけじゃないから、確かなことは言えないけどね」

「うん……」

　たぶん花凜の言う通りなんだろう。父親は、特に娘の父親は、どこまでも親バカだろうから。そして、人の心理を見抜くことにかけては右に出るものはいない敏臣のことだ、紫苑の父の本音と建て前を、わからないはずがなかった。

　となると、これは親バカ二人の娘自慢対決だったのか。……それも悪くないかと、今の勇には思えた。

「あ、そうだ、思い出した。香か織おりさんは？」

「姉さん？　姉さんは用があったから、お昼にすぐに帰ったわよ」

「いや、そうじゃなくて、花凜、香織さんから、おじさんと百合山さんのお父さんの会話のこと聞いたんでしょ？　でも、香織さんは、どうしてそれを知ってたのかな？」

「ああ。それはね、姉さん、紫苑さんのお母さんとメル友なんだって」

「メル友？」

「何かのパーティーで知り合ったそうよ。それで紫苑さんのお母さんから、この対決の事情を聞いたみたい。紫苑さんのお父さん、奥さんには話してたようね。姉さん、勇に同情したのよ」

「僕に同情？」

「だって、お父さんの悪いクセで、勇は変なプレッシャーかけられたわけでしょう。しかもそれが、私を勝負の舞ぶ台たいに上げるための、ただのダシにすぎなかったし。姉さん、勇に悪いと思ったのよ。だから心配して、勇の様子を見るために、水無月祭にきてたのよ。自分に何かできることがないかってね。結局、余計なことはしない方がいいかって、何もしないことにしたみたいだけど」

「そうだったんだ。……香織さん、僕の心配してくれたんだ。何か照れるな」

　勇はポリポリと頰ほおをかく。

　花凜がジト目を向けてきた。

「嬉しそうね、勇？」

「そりゃ嬉しくないって言えば、噓うそになるけど」

「な……ちょっと、勘かん違ちがいしないでよね？　姉さんはただ、ウチの問題で勇に迷めい惑わくかけたから心配しただけよ？　それ以上の何かがあると思うのは、図ずう々ずうしいわよ？」

「え？　あ、う、うん、わかってるよ」

「本当かしらね……」

　と、花凜は半信半疑の表情で勇をじっと見た。

「私のことを呼んだかな」

　と、突とつ然ぜん後ろから声がかかり、勇と花凜は振り返る。

「あ、姉さん？」

　そこにいたのはまさに噂うわさをしていた、香織であった。

　さらにその後ろには、スーツを着込み、後ろで手を組んで顔をほころばせている、恋ヶ浜敏臣の姿もあった。

「お父さんも？　何よ、きてたの？」

「はははっ、お前達をねぎらいにきたんだよ。おめでとう、花凜、それから勇くん。私の課したミッションを、クリアしたようだね。評議員選挙に引き続き、私の要求に応こたえてくれて、ご苦労だった。特に勇くんは、一皮むけたようだ。香織から聞いたよ。君は、花凜の役に立つ人間だと、立派に証明できたね」

「い、いや、結局、勝ったのは花凜の作戦のおかげだし、僕はただ、自分が何をできる人間なのかがわかっただけで」

「だから、父さんは言っているのさ、よくやったとね。そうなんだろう、父さん？」

　と、香織が敏臣に聞く。

　敏臣は上じよう機き嫌げんに答えた。

「その通り。私が知りたかったのは、まさにそれだよ。自分にできることを理解するというのは、口で言うより、ずっと難しいものだ。本当に見事だったよ、勇くん」

「……そうですか。ありがとうございます」

　勇は素す直なおに礼を言った。花凜が吐と息いきしてから、言った。

「まさかそれを言うために、わざわざきたの、お父さん？」

「まぁね。とても満足していると、早く伝えたくてね」

「だったら、いい加減、変に私や勇を試ためすようなことやめてよね」

　敏臣はコクリとうなずく。

「そうだな。私の出す課題は、もう十分かもしれないな」

　そう答えるとは予想していなかった花凜は、驚おどろいた様子で聞き返した。

「え、本当に？」

「ああ」

「……本気で言ってるの？　信じられないんだけど」

　と、敏臣の真意を疑う表情で花凜。はははっ、と笑いながら敏臣は答える。

「さすがは私の自じ慢まんの娘、簡単に人を信じないとは、いい政治家になれる。安心しなさい、噓ではないさ。噓を言ったことがないとは言わないが、もともと私は噓が嫌きらいなんだ。人をだますときは、なるべく真実を使ってだますことにしているよ」

「何の自慢よ、それ……」

「とにかく、ご苦労様、花凜、勇くん。私と父さんも、最後まで学園祭を見ていくことにするよ。終わったら、一いつ緒しよに帰ろう」

　と、香織も笑いながら言う。そのとき、勇は一いつ瞬しゆん、香織の目が何か怪あやしげに光ったような気がしたが、彼女はすぐに背を向けると、敏臣と一緒に去って行った。有名政治家が通りかかるのを見て、近くの生徒達が驚いていた。

「うーん、まだ何か企たくらんでいる気がするわね、お父さん……」

　花凜はやはり信用できない様子で、二人の後ろ姿を見送った。

　夜の闇やみが深まっていた。来場客や水すい仙せん学園の生徒達が、また一人、また一団と、少しずつ中庭から姿を消していく。水無月祭の終わりが、近づいていた。

　だから勇も、そろそろ言おうと思った。

「花凜。僕、思い出したんだ」

「思い出したって？」

「何で君の手伝いをしているのかを」

「……何でなの？」

「君が正しいから。君が誰だれにも優しくて、公平な人間だったから」

「……」

「君はいつもみんなのことを考えて行動していた。今回だって、みんなが楽しく水無月祭を送れるようにしてくれた。昔から、幼よう稚ち園えんのときから、君はずっとそうだった。根っからの、リーダー気き質しつなんだろうね」

「みんなが楽しいと、私も楽しいだけよ」

「そう思えるのが、君が君であるってことなんだよ。いつだったのかな、たぶん僕も幼稚園児だったときだと思うけど、僕は気づいたんだ。君のやりたいことを手伝うと、僕もみんなも幸せになるんだって。君が思い描えがくものを実現すると、僕もみんなも笑え顔がおになるんだなって。だから、僕は君のことを手伝っていたんだ」

「勇……」

「それが僕の最初の動機だったんだ。誰かを手伝いたくなる体質も、きっと家系以上に、そこからきてるんだと思う。当たり前すぎて、忘れてしまっていたんだ。そのせいで、あのときまで、君に僕の力を証明してみせるって言われるまで、自分のできること、自分のやりたいことを見失っていたんだ」

　勇は、花凜を見つめる。

「お礼を言ってなかったね。ありがとう、僕の力を証明してくれて。僕のできることとやりたいことを、思い出させてくれて。僕のしたいことは、君のしたいことだ」

　花凜も勇を見つめ返してくる。

「君の見る世界を、僕も見たい。君の作ろうとする世界を、僕も作りたい。そして、僕は君が描く世界を現実にする力なら、誰にも負けない自信がある。君がどんな人間か、よく知っているから。それが僕の力なんだ。……いいかな？」

「いいって？」

「これからも見たいんだ、君の作る世界を。君の、側で。君の、隣となりで」

「……」

　花凜はしばらく黙だまっていると、やがて肩かたに掛かかった髪かみを手で払はらい、ニヤリと笑う。

「覚かく悟ごしなさいよね」

「……覚悟？」

「私の隣は、特等席よ。簡単に座ってられると思ったら、甘いんだから。座り続けたいんだったら、覚悟しなさいよ」

「そっか。ああ、覚悟する」

「その代わり、保証してあげるわ。私の隣の席なら、最高の景色が見られるわよ。だから、ちゃんと最後まで見なさいよね。途と中ちゆう退出なんて、認めないんだから」

「うん、わかったよ」

　今、二人の見る世界は、互たがいの顔だけであった。こうしていると、さっきまで交かわした言葉が、無意味だったのじゃないかとさえ、思えてくる。なぜなら、顔を見さえすれば、何を考えているのかなんて、簡単にわかるのだから。

　そのとき、突然二人だけの世界が、破られた。

「お、ご両人。こんなとこにいたのか。何してんだ、早くステージ上がれよ」

　そう言いながら真しん一いちが勇の腕うでを、続いてやってきた芦あし川かわと日下くさかが花凜の腕を引っ張る。

「え、ちょ、真一？」

「何よ、芦川さん、日下さん？」

「さっきから呼んでるじゃない」

「ほら、早く早く」

　そのまま勇と花凜は、真一達に連れられ人だかりを抜ぬけ、ステージへ上がらされた。

「きた、二人とも」

　ステージには、マイクを持ったエリーズがいた。

「エリーズ？　何なの一体？　何で僕達をここに？　ていうか、君は何をしてるの？」

「司会」

「司会？」

「カラオケ機器、私の歌の途中で故障した。直らなくて、カラオケ大会中止になった。時間余ったから、急きゆう遽きよ別のイベントする。流れで、私がそのままその司会」

「別のイベントって？」

　花凜が尋たずねるも、エリーズはそれには答えず、ステージ前の生徒達に向き直る。

「では、一年生ベストカップルは、奇き抜ばつなアイデアで盛り上げた花凜、一いつ生しよう懸けん命めい走り回ってた勇で、いい？」

　うらやましいぞ、お似合いだぜ、など、生徒達から冷やかしの声が上がった。

　勇と花凜は、寝ね耳みみに水だった。

「べ、ベスト……」

「か、カップルって何よ……？」

「イベントは、ベストカップル決め。みんなの意見で、勇と花凜、選ばれた。だから、上がってもらった」

「そ、そうだったの……」

　勇と花凜はチラッと顔を見合う。二人は急激に気き恥はずかしさに襲おそわれていた。さっきまで周りの音が耳にまったく入っていなかったので、こんなイベントになっていることに全然気づかなかった。

　そこで大声が上がった。

「ちょっとお待ちなさいですわぁ！」

　ステージ下で、興奮した様子の桜さくら子こが手を挙げていた。

「こ、こんなの認めませんわ！　何で勇と花凜がベストカップルなのですか！　そ、そんなの私は絶対に許しませんわ！」

　真一が桜子をなだめようとする。

「おいおい、鶴つる殿どのさん。許さないって言ってもよ、みんなの意見で決めたんだぜ？　鶴殿さんが文句言っても、どうなるもんでも……」

　マイクから、エリーズの声が響ひびいた。

「異議を認める」

「認めんの⁉」

「さっちゃん、ステージに上がる。さっちゃん、頑がん張ばって。今が戦いのとき！」

　桜子が勢いよくステージへと上がってきた。

「花凜、あなたの好きにはさせませんわよ！」

「別に私が好きでやったことじゃないわよ」

「と、とにかく、あなたと勇がベストカップルなんて、たとえ神様が認めても、私が認めませんわ！」

「じゃあ何、勇とベストカップルになるのは、私よりもあなたの方がふさわしいって言いたいわけ？」

「え⁉　そ、そんなわけないでしょう⁉　勇ごときが、私にふさわしいわけないじゃありませんか、何を言ってるのですか！　寝ね言ごとは寝て言ってほしいですわね！」

「なら、何の異議を唱えにきたのよ」

「え、あ、そ、それはですから、私と勇がどうというわけではなくて……あ、そ、そうですわ！　私はあなたの相手が、勇がベストとは言えないと主張しにきたのですわ！　あなたのベストカップルは……あ、あそこの、加か藤とう真一くんですわ！」

「な、正気で言ってるの⁉　ひどすぎるでしょ⁉　いくらなんでも、言っていいことと悪いことがあるわよ、桜子⁉」

「その言葉は俺に対してもひどくね⁉」

　真一の悲痛な叫さけびが響く。

　さらにステージ下で、俊介が隣の琥こ珀はくに言った。

「ははは、盛り上がってるね。よし、ここは琥珀くんも参戦するといい」

「私がですか⁉　な、なぜ……？」

「もちろん我がお笑い同好会のためさ。これがいわゆる、ムチャぶりというやつだよ。胡桃くんのを見よう見まねでやってみたんだが、どうかな？」

「どうと言われても……」

「心配はしなくていい。君一人にはいかせないよ。僕も僕自身にムチャぶりして、一緒にステージに上がるつもりだ。さぁ、二人でムチャぶりに乗ろうじゃないか」

「で、ですが、私達は一体何を主張しに行けば……」

「そんなのは何でもいいのさ。さぁ、行こう」

「は、はい……」

　俊介が勢い込んで、琥珀が戸と惑まどいながら、ステージに上がってくる。

　さらにさらに、「好きにステージ上がっていいのか？」「なら、俺達も行こう」「私達も行きましょう」「何するの？」「何でもいいんだよ」「なら、俺、鶴殿さんにコクる」「俺はエリーズ」「私は俊介くんにしよっかな」「とりあえず踊おどっとけ」と、大勢の人がステージになだれ込んできた。

「も、もうメチャクチャだな……」

　仲間達が大おお騒さわぎするところから、勇は一人外れ、ステージ端はしで様子を眺ながめていた。

　花凜は桜子と依い然ぜんとして口論を。なぜか偽ぎ装そう布でステージに溶とけ込もうとする琥珀。上着に手をかける俊介。デートに誘さそわれたエリーズが「やだ」の一言で相手を撃げき沈ちんし、真一が「やっぱり一番は筒つつ井い先生だ」とマイクで叫んでいる。花凜の周りにいる人は、みんな楽しそうだった。

　花凜のいる世界には、こんなにも笑顔が広がっていた。

　勇はいつまでもこの世界を見ていたかった。彼女の隣で。これから先、座り続けていられるのか、そして、その場所がどう変わっていくのか、まだわからない。

　だけど、これだけは言える。

　勇は彼女のいる世界が、たまらなく好きなんだ、と……。

　そのときだった。

「はははっ、それではステージも最高潮に達したところで、次の課題の発表といこうか、花凜、勇くん！」

　マイクなしでもよく響く声が、二人の名を呼んだ。

　ステージ下にいつの間にか、敏臣と香織の姿があった。

「お、お父さん？」

　花凜が慌あわててステージから降りて敏臣に近づき、勇もその後に続いた。

「いきなり何よ、お父さん？　み、みんなの前で、恥はずかしいじゃない」

「みんなの前だからいいと思ったんだよ。みんなも、興味があるだろうからね。花凜と勇くんが、次に何に挑ちよう戦せんするのかを。はははっ」

「ちょっと待ってよ。課題とか挑戦って、まさかまた私達に何かさせる気なの？　予想通りと言えばそうだけど、ついさっき言ったことと、全然違ちがうじゃない。やっぱり噓うそついたの！」

　と、花凜が父に詰つめ寄った。

「噓なんかついてないさ」

「私達を試ためすのは、もう十分だって言ったでしょ？」

「ああ、確かに言ったね。……ただし、私からはね」

「……お父さんからは？」

「そうだ。次は……私がお前に課題を出す番だからな！」

　前に出てきた香織が、ビシッと花凜を指さす。

　今までで一番予想外だったという表情で、花凜が香織に聞き返す。

「え、姉さんが？　な、なんでそんなことになるのよ？」

「今日、花凜と勇くんが力を合わせて成長していく姿に、私も興味がわいてきた。父さんが、お前達を試したくなる気持ちがよくわかったよ。さぁ、私の挑戦も受けてもらうぞ、花凜、勇くん。夏休み、別べつ荘そうの地で待っているからな。ふふふ」

　とても楽しそうに香織が笑う。

　本当に、勇も考えもしなかった展開だった。

　どうやら、勇と花凜の苦労は、まだまだ続くようだった……。







　あとがき







　こんにちは。秋あき山やま大だい事じです。

　さて、今回は学園祭の話です。どの学園小説のシリーズでも欠かせないと言っていいほど描えがかれるドラマが生まれやすいイベントですが、それは空想の世界だけでなくおそらく現実の中でもそうで、一応人並みの学生として思春期を送ってきた私もそれなりの思い出を持ってます。いや、何も学園祭だけでなく学校という特とく殊しゆな空間の中では自おのずと忘れられない体験が蓄ちく積せきされていくわけで、せっかくと言ってはなんですが、最近薄うすれがちな私の記き憶おくのためにも、自分の学園生活を少し振ふり返かえってみようかと思います。




　まず思い出すのは、中学の文化祭です。当時私はサッカー部に所属していて、鍵かぎ係という役職についてました。それは練習前に職員室から体育倉庫の鍵を取ってきて開け閉めする、読んで字のごとくの結構面めん倒どうな役だったのですが（その代わりグラウンドの整備を免めん除じよされた）、なまじ鍵の管理をしているからよく職員室にいる先生に「お、キャプテンになったのか？」と聞かれて、そのたびに「あ、違ちがいます、鍵係で……」といちいち説明するのもまた面倒で。これは完全に余談でしたが、とにかく手間がかかる仕事なので代わりをしてくれる部員もなかなかいなく、文化祭準備期間中でもサッカー部の練習があるときは、常に私が鍵の管理をしてました。

　もちろん鍵係を理由に文化祭の仕事をさぼるわけにもいかないので、ある日、まず倉庫の鍵を開けてからクラスに戻もどって準備を手伝い、その後サッカー部の練習に戻らなくてはならない、ハードなスケジュールの日がありました。私は早く自分の花飾かざり作りのノルマを終わらせようとして、急いで作ったのですが、作業の途と中ちゆうで、クラスメイトが突とつ然ぜん「それ間違ってるよ」と指し摘てきしてきました。どうやら私は勘かん違ちがいして使用する花紙の枚数を少なくして作っていたらしく、後から見ればみすぼらしい花になっていて明らかに変なのですが、急いでいてそれにも気づかなかったのです。すでにかなりの量を作ってしまっていて、結局すべて作り直し。クラスメイトもフォローに入ることになり、手伝うどころか余計な手間を増やしてしまう失敗をやらかしました。クラスメイト達は仕方ないなと言いながらも手助けしてくれて、みんなの優やさしさが身にしみたのをよく覚えてます。




　それから高校の文化祭。私のクラスは最終的には、綿わた飴あめと焼きそばを売る普ふ通つうの売店になったのですが、出し物を決めるとき、漫まん画が喫きつ茶さという案が出てました。盗とう難なん対策など漫画の管理はちゃんとできるのか、それからそもそも文化祭に漫画を読みにくる人がいるのかと、いろいろな問題から立ち消えになったのですが、ここで何を言いたいのかというと、その案が出たとき「私のロッカーのように」という修しゆう飾しよく語がついていたのです。

　意味がわからないかと思うので説明しましょう。実はその頃ころ、教室にある私のロッカーは、漫画貸し出しロッカーになっていたのです。

　私は休み時間、よく他ほかのクラスの知人から漫画を借りてきて読み、それをロッカーに保管してました。つい返しそびれるなどして数冊ほどたまっていたのですが、あるとき、私がロッカーから漫画を取り出すのを見たクラスメイトが、「俺も借りていい？」と言ってきて、断る理由もないので承しよう諾だくしました。すると、それが広まり、他のクラスメイト達も次々と私のロッカーから漫画を借りるようになり、いつの間にか私が借りてくる物とは別の漫画も収められ、ついには長いシリーズが全巻そろうほどの充じゆう実じつぶりとなりました。私のロッカーは完全に漫画保管所として認にん知ちされてしまい、そのせいで他のクラスで漫画が紛ふん失しつしたとき、私が持っているんじゃないかとあらぬ疑いまでかけられました。

　今思えば、自分のロッカーをクラスメイトが勝手に開けて、漫画を取っていくというのも奇き妙みような光景でしたが、私のロッカーのように漫画喫茶をやろうという案が出ることになったのはそんなことからで、実を言えば、「盗難など管理は大だい丈じよう夫ぶか」という反対意見を出したのは、保管の難しさを知っている私だったのです。




　と、やや脱だつ線せんもしましたが、学園祭を振り返ると、私にもこれだけの思い出があります。もちろん他にもたくさんあり、たとえば母校の大学祭で、友人が所属する文芸部の同人誌を割り勘で買って回し読みし、その後ロビーで大だい富ふ豪ごうをして時間をつぶしてから、藤ふじ岡おか弘ひろし、のジャングル体験の講演会を聞いた日の思い出も語りたいところで、正直今の説明だけで語り尽つくした感はありますが、ともかく何も私が特別なのではなく、みなさんも、私よりももっと素す晴ばらしい学園生活を送っていると思います。学校という空間は、誰だれにでも貴重な思い出を提供するものなのだろうと、少しかっこいいことを言ってみます。

　それでは最後に、出版にかかわってくれたすべての方々と、この本を手に取ってくれた読者のみなさんに、心からお礼を言います。ありがとうございました。





二〇一三年　冬　秋山大事　
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